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一章　アチチアチ！　美少女魔ま王おう・真夏のヤキモチ







　七月に入って、すっかり暑くなってきた。特に、今年の夏はすさまじい猛もう暑しよだ。

　この俺おれ、勇者の家いえ柄がらなのに、受験の手て違ちがいで魔ま王おう養成学校であるこの麻ま桜おう中学に来てしまった遊ゆ佐さヒロは、灼しやく熱ねつの暑さの中、寮りようから学校に向かって、とぼとぼと歩いていた。

「くそー……あちー……」

　寮と学校は、東とう京きようの南の洋上に浮うかぶ麻ま桜おう島とうの上にある。俺以外の六六五人の生徒は、全員魔王候補生だ。そして、俺の経験値をねらっている。

「あーっ！　遊佐先せん輩ぱい、発見なのらーっ！」

　俺の後ろから、一年の女子がトコトコと駆かけてきた。

　俺は、ハッと全身で警けい戒かいした。この小こ柄がらで童顔の名も知らぬ下級生には一度、襲おそわれたことがある。

　はたして、彼かの女じよは以前と同じように、俺に向かって制服のスカートをまくりあげた。

「今度こそ経験値いただきなのら、学校の中では生活指導の先生に怒おこられるからここでバトってもらいますのら！　装甲騎竜パンツアー艤装下穿ドラグーンっ！」

　思いっきりまくりあげた制服のスカートの下から、緑のクロコダイル調のパンツが見える。女の子が人前でそんなはしたないことしちゃいけませんっ、と注意してる場合じゃない。俺もとっさに、剣の呪言ソード・ワードをとなえた。

「天蛇斬アメノハハキリ！」

　俺以外の六六五人全員が敵という危険すぎる状じよう況きようで、本当なら、あまりこちらの手の内を見せたくはない。だが、彼女の緑のパンツが巨きよ大だいなドラゴンに変身して攻こう撃げきしてくる以上、反はん撃げきしなければ確実に殺される。

　俺のことばは風を巻きこみながら実体化し、古こ墳ふん時代仕様の鉄てつ剣けんとなって俺の手のうちにおさまった。武器持ちこみ禁止の校内で、校則なんか全然守るつもりのない魔王たちを相手に戦うために俺が編みだした術がこの剣の呪言ソード・ワードだ。この術で出てくるのは俺の頭の中で考えた武器を具現化したニセモノだが、本物の天蛇斬アメノハハキリは、先祖にヤマトタケルやスサノオといった日に本ほん神話の英えい雄ゆうたちを持つ俺の実家に代々伝わっている。

　俺がそんなエリート勇者の家系出身だからこそ、ますます魔王候補生たちは俺の経験値をねらってくるのだ。勇者検定試験に受かるまえに、こんなところで殺されてなるものか……と、俺は天蛇斬アメノハハキリを握にぎる手に力をこめ、ドラゴンの攻撃を待った。

　ところが……スカートをまくりあげた下級生の緑のパンツは、まったく何の変化も起こさない。

「……ありゃ？　ちょっ、ちょっと、装甲騎竜パンツアー艤装下穿ドラグーン！　装甲騎竜パンツアー艤装下穿ドラグーンなのらよっ？」

　下級生がスカートをまくりあげたまま、あたふたしながら自分のパンツに話しかける。なんかすごくシュールな光景だ。

　二度目に呼びかけられてようやく、パンツの股こ間かんがモコモコと盛りあがり、ちっちゃいドラゴンの頭が出た。でも、ドラゴンはなんだかぐったりしていて、それ以上姿をあらわさない。ちっちゃい首だけが、だらーんと垂れさがっている。

「わーんっ、スカートの中にいたせいでドラゴンがゆだってるのら～！　ドラゴン、しっかりするのら！」

　下級生があわてて、スカートをぱたぱたさせてドラゴンに風を送りはじめた。

　よし、今のうちに逃にげよう……と、俺は逃げだした。ムダに戦ってこちらの手の内を見せたくないのはもちろんのこと、勇者たるもの、パンツ丸出しでスカートをぱたぱたさせている下級生をじっと観察する趣しゆ味みもない。

　走ると暑いけれど、それなりにがんばって走っていると、道路のあちこちに巨大なスルメが落ちているのに遭そう遇ぐうした。どれぐらい巨大かというと、全長数十メートルにもおよんでいるぐらい巨大だ。

「うわー……。マオウイカも死ぬほど暑いのか、今年の夏はキツそうだなあ」

　マオウイカはクジラと勇者が好物で、俺を目当てに麻桜島のまわりをウロウロしては、道を歩く俺に襲いかかってくる。最近、その攻撃がおさまったなあと思っていたけれど、どうやらみんな、俺を襲おうとして海から飛びだした勢いで焼けたアスファルトに乗りあげて、そのまま干からびて死んでしまったらしい。

　道をふさいですごくじゃまだけど、放っておけばそのうち島の中心部のジャングルに住んでいる野の良らモンスターが食ってしまうだろう。野良モンスターとは、生徒が召しよう喚かんしたり、使つかい魔まショップで買ったけれども育ちすぎたり魔ま力りよくが強すぎたりして飼いきれなくなったやつを、ジャングルに捨ててしまったやつだ。

　そういうわけで俺は干からびたマオウイカをスルーして、さらに早足で進んでいった。すると俺の前に、黒くろ髪かみロングストレートの女子……織お田だ志し信のぶが立ちはだかった。

「おはよー、遊佐！　朝っぱらから悪いけど、アタイとバトりな！」

　織田は俺と同じ、二年こうもり組の生徒だ。織田信のぶ長ながの末まつ裔えいで、第六天魔王を名乗っている。豊満な胸にサラシを巻いた上から改造学ランの特とつ攻こう服ふくを着ていて、背中には「天てん下か布ふ武ぶ」の文字と、五弁の花をあしらった織田木瓜もつこうの家か紋もんが金糸銀糸で刺し繍しゆうされている。

　暑すぎる日差しの下で、熱血過すぎる織田が暑苦しすぎて、俺はうんざりしながら力なくつぶやいた。

「っていうか、ほんと朝っぱらから何なんだよ。遅ち刻こくするぞ」

「毎年、夏休みにもらうプリントに『涼すずしい朝のうちに宿題をすませましょう』って書いてあるだろ。だから、バトルも朝のうちにすませておこうと思ってな」

「毎日毎日バトルばっかりしかけてきて、いいかげん飽あきないのかよ？」

「テメーを倒たおすのは天下布武への道の第一歩なんだから、飽きるわけねーだろ。天下を手に入れるまで、ぜったいにやめねーんだからなっ！　やめたらそこで、天下統一の道は終わりだろ？」

「なんかちょっといいセリフだな。熱血すぎて、魔王らしくないような気もするけど」

「今ならちょうどテメーも刀を持ってるし、いいタイミングじゃねーか。テメーをただ倒すだけじゃなくて、勇者予備校でかなり強かったっていうテメーの剣けん技ぎも味わって、アタイの剣けん術じゆつを磨みがく糧かてにしてーんだからなっ！」

　そう言うと、織田は背中に引っかけていた長ドスを引ひき抜ぬいて、俺に突つきつけた。

「どうせテメーはまだアタイの刀の名前を覚えてねーだろうから言ってやるけど、長ドスじゃなくて長は谷せ部べ国くに重しげだからな」

「あー、それだそれだ。っていうか、ほんと朝からやめようって。暑くなるばっかりだし、朝から汗あせをかいたら授業中とか汗あせ臭くさくなるし。それにもし遅刻したら、お互たがい内ない申しん点てんが下がって困るだろ？」

「いーや、生活態度で下がっても、テメーの経験値をゲットすりゃそのぶん内申点がぐいーっと上がるからいいんだよ。何たってテメーは、両親ともエリート勇者のスーパー経験値を持ったサラブレッド勇者だからな。テメーの経験値はアタイのもの、アタイのものもアタイのものだからな！」

「そういうジャイアニズムを振ふりかざしてたから、織田信長は明あけ智ち光みつ秀ひでに滅ほろぼされたんだぞ？」

　ちなみに明智光秀は織田信長の家来だったけど、領地を信長に取りあげられたことに危機感を抱いだいて本ほん能のう寺じにいる信長に奇き襲しゆうをかけたため、信長は火をはなって自じ刃じんした。

「おまえの領地は俺のもの、俺の領地も俺のもの、じゃそのうち謀む反ほんが起こるってことだよ。魔王なんかやめて、更こう生せいするのがおすすめだぞ？」

　魔王を更生させれば、俺の勇者としての経験値が上がるわけだが、

「やなこった。アタイはぜったいテメーの経験値をいただいて、魔王検定試験をトップレベルで合格して、天下統一するんだからな」

　と、あっさり断られてしまった。なかなか思うようにはいかないもんだ……この麻桜中学に来てから、なんだかんだで俺はまだ、一人も更生させられていない。ちょっと、もう無理なのかな……と、あきらめてくじけそうになる。

　その無理そうな魔王たちの中でも織田は、とりわけ手ごわそうだなあと思う。

「そういうわけだから、死ねやこのホトトギスがぁぁぁあああああーっ！」

　もう交こう渉しようとかいっさい無しで、いきなり織田が飛びかかってきた。ほんと狂きよう犬けんだな、こいつは。織田が大上段に振りかぶった最初の一ひと太た刀ちを、俺は天蛇斬アメノハハキリで止めた。キインッ、と甲かん高だかい金属音が鳴って、火花が散る。織田はそのまま、一歩も引かずに徹てつ底てい的てきに打ちこんできた。

「どうした、遊佐ッ！　受けてばかりじゃなくて、斬きりかえしてこいやァァーッ！　アタイが女だからって、遠えん慮りよすることねーからなっ！」

「いや、女子なんだから遠慮するって！　勇者として、女の子をケガさせたりできないしさ」

「まだそんなこと言ってんのかよ！　それならどこまで追いつめたら本気出すのか、試してやんよ！」

　織田はガンガン打ってくる。女子だけど俺より身長が高いだけあって、力もけっこう強い。受けているだけで、腕うでがじんじんしてくる。じりじりと圧おされて、俺の足が一いつ瞬しゆん、にゅるりとすべった。

「あっ……！」

　うっかり、足元のマオウイカの死し骸がいを踏ふんづけてしまったらしい。すべった俺が仰あお向むけに倒れると、ちょうどそこに織田が打ちこんできた一発がスカッと空から振ぶりした。そして勢いあまった織田が、俺の上に倒れこんでくる。

「わー！」

　織田のサラシの胸が、ちょうど俺の顔の上に落ちてきた。ふにゃっと柔やわらかい低反発の胸に顔を完全にフタッと覆おおわれて、息ができない。

「むー！　むー！」

　俺は、織田の体の下でじたばたした。織田はあわてて叫さけんだ。

「ちょっ……バカ、遊佐っ！　どけよ！」

　どくのはおまえのほうだ、バカ！　ほんと息ができない、早くどけ！

「むーむー！　むー！」

「バカ、遊佐！　動くな、くすぐったいだろ！」

　織田が少し赤くなって、身をよじった。そのせいで、よけいに俺の顔に胸がねじこまれるような形になってしまった。

「むぐむーむぐー！」

「だから動くなって！　ちょっ、わっ、ボタンに髪かみの毛けが引っかかってる！」

　織田は一度体を上げようとしたが、髪の毛が引っかかって離はなれられず、また俺の顔の上に胸を着地させた。なんでまた同じ位置に着地するんだ、ずれろって！

「むーむー！　むぐー！」

「髪の毛ほどくから待ってろって！　しゃべるなって言っ……」

「むぐぐー！」

「やんっ」

　……え？

　今、いつも罵ば詈り雑ぞう言ごんしか出てこない織田の口から、妙みように甘あまったるい声が出てこなかったか？

　信じられない気持ちで、俺は織田の胸の下から目を上げた。織田は、熱でもあるのか、それとも日差しが暑いのか、妙に真っ赤になって汗ばんでいる。そして、苦しそうに俺をにらみながら、責めるような口調で言った。

「ばっ、バカっ……しゃべるなって、言ってる……のにっ……！」

「むぐー、むぐー」

　ごめんごめん、と謝ったつもりだったんだが、織田はぞくんと体を震ふるわせると、さらに切なそうに眉まゆ根ねを引き寄せた。

「ぁん……っ！　も……いいから、何も言うなって！」

　なんでそんなに怒ってるんだ、織田。いやでも、このままじゃどっちにしても何も言えない状態になってしまうので、息をさせていただきたいのだが。

　そのとき、空を鳥のようなものが横切った。

『見つけたわ。三秒あげるから、お経きようでも唱えとくのねェ……』

　鳥のようなものから、女の子の声が聞こえた。誰だれかの使い魔かな、と俺は顔を上げる。

　すると、きっかり三秒後、青空に何かが光った。黒くて小さい……粒つぶのようなものだ。それが、雨のように大量に降ふってきた。

「なっ……」

　火事場のバカ力で、俺は上に乗っかってる織田をひっくり返して、叫んだ。

「鉄板！」

　剣の呪言ソード・ワードをとなえると、俺たちの頭上に巨大な鉄板があらわれた。雨のように降ってきた粒が鉄板に当たると、「キン！　キン！」と鋭するどい音を立てて砕くだけ散ちった。砕け散った破は片へんが、俺の目の前にも転がってくる。

「何なんだ、これは……？」

　俺は手をのばして、それを拾った。にぶい銀色をしている。なんで金属が降ってくるんだ？

　金属の音がやんでホッとしたのもつかのま、こんどは宙に浮いていた鉄板が、重力のままに俺たちの上に降ってきた。俺は、あわてて叫んだ。

「解除！」

　従来は、一度出したら自然に消えるまで待つしかなかった俺の剣の呪言ソード・ワード。だけど、最近ちょっとバージョンアップして解除できるようになったので、鉄板はきれいに消えさった。

「ふう……何だったんだ、今のは？　また、だれかに命ねらわれたかな……」

　俺はひとつため息をついた。そして、ハッと思いだした。ひっくり返った勢いで、織田を下した敷じきにしてしまっていた！

「わわわっ！　お、織田、ごめん！　踏むつもりじゃなかったんだ、怒るな！」

　ところが、織田が静かだ。いつもの織田なら「テメー何ひとの上に乗ってんだヴォケ！」とか助走無しでＭＡＸにブチギレるところなのに、あくまでも静かだ。

　よっぽど怒ってるのかな……と心配になって、俺はおそるおそる、俺の下敷きになっている織田の顔を見下ろす。

　……と。

　織田は真っ赤な顔をして、ボロボロ涙なみだを流していた。

「……えっ？」

　俺はびっくりして、そのまま固まってしまった。織田は泣いている顔を見られるのが悔くやしそうに顔をそむけて、腕でその顔をかくしながら、

「ばかっ……どけよっ……」

　と、小さな声でつぶやいた。その声とその顔に、俺の心臓がドキンと勢いよくはねた。

　な、何だ？　織田が、いつもの凶きよう暴ぼうな織田じゃない。なんか、あの第六天魔王な織田が、か弱い女の子に見える……？　俺の目がどうかしたのか？　とりあえず、心臓がドキドキしすぎて、至近距きよ離りはヤバい。俺はあわてて、思いっきり後ずさった。

「ごごごごご！　ごめんっ！」

　何が何だかわからないけど、俺は全力で謝った。織田は急いで起きあがると、学ランの前を合わせて胸を隠かくし、全身で警戒しながら涙目で俺をにらんだ。

「べ……別に謝ることねーだろ、バカ！」

「え、だって織田泣いてるし……」
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「泣いてねーよっ！　第六天魔王のアタイが泣くわけねーだろっ、ボケ！」

　織田は真っ赤な顔でどなって、あたふたと逃げるように走り去っていった。

　いやでも、泣いてたし……。

　織田の涙を思い出して、俺は心臓が雑ぞう巾きんみたいにねじられるような感かん触しよくをおぼえた。いつも特攻服を着て長ドスを背せ負おってるから気づかなかったけど、織田って実は黒くろ髪かみ長ちよう髪はつで色白で、着物でも着ればかなりしとやかで女らしい、大和やまと撫子なでしこに見えるんだよな……。

　織田のことを考えてると、なんだかどんどん胸はドキドキするし、ドキはムネムネするし、この灼熱の日差しの下で頭が沸ふつ騰とうしそうになってきたので、俺はあわてて織田の面おも影かげを頭の中から吹ふき消けそうとして、頭をぶんぶん振った。

　あんまり頭を振りすぎたので、俺は目が回って尻しり餅もちをついた。すると、妙に尻しりの下がゴロゴロする。尻を上げてみると、つぶれた金属の粒や破片が落ちていた。尻の下だけじゃなく、そこここにボロボロと転がっている。

「さっき降ってきたのは、これだったのか……？　いったい何なんだ？　金属の粒を使う魔ま王おうって、うちの学校にだれかいたっけ」

　考えたけれど、思いあたらない。生徒のことなら寮りよう母ぼさんが何でも知っているから、学校が終わったら寮母さんに聞こう……と思って、俺おれは金属の粒をひとつ胸ポケットに入れ、再び学校にむかって歩きはじめた。




　そうして進んでいくと、こんどは道路の真ん中に巨大な真っ白い毛玉が落ちていた。

「わあっ！　な、何だこりゃ！」

　道路をふさいでいるそれを、俺はよくよく見てみた。やぶれた学がく帽ぼうをかぶっている。

「あれ……もしかして、岩いわ見み先せん輩ぱい？」

　三年生の岩見重じゆう太た郎ろう先輩は、うちの学校の番長だ。二メートルを軽く超こえる身長と、岩いわ肌はだのようなゴツゴツした赤い顔。全身、白くて長い体毛に覆われていて、人間というよりは雪男とか狒ひ々ひとかビッグフットとか、そのへんのＵＭＡユーマ系の魔王である。

「うう～遊佐か。暑くて途と中ちゆうで力ちから尽つきたんじゃ、助けてくれ～……」

　岩見先輩はうなった。たしかに、この毛むくじゃらでは暑いだろう。赤い顔が、ますます赤くなってる。このままじゃ、熱ねつ中ちゆう症しようで死んでしまう。

「助けてくれって言われても、どうやって……」

　俺は悩なやんだ。そういえば、さっき出した天蛇斬アメノハハキリを、まだ解除せずに手に持っている。

「よーし。先輩、ちょっと待っててくださいよ」

　俺は岩見先輩の毛をつかむと、天蛇斬アメノハハキリでざくざく切った。小学校の体験遠足で、鎌かまを使って稲いね刈かりをしたときの気分だ。

　背中に引っかけた学ランも脱ぬがせて、ズボンの下以外、腕の先から足の先まで全部刈かり取とった。毛の中は熱がこもっていて、たしかにかなり暑かっただろう。胸まわりは、ムッキムキの胸筋がモリモリに盛りあがっていて、さすがって感じだ。ここも刈ろうと思ったけど、いや待てよ、ムキムキマッチョの胸毛ってセクシーポイントじゃなかろうか。とすると、これは刈っちゃいけない毛だなと思って、俺は胸まわりの毛だけ残して、首まわりや胴どうまわりを刈り進めていく。

　最後に、岩見先輩の顔をおおっている毛も、注意深く刈っていった。

「……ふうぅ～っ……」

　うつぶせに倒れていた岩見先輩の背中が、ホッとしたように一度大きく上下した。

「ふう……だいぶ涼しくなったのう。助かったぞ、遊佐」

「よかったですね」

「うむ、死ぬかと思ったのう」

　そう言って、岩見先輩は体を起こすと、暑さを逃がすようにため息をつきながら地面にあぐらをかいた。

「ふう。北国生まれには、東京の夏はこたえるわい」

　えっ、と俺は岩見先輩の顔を二度見した。

　先輩は岩みたいな顔をしてると思ってたけど、それは毛むくじゃらだったからで、毛を全部そってみると、なんか美人なんだが。「イケメン」じゃない。「美人」。

「えっ……嘘うそ！　岩見先輩って、女子だったんですかっ？」

　俺は、思わず声がひっくりかえってしまった。

　引きしまった赤い肌はだに、腰こしまで届く白い長い髪。白い毛を刈り残した胸は、ムキムキ大胸筋マッチョのセクシー胸毛どころか、スーパーグラマラスボディを包むふわふわの毛皮ビキニみたいになっている。身長が高いだけにモデルみたいで、麻桜中学一のナイスバディをほこる三年生の淫魔サキユバス・夢ゆめ野のサキさんですら、とうてい足元にもおよばないだろう。

　ズボンからはフサフサのしっぽが長く伸のび、頭のてっぺんにはネコ耳のような毛束……というか、本物の耳っぽい。ピクピク動いてる。

　もっさりした雪男系魔王から、しなやかで危険な香かおりのユキヒョウ系美女魔王に変身した岩見先輩を見て、俺はポカーンとしていた。

　てっきり、夏に大量に出しゆつ没ぼつする、毛を刈られてちっちゃいライオン状態になったポメラニアンみたいになるかと予想していた俺は、意外な変身に度ど肝ぎもを抜かれてしまったのだ。

「ん？　何をジロジロ見とるんじゃ、遊佐？　毛が無くなったら、やっぱりおかしいかのう？」

　岩見先輩は、恥はずかしそうに自分の顔をこねくり回していた。今までずっと毛むくじゃらだったので、この人は、自分が美人だということを知らないんじゃないか？

「あ、いや。おかしくないですよ。俺は、今のほうが全然いいと思いますよ？」

「そ……そうかのう？」

　岩見先輩が、赤い顔をもっと赤くした。目の覚めるような美人なのに、もじもじしていて何だかかわいい。

「ワシ的には、なんかスースーして頼たよりないんじゃが……ま、夏のあいだは涼しくていいかのう」

「いや、夏のあいだだけじゃなくて、冬もそのほうがいいと思います。せっかく美人なのに、もったいないですよ。っていうか、なんで女子なのに名前が重太郎なんですか？」

「ワシは一人っ子で、実家のダンジョンを継つぐのがワシしかおらんからのう。跡あと継つぎにするため、男として育てられたんじゃ」

「魔王の世界も少子化で大変なんですね」

「で、遊佐。なんでワシを助けてくれたんじゃ？」

　そう言って、岩見先輩は俺の目をじっと見つめた。美人すぎる魔王に間近から見つめられると、勇者の俺でもさすがに、ちょっとたじろいでしまう。

「なんでって、先輩が助けてくれって言ったからじゃないですか」

「助けてくれと言われたら、すぐ助けるのか？　貴様はアホか、ワシは魔王候補生だぞ？　勇者の貴様からすれば、敵だぞ？」

「でも、助けてくれって言ったじゃないですか」

「動けなくなってるところをブチ殺して、死亡診しん断だん書しよを勇者ギルドに提出すれば、貴様の経験値になったんじゃぞ？」

「そういうのは、勇者のやり方じゃないですから」

「それに、助けてくれというのが罠わなかもしれんじゃろうが。魔王なんぞ信じたら、寝ね首くびをかかれるぞ？」

「でも、勇者は助けてくれって言われたら助けるものです」

「百歩ゆずって、それならワシを助けるまえにどうして、助けるのと引きかえに更生証明書を書かせなかった？　魔王を減らせば経験値が手に入る、死亡診断書のかわりに更生証明書を勇者ギルドに提出しても経験値が手に入るんじゃぞ？」

「だから、そういうのは勇者のやり方じゃないです」

「勇者勇者とこだわっても、この麻桜中学では勇者養成学校なみの成績は取れんだろうが？　成績が足りなかったら、十六歳さいの誕生日に受ける勇者検定試験で上のランクに行けんぞ？　ヘタしたら勇者検定試験に落ちて、一いつ般ぱん人じんになるぞ？　貴様、魔王学校に音ねを上げて、勇者になるのをあきらめるつもりか？」

「あきらめませんよ。基本勇者っていうのは、何があろうとあきらめたり心が折れたりくじけたりしないもんです」

　俺がそう言うと、岩見先輩は赤い顔をもっと赤くして、怒おこったように俺をにらんで言った。

「勇者を目指してるなら、なんでワシを助けるとき、経験値を交こう換かん条件にしなかった？　せっかく勇者の家いえ柄がらに生まれたのに、勇者検定試験に落ちて一般人になったら、勇者ギルドのコネが無くなって甘い汁しるも吸えなくなるんじゃぞ？」

「勇者を目指してるからこそ、ですよ。人の弱みにつけこんで経験値を手に入れた時点で、勇者じゃなくなってますから。岩見先輩の経験値が欲しくなったら、そのときは正々堂々と戦いますよ」

　当たり前のように俺が答えると、岩見先輩はしばらくポカーンとしていたが、突とつ然ぜん、腕を目に当てて泣きだした。

「うっ……うっうっうっ……」

「ど、どうしたんですか？」

「なんでワシがブッ倒たおれとったのかというと、実は登校中の貴様とバトろうと思って、早起きして待まち伏ぶせしとったんじゃ」

「えっ……」

　俺は警けい戒かいして、思わず後ずさった。そういえば朝食のとき、寮りようの食堂に岩見先輩の姿が無かったっけ……。

「もうすぐ学期末考査じゃが、ワシはここんとこ勇者中学の奴やつらが島シマに忍しのびこんだり、ジャングルに潜せん伏ぷくしとった落第生が全校生徒に毒物テロを仕し掛かけたりしたせいで、島シマの中を今まで以上に必死こいてパトロールしとったんじゃ」

「番長ってけっこう大変なんですね」

「生徒会長が生徒会室に引きこもって何もせんから、ワシがかわりにこの学校を守るしかないんじゃ」

「生徒会長ってずっと引きこもってますよね？　朝礼で、生徒会からの連れん絡らく事じ項こうは先生が伝えてるし。副会長や書記や会計も見たことがないんですが」

　生徒会長選挙は、毎年二月にあるらしい。ふつう二年生の中から選ばれて、卒業式での送辞読みや入学式でのお祝いスピーチをするはずなんだが、この麻桜中学に通いはじめてすでに十五か月が経たつというのに、お目にかかったことがない。

「副会長とかは、いないわけじゃないぞ。決まってないのだ」

「ええっ？　生徒会のスタッフがいなかったら、運営もできないんじゃないんですか？」

「生徒会長が一人で何でもやるから、要いらんのだ。生徒会長は魔ま力りよくがケタはずれに強すぎるので、隔かく離りされている……と噂うわさされとる。だが、それならなぜ麻ま桜おう島とうに勇者候補生どもが侵しん入にゆうしたときや、毒使いに襲しゆう撃げきをかけられたとき、動かなかったんじゃ？　生徒会長は、会長室に引きこもってる腰こし抜ぬけじゃ。鍛きたえまくってるワシと違ちがって、あんなホニャララした羽根頭が強いわけがなかろう。だから、ワシががんばるしかないんじゃ」

「ホニャララした羽根頭って……岩見先輩は生徒会長のこと、見たことがあるんですか？」

「ふつう生徒会長選挙は二月にあるが、今の生徒会長は入学と同時にその生徒会長を倒して自分が生徒会長になったんじゃ。それが凶暴すぎるというので隔離されたわけじゃから、三年生でも生徒会長を見たことがある奴はほとんどおらん。ワシは、前の生徒会長を倒した疑いをかけられて校長室に呼ばれたから、そのときに会ったんじゃが……正直、あの羽根頭が前の生徒会長を倒せるようには見えんかったがな」

　ふう、と岩見先輩がため息をつく。羽根頭ということは、頭が羽根みたいに軽いおバカってことだろうか？　海千山千の魔王たちの中でも生徒会長に選ばれるほどの人材、それも上級生を、そんなおバカが倒せるんだろうか？

「ワシは生徒会長が頼りないぶんまで、この島シマのパトロールを強化しとったんじゃ。勉強のほうがおろそかになって、今度の学期末考査で赤点を取りそうじゃったから、遊佐をブッ倒して経験値をゲットして、内ない申しん点てんを上げて何とか赤点の穴あな埋うめをしようとしたんじゃ」

　岩見先輩は、おいおいと泣きながら言った。

「そういうわけで、ワシは貴様を待ち伏せしとったんじゃ。だが、ワシはまちがっとった！　今の貴様のことばを聞いて、ワシは自分が恥ずかしくなった！　ワシは番長なのに、この学校の生徒を守るのがワシの役目なのに、いくら勇者だからといっても生徒の一人である貴様を、自分の都合で手にかけようとするなんてっ……！」

　岩見先輩、本気で泣いている。号ごう泣きゆうだ。そんなに泣かれると、俺は困ってしまった。

「あ、あの、先輩。ちょっと泣きやんでくださいよ」

「許してくれ、遊佐っ！」

　岩見先輩が、いきなり俺を両りよう腕うででつかまえてぎゅうっと抱だきしめた。うわあ、暑苦しいっていうか、引ひき締しまって弾だん力りよくに満ちた豊かな胸が息苦しい！

「ちょっ……放してください、先輩！」

「すまん！　ほんっとーにすまん！」

「あれ……もしかして、善に転向しかけてます？　俺、魔王養成学校で俺以外の六六五人全員更こう生せいさせられたら、圧あつ倒とう的てきな経験値で勇者検定試験に合格できるなーともくろんでるんですけど……。もしかして、岩見先輩。俺がこの学校に来て、記念すべき更生第一号になります？」

　俺は岩見先輩のふところを探りながら、うかがうようにたずねた。

「いや、それはそれ、これはこれだが。さっきも言ったろーが、実家のダンジョンを継がんといかんのだ」

　岩見先輩は、意外にクールだ。ちぇ、がっかり。

「まあ、とりあえずそのうち借りは返すからの」

　そう言って、岩見先輩は俺を抱いていた手を離はなそうとして、俺の胸ポケットに指がふれた。とたんに、

「あちっ！」

　と、岩見先輩は顔をしかめて、あわてて手を引っこめた。涙目になって、指をふーふー吹きながら、岩見先輩は俺をにらむ。

「遊佐！　貴様何ポケットに入れとる、ヤケドしただろーがっ！」

「え……あ、これですか？　さっき空から降ってきたんですけど。まただれかに、経験値ねらわれたみたいで」

　俺は、ポケットの中から金属の粒を取りだして、岩見先輩に見せた。岩見先輩は、切れ長の涼し気な目を糸のように細めて、それをじっくりと見つめた。

「これは鉛なまり玉だまじゃ。昔の火ひ縄なわ銃じゆうにこめて撃うつやつじゃな。ワシら狒ひ々ひとか日本の山に古くから住む妖あやかし系の魔王は、昔からこういうのにねらわれとったんじゃ」

　岩見先輩は、俺の手のひらの上の鉛玉を指さして言った。それから、そーっと鉛玉に指を近づけて、ちょっとさわって、またすぐ手を引っこめた。

「あちちち！　やっぱり熱い！」

「熱くないですよ」

「ワシには熱いんじゃ。これはたぶん、魔ま弾だんじゃな」

「魔弾って、魔ま法ほう力をこめられた弾だん丸がんですよね。破は壊かい力りよくを増すために……」

「そうじゃ。着ちやく弾だんした瞬しゆん間かんに燃えあがったり、爆ばく発はつしたり、相手を凍こおりつかせたり。こいつはたぶん燃えあがるやつじゃな、熱いから」

「でも俺は大だい丈じよう夫ぶですよ」

「体質的なもんかのう？　ワシ、ヤマイモ食うと口のまわりがかぶれるしな」

「意外と繊せん細さいなんですね」

「貴様をねらったんじゃろうなあ。じゃが、魔弾を使うような魔王がこの学校におったかのう……？」

「女の子の声みたいなのが聞こえたから、女子だと思うんですけど。岩見先輩でも知りませんか？」

「調べておこう、ワシは借りは返す性格じゃからな。何かあったら遠えん慮りよするなよ」

　岩見先輩はそう言うと、もう一度俺をぎゅっと抱きしめてから、歩いていった。抱きしめて離れるときに、岩見先輩のくちびるが俺のほっぺたを軽くかすって、俺はドキンとした。女の子のくちびるって、こんなにフワフワして柔やわらかいのか……けっこうマシュマロっぽい、という新発見に、俺の心臓は胸の中で跳はねまわっている。

　残念ながら更生させることはできなかったけど、岩見先輩が魔王なのに義ぎ理り堅がたいのも、何だかうれしかった。

「麻桜中学も……なれてくると、これはこれでけっこういいところだよな。ちょっと鉛玉でねらわれたぐらい、気にしない気にしない」

　俺は、ちょっと楽しい気持ちになって海を見た。

　マオウイカに攻こう撃げきされる危険の無い今、落ちついて見ると、この麻桜島というところもなかなか風ふう光こう明めい媚びな良い場所だと思った。青い水平線の彼方かなたには、白く輝かがやく建物が載のった島が見える。俺が行くはずだった勇者養成学校、聖セントレジェンド中学だ。

「フリト……元気にがんばってるかな。俺は、ここでがんばれそうな気がするよ」

　俺は親友のことを思って、ちょっと胸がキュンとする。フリトとはいろいろあったけど、俺に謝ってくれて、また親友にもどれた気がする。

　ふと、俺の頭の上を白い鳥が一羽、聖セントレジェンド島とうへ向かって飛んでいった。球体に翼つばさがついたような、見たことのない変な鳥だ。何ていう鳥なのか知らないけど、変な鳥よ、俺の友情もいっしょに届けておくれ……。




「ヒロ。また聖セントレジェンド島とうを見ているな、あの銀ぎん髪ぱつの勇者のことを思っているのか？」

　ふと、恨うらみがましい声が背後から聞こえた。

　振ふりかえると、緑色の長いフワ髪かみの美少女が立っていた。海を統すべる大魔ま王おうである竜りゆう王おうの娘むすめでありながら、クラスでダントツの連続最下位記録をほこる劣れつ等とう生せい魔王・竜りゆう崎ざきリュウナだ。ピンク色のほっぺたをぷうっとふくらませている様子は、竜王の娘というよりハコフグみたいだけども。

「あ、竜崎。おはよう」

「おはようではない！　こなた、ヒロの姿を見つけていっしょうけんめい呼んでたのに……ヒロは、ぜんぜん気づいてくれなかったではないか」

　竜崎は寂さびしそうにすねながら、俺のワイシャツをつんつんと引っぱった。

「えっ……呼んでた？　ごめんごめん、全然気づかなかった」

　竜崎の足もとでは、竜崎の「三人の四天王」の一人、っていうか一匹ぴき、顔の怖こわいロングコートチワワのガルムが俺を見て、

「がるるるるー！」

　と、うなっていた。ロングコート、つまり毛の長いチワワだ。目がギョロギョロしていて、その顔の怖さといったら精神攻撃レベルである。実際、魔王候補生たちにも襲おそいかかってくるほど凶きよう暴ぼうな野の良らモンスターですら、こいつの顔を見るだけでシッポを巻いて逃にげだすレベルだ。

　そのうえ、今日はいっそう怖さが増している。さっきの岩見先輩じゃないけど、夏の暑さをしのぐため、体毛を全部カットして顔だけ残しているライオンカットにしているからだ。

　顔の怖さに、トリガラみたいなボディの怖さがあいまって、一目見るだけでお尻の穴がキュンとするような怖さである。

「ちょっ……竜崎、ガルムのこのカット、かわいいと思ってやったのか？」
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「ガルムより、今はこなたの話をしているのだ。ほんとに気づかなかったのか、ヒロ。こなた、そんなに存在感無いか？　たしかにこなたは、魔力も戦せん闘とう力りよくも全然無い劣等生魔王だけど、おっぱいだって存在感無いけどっ……！　こなたが魔王だから……好きになってくれないのか？」

　竜崎は、大きな目に涙なみだをいっぱいためて、俺を見あげた。

「そ、そんなことないぞ！　俺はちゃんと、竜崎のことが好き……」

　突然、俺のことばが風を巻きこんだ。やばい、と俺は口を押おさえる。また剣の呪言ソード・ワードが暴走してしまったようだ。これは開発したばかりの技わざだから、精神統一しないとうまく発動させられずに、暴走してしまうんだ。

　魔王たちに手のうちを見せたくないのはもちろんだけど、この暴走しやすいという性質が、剣の呪言ソード・ワードを俺が使いたくない第一の原因なのだ。

　口を押さえても間にあわず、発動してしまった呪じゆ言ごんが「鋤すき」になった。田んぼをたがやす、フォークみたいなやつだ。そいつが、竜崎に襲いかかった。竜崎はあわててしゃがみこみ、頭をかばう。

「きゃーっ！　また鋤で襲うつもりかヒロ、そんなにこなたのことが嫌きらいなのか！　それとも一いつ揆きか？　こなたが竜王の娘でセレブな権力者だから、革命を起こすのか？」

「違っ、だからこれはっ！　かっ、解除！」

　解除できるようになって、ほんとによかった。竜崎の頭をツンツンしていた鋤が、パッと消えた。しゃがんだままの竜崎が、涙目になって震ふるえながら俺を見あげる。

「嫌いなら嫌いって言ってくれればいいのに……鋤で突つき殺ころそうとするなんてひどいではないか、ヒロ」

　俺は竜崎のそばにひざをついて座すわり、鋤で突かれてボロボロになった髪を手でなでてととのえてやった。

「ごめん、そんなつもりじゃなくて剣の呪言ソード・ワードは暴走しやすいんだ、解除はできるようになったから、もうちょっと練習すればたぶん暴走しなくなると思うんだけど」

「暴走って、何なのだ」

「剣の呪言ソード・ワードをとなえたら、同音異義語の物が出てきちゃうんだよ」

「どーおんいぎご？　じゃあ、ヒロはほんとは何を言おうとしてたのだ？」

「え、だから、す……。いや、これだとまたアレが出てくるから、別の言いかたで。えっと……き、嫌いじゃない、みたいな？」

　俺はいっしょうけんめい頭をひねって、そう言った。ところが、ふたたび俺のことばは風を巻きこみはじめた。

「って、ええっ？　また暴走かよっ、この状じよう況きようで何が出てくるっていうんだ！」

　とまどう俺たちの目の前に、黒いボウリングの球にトゲトゲがついたものが、ゴロリと転がった。しまった……これは「嫌い」じゃなくて「機き雷らい」！

　竜崎は、不思議そうにしゃがんで機雷を持ちあげた。

「何なのだ、これは？」

「さわるな竜崎っ、機雷だーっ！」

　解除する余よ裕ゆうもなく、あわててそれを手に取り、海へ投げながらどなった。……だが、何も起こらなかった。あれ、不発だったのか？

　ぼうぜんとしている俺おれを、竜崎は、ものすごく怒った目で見あげてかみついた。

「何も起こらないぞ、ヒロ。っていうか、今『竜崎、嫌いだ』と言ったな！　やっぱりこなたが嫌いだったのだなーえーん！」

「ちがう、泣くなって！　そうじゃなくて、ほら、海に仕掛けて船が近づくと爆発するアレがあるだろ？」

「機雷か？」

「そう！　あれは、それだったんだ。剣の呪言ソード・ワードが暴走して……」

「あれは爆発しなかったから、機雷ではないのではないか？」

「それは俺が『××じゃない』って言ったから、『××じゃない』ものが出てきたんだ」

「わたたっ、な、何をいきなり言いだすのだ！　ヒロのエッチ！」

　竜崎は顔を真っ赤にして、わたわたとあわてる。竜崎があわてるものだから、俺までつられてあせってしまう。ガルムがすごく怒って、「セクハラとか許しませんけど何か？」みたいに「がるるるるー」とうなっている。ライオンカットだけど、ライオンより（顔が）怖い。

「ちょっ、ちがうちがう！　エッチなことを言ったんじゃない！」

「それは、こなたではエッチなことを言う気分になれないという意味か？」

「いや、だからそうじゃなくて……あーもー、どう言えばいいんだよ」

「ヒロは、こなたを好きになってくれないのか？　世界の半分をあげても、ダメか？」

　竜崎が、大きな目で俺の目をじいっと見つめる。怒ったような顔をしてるのに、目はうるうると涙目で、指先は俺のシャツのすそをつんと引っぱっている。捨てられかけた子犬みたいだ。俺は何だかきゅんとしてしまう。

「いや、だから、勇者が世界の半分をもらったらダメなんだって。そんなことしたら、世界が闇やみに包まれてしまうんだって」

「では……。世界の半分のかわりに、こっ、こなたを……もらってくれるのか？」

　竜崎が白いほおを真っ赤にして、震える指でセーラー服の胸を開こうとした。恥ずかしさで死にそうな顔をしていて、目は涙目で、くちびるもきゅっとかみしめている。

　高級そうなフリルたっぷりの真っ白なブラジャーが、ちらっと見えた瞬間、俺はあわてて竜崎の手をおさえた。

「やっ、やめろ竜崎！　おまえのことは、もっともらえないから！」

「あげると言っているのだ、遠慮するな」

　そう言うと、竜崎はそっと目を閉じ、顔を上げた。つやつやした桜貝のようなくちびるが、誘さそうようにそっと小さくすぼむ。俺は、心臓が止まりそうになった。

「だめだって、俺たちまだ中学生だし、こんなの！」

　俺は焦あせりまくる。竜崎は、そうでなくてもかわいいのに、キスをねだるような表情には俺が今まで見たこともない色気があった。

　しかも、頭上からはすでにかなり高く上がった太陽が、じりじりと焼きつくすように燃えている。それが、俺の脳天をちりちりと焼いているおかげで頭が熱くなって、何だか脳みそが沸ふつ騰とうしそうだ。まともに物を考えることができない。

　俺は、ぐらぐらと煮にえ立たつような頭で、竜崎の細い肩かたを両手でつかんだ。竜崎の顔が、すぐ近くに見える。つややかなくちびるが、すぐ目の前にある。俺は、ドキドキしながら竜崎に顔を近づけた。




　……が。

　竜崎の息を感じるぐらい近づいたとき、俺は竜崎の肩が細かく震ふるえているのに気づいた。俺の手に、弱々しい震えが伝わってくる。

「あっ……！」

　俺は思わず叫さけんで、竜崎から手をはなした。竜崎は驚おどろいたように、俺を見た。開かれた目は涙でうるんでいて、体もまだ震えている。

「ど……どうしたのだ、ヒロ？」

「無理するなよ、竜崎。震えてるじゃないか」

「べ、べつに震えてなんかっ！　こなたは竜王の娘なのだから、ヒロみたいなたかが勇者なんて、ちーっとも怖くないのだからなっ！」

　竜崎は必死に強がっていたが、でもその声は上ずっているし、思いっきり涙目だし。竜崎は魔力も戦闘力も無いから、他ほかの超俺様な性格の魔ま王おうたちとちがって、ものすごく臆おく病びようなんだ。臆病だから、最初から勇者と戦うことを放ほう棄きして、ふつうは勇者との長い戦いの果てに最後の切り札として出す「世界の半分をやろう」という交こう渉しようを、いきなり最初から出してきたわけで。

　もしさっきうっかりキスしてたら、どんなに竜崎を怖がらせてしまっていただろう……と思って、俺は冷ひや汗あせをぬぐった。

「いいよ、竜崎が怖くなくても俺が怖いから」

　俺は、さらに近づいてこようとした竜崎を、そっと押しのけた。

　竜崎は、つらそうに俺を見上げた。

「こなた、ヒロを怖がらせるようなことをしたか？　だから、世界の半分もこなたももらってくれないのか？」

「そうじゃなくて、無む理り矢や理りなことをして、竜崎に嫌われるのが怖いんだよ」

「えっ」

　竜崎の白いほおが、ぱっと赤くなった。そうして、きらきらした目で俺の目をあまりにもじろじろ見てくるので、俺はたまらなくなって、顔をそむけた。

「ちょっ……ち、近いって。見るなよ」

「つまり……ヒロは、こなたが好きなのだな？」

「えっ……」

　どきん、と俺の心臓が跳ねた。

　よかった、鋤も機雷も出さずに、やっと気持ちが通じたぞ！　俺はすごく顔が熱くなって、ちょっとドギマギしながら、うなずいた。

「あ……う、うん、そんな感じだ」

　そう答えた瞬間、竜崎の笑顔がはじけた。

「気が合うな。こなたも大好きだぞ、ヒロ」

　竜崎の笑顔がまぶしすぎる。ぎゅっと抱きしめたくなってくる。なんでこいつは魔王のくせに、こんなに素す直なおで純じゆん粋すいでかわいいんだろう。

「じゃ、ガルムは今日もこなたが学校が終わるまで、森で遊んでいい子で待っているのだぞ」

　機き嫌げんが直った竜崎は、しゃがんでガルムをなでなでしながら声をかけた。

「がるるるー」

　ガルムはおとなしく言うことを聞いて、先っちょにだけ毛が残ったしっぽを振りつつ竜崎を見送った。竜崎は、俺の手を小さな手できゅっとつかんだ。

「えっ？　なっ、何？」

　竜崎の突とつ然ぜんの行動に俺はあたふたして、思わず取り乱してしまう。

「ちょっ、おいっ、手っ、手をはなせよ！」

「だって、ヒロはこなたを好きなのだろう？　だから、ヒロの経験値をねらっている不ふ埒らちな者どもに、ヒロはこなたのものだとアピールしまくってやるのだ」

　竜崎はそう言って、俺の腕うでを両腕でぎゅっと抱きしめる。ちっちゃめだけど弾力のあるプリンのような胸が俺の腕をはさみこんで、俺はカチコチに緊きん張ちようしてしまった。

「ちょっ……は、はなせって……！」

「はなすものか、ヒロもヒロの経験値もこなたのものだ！　そーだ、どこか見えるところに、油性マジックで『二年こうもり組　竜崎リュウナ』って名前書いてもよいか？」

「油性はやめろ、油性は！　俺は文房具か！」

　俺は必死にそう言ったが、俺を見あげてニコニコしている竜崎の幸せそうな顔が、あまりにもかわいくて。

　ついうっかり、半はん袖そでに隠かくれて見えない二の腕の部分に、油性ペンで名前を書かれてしまった……。

「うふふー、これでヒロはこなたの私物！　こなただけのものなのだからなっ！」

　竜崎が、ものすごくうれしそうに俺の腕にしがみついて、名前を書いた部分にほっぺをスリスリとすりつけた。えーい、おまえは子こ猫ねこか！

　まあ、竜崎が喜んでるならいいか。俺は朝からものすごく疲つかれて、ため息をついた。







二章　ロックオン！　美しすぎる生徒会長







　学食での昼食が終わった昼休み、俺は二年こうもり組の教室にもどって、下した敷じきをパタパタしながら自分をあおいでいた。

「くそー……あちー……」

　さすがに昼になると、岩いわ見み先せん輩ぱいでなくても暑くて死にそうになってくる。

　とある理由で、俺の学年には男子が極きよく端たんに少なく、クラスには女子ばっかりだ。その状態でこの暑さだと、制服の上着が汗で透すけて、ブラの線がくっきりと見えてしまう。女子ばっかりだから、右を向いても左を向いても、透けブラ・透けブラ・一個飛ばして透けブラ。

　……んっ？　今、ひょっとしてノーブラの人いたっ？

「ウガー！　やめてくれー、ムダに体が熱くなる！　暑くなるじゃなくて、熱くなるっ、火ほ照てるー！　っていうか俺は勇者なんだ、清く正しい勇者が、こんな劣れつ情じようにかられて火照ってちゃらめええええ！」

　俺は頭をかかえて絶ぜつ叫きようした。この地球温暖化の時代だというのに、なんで公立中学ってのは、エアコンが無いんだ？　東とう京きようの南の洋上に浮うかぶこの麻ま桜おう島とうは、ヒートアイランドな東京本土よりはずっとましなんだろうけど、でもやっぱ暑い。

　ちなみに麻桜中学が全ぜん寮りよう制せいで絶海の孤こ島とうにあるのは、外部からの勇者の侵しん入にゆうを許さないと同時に、一いつ般ぱん人じんに魔王の存在を知られないためだ。企き業ぎようの採用や出世レースなどに、魔王ギルドのコネがあることがバレると困るから。

「うるせー遊ゆ佐さっ！　ギャーギャー騒さわいだら、よけいに暑くなるだろ！　ほんと、あっちーなー！」

　俺の隣となりの机の上に座って、やはり下敷きをパタパタしている織お田だに俺はふと目を向ける。そして、この暑さだというのに、氷のようにピキーンと固まってしまった。

　織田はご自じ慢まんの特とつ攻こう服ふくを脱ぬいでいて、ダボダボパンツの上はサラシだけ、とかちょっとお嬢じようさん！　その服装は、社会問題になるレベルだぞ！

　俺は織田を直視しないようにしながら、注意した。

「バカこら織田！　服着ろ服！」

「うっせーな、着てるだろ」

　織田はふだん以上にぶっきらぼうだ。今朝、涙目になってたあれは幻げん覚かくだったんだろうか？

「着てるとは言わないだろ、これは！」

「朝からバトルしたからあちーんだよ。どうせまわり女子ばっかだから、いーだろーが」

「女子ばっか……って、俺の存在を無視するなっ！　あと、黄よ泉み原はらだって男子だし！　上着が暑いなら、体操服でもいいから着とけって」

「うっせーって言ってんだろっ、おせっかい野や郎ろう！　外に出たら直射日光でオーブントースターの中の食パンみたいにじりじり焼かれるから、教室の中にひきこもってるっつーのに、暑っ苦しいテメーが近づくともっとあちーだろっ。あっち行け！」

　織田はいつも凶暴だけど、今日の織田は妙みようにツンツンしてる。暑いからイライラしてるのかな、そういえばそっぽを向いてる顔がちょっと赤いような気がするし。

「織田、熱ねつ中ちゆう症しようとか起こしてないか？　顔、赤いぞ」

　俺が心配して織田の顔をのぞきこむと、織田は爆発するみたいに顔を真っ赤にして、あたふたしながら俺に背中を向けた。

「へっ、変なこと言うな！　けっ、今朝ちょっと助けてもらったからって、アタイが遊佐なんかに熱中するわけねーだろっ！」

「いや、熱中症ってそういうものじゃないんだが」

　いったい何を怒おこってるんだ？　まったく、よくわからない奴やつだ。

「ヒロ、こなたは熱中症になりそうだぞ～。剣の呪言ソード・ワードで、何か涼すずしくなるものを出してはくれまいか～」

　と、俺の後ろの席に座っていた竜りゆう崎ざきが、グダグダして机に突つっ伏ぷしながら情けない声をあげた。水が大好きな竜王の娘だけに、暑さが苦手なようだ。

「剣の呪言ソード・ワードは暴走するから危ないんだ、って言っただろ。夏は暑いものだろ、がまんしろ。エコだエコ」

「だって、暑いのだから仕方なかろう～。七月でこんなに暑かったら、十二月になったらどれだけ暑くなるのだ～？」

「雑なボケだな、竜崎。ほれ、あおいでやるからしゃっきりしろ」

　俺は竜崎の緑の髪を、下敷きで思いっきりバタバタあおいでやる。

「ふにゃ～、涼しいぞ。ヒロ、優しいのだな～」

　竜崎の髪の毛が、ふわふわと風に揺ゆれている。溶とけたクラゲのように机にはりつきながら、幸せそうに目を閉じている。暑いとき、冷たい風ふ呂ろ場ばのタイルの上にはりついてる猫ねこみたいだ。何だか、いやにかわいくて、俺は下敷きをパタパタしながらドキドキしていた。

　そのとき、白い手て袋ぶくろに包まれた手が、下敷きを持ってる俺の手首をガシッとつかんだ。
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「遊佐くん。ひい様のお世話をするのは四天王であるぼくの仕事だ、勝手にあおがないでくれるか？」

　ぷんすか怒っているのは、サラサラ金きん髪ぱつの美少年、黄泉原冥めい土と。竜崎の「四天王」の一人で、毒水蛇ヒユドラの魔王だ。その毒手ポイズン・ハンドは紫むらさき色いろに染まってふれたものを全て毒で冒すので、ふだんは白い手袋をしている。

　男子が極端に少ないこの学年において、黄泉原はこのクラスでたった一人の男子のクラスメイトだ。へたな女子よりかわいいし、へたな魔王より優しい。すごくいい奴なんだが、忠義すぎてまじめすぎて、竜崎のことではすぐ怒るのが玉たまに瑕きずだ。

　黄泉原が怒っているのを見て、ぐだぐだしていた竜崎があわてて起き上がると、俺たちの間に割って入った。

「はわわっ、や、やめるのだ冥土！　ヒロが勝手にあおいだのではない、こなたが頼たのんだからいけないのだ！」

「どいてください、ひい様！　だいたい遊佐くんは、高貴なひい様になれなれしすぎます。たまにはガツンと言って、分限をわきまえてもらわないと！」

「だめ～！　ヒロをいじめてはだめ～！」

　二人が俺をはさんでもみあう。こういうとき、俺はどう対処すればいいんだ？　二人にはさまれながら悩なやんでいると、クラスの女子たちが、俺たちのほうに妙にうれしそうな目をむけてひそひそとささやいた。

「見て見て。遊佐と黄泉原くんと竜崎さんが修しゆ羅ら場ばってる、遊佐困ってる」

「あれって、黄泉原くんが竜崎さんのことで遊佐を怒ってるのよね？」

「そこで、目に腐ふフィルター装着！　何ということでしょう、美少女のような美少年と、美少女すぎる美少女が、遊佐をめぐって修羅場ってる三角関係に！」

「さて、次はどのような萌もえシーンを繰くり広ひろげてくれるかしら！　すねて泣いてる黄泉原くんを、遊佐が後ろから抱だきしめて『ごめんもう浮うわ気きしないから』ってささやく展開希望！」

「他人で勝手な妄もう想そうするな！　しかも、なんで女子の竜崎が当て馬ポジションなんだよ！」

　俺はどなった。竜崎と黄泉原はともかく、どっからどう見ても俺おれはそういう耽たん美び系のキャラじゃないだろう。クラスに男子が二人しかいないもんだから、無む理り矢や理り俺が動員されているようだ。

　すると黄泉原は恥はずかしそうにほおを赤らめ、あわてて俺から手をはなした。

「べっ……別に、ぼくは、そんな。遊佐くんのことなんて、全然好きじゃないしっ……」

「いや、赤くなるなよ、もっと誤解されるだろ！」

　赤くなった黄泉原は、ますますかわいいから困る。すると竜崎は、俺の腕にぴたっとしがみついてきた。

「大だい丈じよう夫ぶだぞ、ヒロ。冥土のぶんまで、こなたはヒロのことが大好きだからな！」

　そう言ってにっこり笑った竜崎は、かわいい黄泉原の百万倍かわいい。ほんと、この暑いのによけいに暑くなって困る。

「うう。ヒロが大好きなのに、くっついてるとすごく暑いぞ」

　竜崎も、俺にしがみついたまま苦しそうに眉まゆをひそめる。

「男は女より体温高いから、くっついたらそりゃ暑いって。あんまりくっついてたら黄泉原に怒られるし、はなれろよ」

「だってこなた、暑いけどヒロにはくっついていたいんだもん。だから、剣の呪言ソード・ワードで何か涼しくなるものを出してほしいのだ。思いっきり寒くてもいいぞ、そうしたらヒロにぎゅっとしてもらって、あっためてもらえるからな！」

「そんなことしたら俺、黄泉原に殺されるし。それに剣の呪言ソード・ワードはすぐに暴走するから、軽々しく使ったら危ないんだって。生徒会の予算委員会か何かにクーラーつけてくれって要望を出すのが、一番現実的じゃないかな」

「そんなの、予算が通るころには秋になってるかもしれないではないか。そもそも、生徒会長の姿をこなた、見たことがないぞ？」

「なんか岩見先輩が言うには、ホニャララした羽根頭らしいけど」

「ホニャララした羽根頭？　おバカなのか？」

「だとしたら、イメージ違ちがうよなあ。校則を破って教室に長ドスを持ちこんでる織田でも隔かく離りされたりしてないこの学校で隔離されるぐらいなんだから、どんなに凶暴なのかと思ってたのに……」

「長ドスじゃねーっつってんだろ、長は谷せ部べ国くに重しげだ！」

　織田はどなって、背中に背せ負おったさやから長ドスを抜ぬきはなった。その迫はく力りよくにびっくりして、臆病な竜崎はあわてて俺の背中にかくれる。

「きゃっ！　志し信のぶ、暴力反対だぞ！」

「魔王が暴力反対とか、魔王の存在意義を根本から否定してないか？」

　竜崎にツッコミを入れた俺のほっぺたに、織田は長ドスの切っ先をピタリとくっつけた。ひんやりとした鋼はがねの感かん触しよくに、俺の背筋が冷たくなった。織田は言った。

「いいか、遊佐！　この長谷部国重はアタイのご先祖様、第六天魔王織田信のぶ長ながから先祖代々受けついだ、由ゆい緒しよ正しい日本刀なんだからなっ！　別名、圧へし切きり長は谷せ部べともいうんだぞ。あつぎりじゃないぞ。薄うす切ぎりでもないけどな！」

「すごく勉強になった気がする。ひょっとして織田、歴女ってやつなのか？」

「これぐらい一いつ般ぱん常識だろ。織田信長は天てん下か人びとなんだから、今ふうに言えば国民的スターってやつじゃねーか。今で言う国民的スターといえばとんねるずなわけだが、タカさんの出身地が成なり増ますだってことぐらい一般常識だぜ」

「織田はほんとに成増が大好きだな」

　第六天魔王を名乗る織田は、東京の成増の近くの「六ろく道どうの辻つじ」の出身だ。そして、地元出身のとんねるずが大好きだ。

「なーる。遊佐は勉強できないからなー、歴史も苦手なんだろ。信長が相撲すもうファンだってこととかも、知らないんじゃないのか？」

　織田が目を細めて、ニヤニヤしながら俺に聞いてきた。

「いや、ふつうそこまで知らないだろ！　それに俺は、小学校までは成績トップだったぞ」

「で、中学で落ちる奴だろ？　よくいるパターンじゃん」

「いや、だから俺が成績をいまいち取れないのは、魔王学校での正解が俺が習ってきたのとは違うからで、決して頭がバカだからじゃ……っ！」

「ほうほう？　では、確かめてやろう。歴史問題です」

「いきなりっ？」

「邪じや悪あくなる桃もも太た郎ろうが、鬼おにたちが平和に暮らす鬼が島に奇き襲しゆう攻こう撃げきをかけた上に、財宝などを略りやく奪だつするという、極悪非道な侵しん略りやく行こう為いを行ったときにお供に連れて行ったのは？」

　なんだか、引っかかる問題だが、とりあえず俺は答えた。

「……犬と猿さるとキジ」

「ピンポーン。では、次は数学の問題です。極悪非道で不細工で性格悪くてダッサい勇者が百人、魔王城を攻こう撃げきしてきました。そこで、魔王軍の勇ゆう敢かんでかっこいい魔王十人が、邪悪な勇者どもの襲しゆう撃げきから魔王城を守るため、一人あたり八人ずつ勇者を血祭りに上げて、その首を城じよう壁へきにさらしましたが、残りは逃にげてしまいました。では、仲間を見捨ててぶざまにも逃げた卑ひ怯きような勇者は、全部で何人でしょう？」

「……二十人」

「ピンポーン！　ほんとだ、遊佐ってけっこう勉強できるじゃん」

　織田が手をぱちぱちして誉ほめてくれる。何だろう、誉めてもらってるのにおかしいな、目から汗が……。

「いや、なんか……もうちょっと勇者の心に優しい問題も出してくれないかな」

「くすん、くすん……」

　あれっ、俺の背中の後ろに隠れていた竜崎が、いつの間にか泣いている。俺は、織田にかみついた。

「ほら、竜崎が怖こわくて泣いちゃっただろ。長ドスをしまえって、先生に見つかったら怒られるぞ」

「ち、違うのだ、ヒロ。ヒロが、こなたが背中の後ろにいるのに、志信とばっかり仲良くしゃべるから悲しいのだ」

　竜崎はすすり上げながら、両手の人差し指を絡からめあっていじいじしている。

「どっ、どうせこなたは戦せん闘とう力りよく無いし、つるぺただし、劣れつ等とう生せい魔ま王おうだし……」

「えっ？　何っ？　いや、別に今、俺、そんな織田とフレンドリーなふんいきじゃなかったよなっ？」

　焦っている俺の横で、黄泉原がぎらりとにらみつけてきた。黄泉原の毒手ポイズン・ハンドは勇者の俺には効かないんだが、そのとがったこぶしだけでもじゅうぶん破は壊かい力りよくがある。黄泉原が、静かな怒いかりとともに指をパキパキと鳴らしはじめた。

「遊佐くん……ひい様を泣かせたら許さないってぼく、いつも言ってるよね……？」

「落ちつけ、黄泉原！　怖いから！」

「っていうか、どっちにしても竜崎が泣いてるのって、アタイのせいなのかい？」

　織田が、ちょっともうしわけなさそうな顔をして、自分を指さした。それから、しばらく居い心ごこ地ち悪そうにちらちら竜崎を見ていたんだけど、ひとつため息をつくと、つっぷして泣いている竜崎の机の上に茶色い紙かみ袋ぶくろをぽんと置いた。

「えっ……？」

　竜崎が、涙なみだにぬれた顔を上げる。織田が、不器用なぶっきらぼうさで言った。

「世界を震しん撼かんさせる魔王が泣き虫とかカッコつかないだろーが……ったく。パンやるから泣きやめよ、竜崎」

　あれっ、織田。けっこう優しい。

　最初、俺は織田のことをただただ凶きよう暴ぼうで凶悪な第六天魔王だと思ってたんだけど、今朝べそをかきそうになってたこととか、何かとパンをくれるところとか（俺も一度もらったことがある）、けっこう女の子らしくて優しいところがあるんだよなあ。地元のスーパーの特売日に詳くわしいところは家庭的だし、こんなサラシに特攻服で長ドスを振ふりまわしてるより、ワンピースにエプロンでも着たらものすごくかわいいんじゃないかな……と、俺はぼんやり想像していた。

　竜崎は、くすんと人差し指で涙をぬぐいつつ、パンの袋ふくろを手に取る。

「パン……？　なんか、袋にセイユーと書いてあるが……？」

「茶ちや坊ぼう主ずを飛ばして、成増のセイユーで食パン買ってきたんだ。学食の昼食は、量が足りねーんでな。並ばないと買えない焼きたてだぜ」

　あいかわらずパシリにされてる茶坊主とは、織田の長ドスの精せい霊れいで、芥け子し坊ぼう主ず頭あたまをしたちっちゃい茶運び人形みたいなやつだ。竜崎は、こういうときに育ちの良さが出て、遠えん慮りよしながら織田のほうに袋を返そうとした。

「えっ？　そ、そんな貴重品をいただくわけにはいかないぞ、もうしわけないではないか」

「いいんだ！　第六天魔王として、セイユーの食パンのうまさを天てん下か布ふ武ぶする義務があるからな！」

　腰こしに手を当ててドヤ顔でそう言った織田に、俺は思わずツッコミを入れた。

「いや織田、食パンと天下布武、関係ないだろ」

「全然関係なくないぞ？　食パンと戦国武将には密接な関係があるんだからな」

「なんか嫌いやな予感がしてきた。いいよ、聞きたくない」

「聞こーぜっ☆」

　耳を押おさえて逃げようとした俺を、織田が後ろからぎゅうっと抱きとめた。織田は俺より背が高いので、俺は後ろからすっぽりと抱きすくめられる形になる。

　サラシに巻かれた織田の胸は、サラシで締しめつけることによってボリュームは減っているが、そのぶん密度を増して俺の肩かたのあたりを強い弾だん力りよくでぎゅうぎゅう押しつけてきた。織田の胸……この暑さで膨ぼう張ちようしたのか、また大きくなってないか？

　そうして織田は、ニヤニヤと意地悪な笑みを浮かべながら、俺の耳をかじるかと思うほどくちびるを近づけてささやいた。

「食パンには耳があるだろ？　合かつ戦せんで敵を討うちとったら、首を取って持って帰るんだけど、首って一個六キロぐらいあって重いんだ。戦せん闘とう続行中の合戦の中でそんなＬ玉スイカなみの重さのものを持ってウロウロしてたら、自分も危ないってわけだ」

「なんか今、スイカ食べられなくなったよ」

　前言撤てつ回かい、ぜんぜん優しくも家庭的でもない！　いや、Ｌ玉スイカが一個六キロって知ってるところは、家庭的なのか？　家庭的な戦国武将ってどんなんだ？

　グロ耐たい性せいが低くて混乱している俺に、織田はさらにうれしそうにささやいた。ときどきいるよな、体育でこけて爪つめがはがれた話とかを人に聞かせて、イテテテな気分で悶もん絶ぜつしてるのを見て喜ぶ、ドＭなんだかドＳなんだかわからない奴って。

「そこで、耳をそぐわけですよ。耳だけじゃなく、男だってわかるように、ほっぺのところのひげまでいっしょに切るのが望ましい」

「ぎゃー！」

「合戦が終わってから、切ったパーツと死体を合わせて、シンデレラの靴くつみたいにぴったり合えば証しよう拠こになるわけだ。鼻をそぐほうがメジャーだけどな。このときも、ひげもセットでつけるからくちびるのあたりまでいっしょに、鼻メガネのメガネ無しみたいな感じでだな。当時の生活の知ち恵えってやつ？」

「食えない！　もうパンの耳が食えない！　鼻メガネもかけられない！　生活の知恵とか、家庭的アピールっぽくしてるけど無理！」

「遊佐、まじめそうなのに鼻メガネとかかけたりするのか？　けっこうかわいいとこあるんだな。でも、遊佐はまだヒゲが生えてないからダメだな～」

　織田は後ろから俺の鼻からくちびるにかけて、品定めするみたいに指先でつついたり、なでたり、形をなぞったりした。織田の指がくちびるにふれて、なんだかその指がいつも長ドスをにぎってるとは思えないぐらい、すべすべしているうえに、ふっくらとやわらかくて……。

　鼻をそがれそうな恐きよう怖ふにもドキドキしたけど、なんか他ほかの部分でも俺はドキドキしてしまって、なんかドキドキしすぎてわけがわからなくなってしまった。

「ちょっ……はっ、はなせよっ！」

　俺おれは、織田を振りはらおうとして暴れた。織田は俺より背が高いぶん力も強くて、がっしりホールドされてしまっていたけど、とにかく死にものぐるいで暴れて織田の腕の中から脱出した。織田はくちびるをとがらせて、つまらなそうに俺をにらんだ。

「わがままなやつだな。パンの耳を油であげて砂糖振ると、うまいんだぞ？」

「パン耳ドーナツか。第六天魔王にしては、えらい地球に優しいエコおやつだな」

　ほんとに織田は、妙なところで家庭的で困る。

「よかったら、今度作ってやろうか？」

　織田がにっこり笑って言った。俺はドキンとする。

「えっ……織田って、料理できるのか？」

「すごい得意だぜ。アタイのパン耳ドーナツ、すっごいうまいから、だまされたと思って食ってみろよ」

　女の子の手料理なんて、今まで一度も食べたことがない。俺はなんだかドキドキしてしまって、織田の顔を正視できなかった。

「い……いいのかな、おことばに甘あまえても」

「いいとも、ほんとうまいから楽しみにしてろよ！　敵の大将の耳を食ってると思うと、天下布武の気分が高まってたまんねーしなっ」

「うわーん、グロいよ！」

　別の意味で、俺は織田の顔を正視できない。

「いやいや、敵将・浅あざ井い長なが政まさのドクロにウルシを塗ぬって金の杯さかずきにして酒を飲んだご先祖様にはまだまだ及およばねーぜ」

　織田は、あくまでも謙けん遜そんのつもりでそう語った。ほんと第六天魔王だな、信長。

「そういうわけだから、食パンは魔王にふさわしい食い物なんだぜ。さあ竜崎もえんりょなく、食え食えっ☆」

　織田が、ものすごくさわやかな笑顔で言った。引いてる。竜崎、ドン引きしてる。

「あ、い、いや……ご、ごはん食べたばっかだから、入らないからいい……。というか、なんかのどを通らない」

　さすが竜崎は繊せん細さいだ。なのに鈍どん感かんな織田は、まるっきり竜崎が引いてるのに気づかないで、きょとんとしていた。

「そうか？　うまいのに、もっと食わないと胸大きくならないぞ」

　わーん、鈍感な上に無神経！　まあ、魔王っていうのはそもそも無神経なものだけどさ。親のカタキを取るためにやっとの思いでやってきた勇者に、

『それはどうも辛つらかったでしょう。ごめんなさいね、もうしわけないとは思ったんですが敵だったし、許してちょうだいね』

　とか気をつかいまくられたら、それはそれで困るしな。

『ちなみに、これからあなたのことも殲せん滅めつする予定なんですが、よろしかったですかね？　心の準備とか、知人への遺ゆい言ごんなど、全部済まされてます？　遺言がまだでしたら、ペンと便せんお貸ししましょうか？　下敷きは使う派？』

　などとさらに気をつかわれたら、もっと困る。っていうか、ものすごーく婉えん曲きよくで優しいけれど、明らかにこれはブッ殺す宣言。

　と、話は脱だつ線せんしてしまったが、織田に「胸が大きくならない」と言われた竜崎は、自分の胸を両手でたしかめるようにおさえながら、悲しそうに眉をハの字にした。

「だ、だってこなた……たくさん食べると胸以外の部分が優先的に大きくなるという、呪のろわれた体質なのだ……。ウエストとかウエストとかウエストとか」

　すると織田は、ため息をひとつついて言った。

「そうかー、残念だな。もちもち感を楽しむために、わざわざ注文してリッチな六枚切りにしてもらったのに。あつぎり長谷部だけに、厚切り、なんちて」

　圧切長谷部の圧切はあつぎりじゃないって自分が言ったくせに！　……と、俺が思わずツッコミを入れようとしたとき、竜崎が思いっきり目をキラキラさせて言った。

「すごくおもしろいな！　志信にお笑いの才能があるとは、知らなかったぞ。そういうギャグ、どうすれば思いつくのだ？」

　竜崎は、尊敬の目で織田を見つめている。嫌いや味みで言ってるのかと思ったけど、どう見てもその目はめちゃくちゃピュアで、思いっきりかがやいている。本気で尊敬しちゃってるっぽい。いいお客さんだな、竜崎。あまりにも竜崎がキラキラしてるので、織田も照れくさくなったのか、頭をポリポリかいていた。

「あ、いや、別に。ははっ……そ、そんなにおもしろかったか？」

「うん、おもしろかったぞ！　ただ、こなたにギャグの才能が無いせいで、ひとつだけよくわからないところがあったのだ」

「何かな？　何でも聞いてみんしゃい？」

　織田、すごい調子乗ってる。竜崎は、ピュアな目で織田を見つめてたずねた。

「六枚切りは、厚切りではなく薄切りではないのか？」

「えっ」

「だって、ふつうの食パンは四枚切りであろう？」

「えっ」

　織田が、ふるふると震ふるえて涙目になった。そうか……俺たち庶しよ民みんにとって食パンって八枚切りだけど、世界の海の資源や海運やなんだかんだ全すべて支配している竜りゆう王おうの娘むすめであるセレブな竜崎だと、さすが食パンも四枚切りがデフォルトなのか！

「くっそう、お姫ひめ様さまぶりやがって！　わかったぞ、ご先祖様が茶坊主を圧へし切きった原因もそれだ！　お茶ちや菓が子しの名な古ご屋や名物のういろうを、自分的には分厚めに切って喜んでいたら『薄切りですね』って言われてブチ切れたんだ！」

「何もそれぐらいで殺さなくても……心狭せますぎるだろ。信長、よくそんな性格で、いろんな戦国大名と同盟とか結べたな」

「顔は広いが心は狭い、それが天下人の心意気ってやつだからな」

　織田は、えっへんと胸を張る。

「お近づきになりたくない性格だな。あとサラシだけの胸を張るな、上着を着ろ！」

　うっかりしていたけど、目のやり場がないことに気づいて俺はどなった。

　織田は開きなおって、不満っぽくアヒルみたいにくちびるをとがらせた。

「だから、暑いって言ってんじゃねーか。『北風と太陽』の旅人みたいに、暑けりゃ上着は脱ぐし、涼しけりゃ着るんだよ。文句言うまえに、剣の呪言ソード・ワードでクーラーを出せって」

　俺はほとほと困ってしまう。だって、剣の呪言ソード・ワードはまだ完成度が低くてしょっちゅう暴走してしまうから、よっぽど切せつ羽ぱ詰つまったときでないと使いたくないんだが、しかし織田のあられもない姿を見つづけなければならないってのは、じゅうぶん切羽詰まった状じよう況きようかもしれない。

「そ、それじゃ……クーラー！」

　俺は剣の呪言ソード・ワードをとなえた。俺のくちびるから出たことばは、つむじ風のようにからみ合いながら、ひとつの形を作りあげていく。白くて四角い、クーラー……。

　じゃないっ！　これはまさか……。

「く……蔵くらっ？」

　想定の範はん囲い内ないだったが、また呪じゆ言ごんが思いっきり誤動作した！　教室の中に、物置ぐらいの大きさの白い土つち壁かべに瓦かわら屋や根ねの蔵が現れた。そうか、織田が歴女っぽい話を延々としてたせいで、無意識に頭の中が時代劇になっていたんだ。これだから、剣の呪言ソード・ワードは使いたくなかったんだ～！

「危ないっ、逃げろー！　蔵が落ちてくるぞー！」

　なんかすごいシュールなことばを、俺は叫さけんだ。空中の蔵が落ちてくる。暑いせいで生徒はみんな外に行かずに教室の中にいるから、下した敷じきになってしまう！　みんな逃げてっ、いや、人間の反射速度ではとても間にあわない！

　しゅるんっ。

　思わず顔を覆おおいかけた俺の目の前に、銀色の長いひものようなものが伸のびてきた。それは、空中の蔵にぐるぐると巻きつく。

「えっ……」

　俺は、ひもが伸びてきたほうに目をむけた。そして、蔵の下にいた女子たちが、ようやく蔵に気づいて、

「キャーッ！　なんで蔵が浮いてるの！」

「落ちてこないで！　まだ落ちてこないで！」

　と、悲鳴を上げながら、蔵の下から逃げだしてきた。

　ひもが伸びてきた先にいた少女は、メタリックにかがやく銀色の髪かみ、凍こおりついているかのように無表情な銀色の瞳ひとみ。人間ばなれした、完かん璧ぺきすぎる美び貌ぼうと完璧すぎるプロポーションは、じっさい人間のものではない。

　芽め樽たるペルチェ……彼かの女じよは、「機械が支配する未来世界のために、人類を滅ほろぼす使命を帯びた液体金属製機械化魔ま少しよう女じよ」という、異色の魔王だ。

「わたしの名はペルチェ、わたしは今週の週番なのです……。朝十五分早くきて、ほうきで掃はいてぞうきんがけして、がんばって掃そう除じした教室を汚よごさないでいただけますか、少年よ……」

　ペルチェは、機械のように淡たん々たんとした声で言った。

「週番？」

　あ、そういえば、ペルチェの左ひだり腕うでに「週番」と書かれた腕わん章しようがついている。

　そして、その腕章のもっと先に視線をうつすと……ペルチェの左手首の先が、銀色の液体金属の姿にもどっていた。これが、蔵に巻きついていたのだ。

　蔵に巻きついたひものような液体金属は、薄うすく広がって銀色のシャボン玉のようになった。そして、シャボン玉に包まれた蔵は、強酸によってたちまち溶とかされ、大量の白い泡あわとなって消えた。

　生徒たちがびっくりして注目している目の前で、シャボン玉はしぼんでふたたび細い糸にもどり、ペルチェの腕の中にしゅるしゅるっと引っこんで、手の形にもどった。

「す、すごい……。っていうか、あのでっかい蔵はどこにいったんだ？」

「わたしの体を作るネジになったのです、少年よ……。あなたも、そのうちわたしのネジにしてさしあげますから、ネジを洗って待っていてください」

「ひょっとして、蔵を全部おまえの身体の中に呑のみこんだってわけか？」

「そういうことです、少年よ……。昼食の後だというのに、こんなボリュームのあるものを消化吸収したら……」

　げぷっ、とペルチェが口を押さえる。とたんに、ペルチェの胸が「ぼんっ！」と風船みたいにふくらんだ。

　そうでなくてもペルチェの液体金属の胸は、中学生とは思えないぐらいのボリュームの上に、液体金属のぷにゃんぷにゃんした柔やわらかい弾力がすごいんだが、今はなんかものすごいことになっている。足元に座すわったら、雨宿りができるレベルだ。

「あーあ。わたしは、食べ過ぎると優先的に胸につく体質なのですよ……まったく、完璧に設計された究極機械であるわたしの、唯ゆい一いつの設計ミスで、困ったものです……。これでは、足元もろくに見えません……」

　ふう、とペルチェがうんざりしたため息をついた。俺は、ぺこぺこ頭を下げる。

「ご、ごめん。でも剣の呪言ソード・ワードが解除できるようになったから、消化しなくても消せたのに……」

「え……？　どうしてそれをもっと早く言わないのですか、少年よ……？」

「言う前におまえがさっさと消化しちゃったんだろ、いやしんぼめ」

「ペルチェ！」

　竜崎がいきなり立ちあがって、ペルチェの手を両手でひしっとにぎる。あまりの勢いに、いつも冷れい淡たんな機械人間のペルチェも、さすがにびっくりした顔をしていた。

「な……何ですか、竜王の娘よ……」

「教えてくれ！　その設計ミス、どこで売ってるのだ！　液体金属の体をタダでくれる星へ行けば良いのかっ？」

　竜崎、思いっきり真しん剣けんにガツガツしている。だから、竜崎は今のままでじゅうぶんきれいだからっ、と口に出す勇気が出ない自分が歯がゆい。

　すると、ついに見かねた黄よ泉み原はらが、竜崎の半はん袖そでのはしっこをちょっとつかんで、つんつんと引っぱった。

「ひい様、そんなことを気になさる必要はありません。なぜならば、ひい様はじゅうぶんおきれいだからです。むしろ、ひい様のプロポーションこそが黄おう金ごん比ひなのではないでしょうか？」

　黄泉原が、真剣な瞳でそう言った。こういうセリフを違い和わ感かんなくスラッと言えるその勇気、尊敬してしまう。竜崎は少し赤くなって、くすぐったそうに笑った。

「そ、そか……？　こなたよりかわいい冥めい土とにそんなふうに誉められると、なんか緊きん張ちようするな……」

「とんでもない！　ぼくなんて、ちっともかわいくなどありません。ひい様は、魔王としての実力は確かに激弱かもしれませんが、そのかわいさは最終兵器レベルではありませんか。その絶対無む双そうのキュートさの前では、ぼくなどアナコンダの前のミミズでしかありません」
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　なんとなく黄泉原が毒水蛇ヒユドラの血けつ縁えんであることを思い出させる、蛇へびテイストあふれる比ひ喩ゆである。顔を真っ赤にして黄泉原が力説したので、竜崎も少しばかりとまどって、もじもじと両手の人差し指をつきあわせた。

「ど、どうしてそんなこと言うのだ？　そんなわけないだろう、だって冥めい土とは目はぱっちりしてるし、まつげは長いし、髪はサラサラではないか！」

「いえいえ、ひい様は目がくりくりしてるし、まつげはフサフサしてるし、髪はゆるふわロングじゃないですか」

「だっ、だけど冥土は真しん珠じゆのように色白だし、くちびるは桃もも色いろサンゴのようにつやつやピンクだぞ！」

「ひい様のほうが！　白バラのような色白の肌はだに、ピンクローズの花びらを散らしたようなくちびるじゃありませんか！」

　なんか二人ともムキになって言い争いをはじめたが、なんか単なるいちゃつきあいのような気がする。でも不思議と、黄泉原に妬やけるという感じじゃなくて、かわいい子こ猫ねこのじゃれ合いをそばで見ているような気分になってしまう。

　俺が思わず目を細めて二人を眺ながめていると、斜ななめ後うしろの席に座って黒い革かわ表びよう紙しの本を読んでいた委員長がいきなり、「どんっ！」と思いっきり机をたたいた。いちゃついていた竜崎と黄泉原は、びくっとしてだまりこんだ。

「すみませんが、よけいに暑くなるのでにゃんにゃんうふうふと騒さわがないでいただけますか……？　見せつけてるんですか、それは？」

　イライラした声でそう言ったのは、三つ編みメガネの委員長、黒くろ姫ひめリリ子こだ。頭の上に、雪だるまが載のっている……なんかすごいシュールな絵ヅラなんだが。

「その雪だるま……何なんだ、委員長？」

「暑いので、召しよう喚かんしたんです」

　委員長は召喚系の魔王だ。ふつうの使い魔だけじゃなくて、魔王レベルのやつも召喚できる実力を持ってるのに、何この召喚魔ま法ほうの無む駄だづかい！

「もっとすごいの出さないのか、委員長？　せっかくだから、教室じゅう涼すずしくするような何かを召喚してくれればいいのに」

「教室にいるのは全員、魔王候補生……つまり、わたしのライバルじゃないですか。敵に塩を送る趣しゆ味みはありませんよ。もうすぐ学期末考査だし、みんな暑さにうだって成績下がってしまえばいいんです。十六歳さいの誕生日に受ける魔王検定試験、もちろんわたしはトップ合格する自信はありますしそのつもりですが、念には念を入れてライバルをツブしておけばより安心ですからね」

　さすが委員長、性格が悪い。

「委員長なんだから、クラスのみんなのために教室を涼しくしてくれてもいいのに」

「そうですねえ。遊佐さんの経験値と引ひき換かえなら、考えてみましょうか」

　ニヤリ、と委員長が黒い笑みを浮うかべて、黒い革表紙の本を開いた。その表紙には黄色いアヒルちゃんのイラスト。あいかわらず、魔王召喚の書「ソロモンの鎖さ骨こつ」とまちがえて、「生まれてすぐ人間を見たアヒルが人間を親だと思ってついていく」という動物行動学者コンラート・ローレンツの本「ソロモンの指ゆび環わ」を使っているようだ。

　すごいのは、委員長は「ソロモンの指環」でも平気で魔王を召喚してしまうところ。「親をすりこむ」ソロモンの指環と「主人をすりこむ」ソロモンの鎖骨は、そんなに違いがないじゃないですか、ということらしい。

　いや、そんな余談をぶっこいてる場合じゃない。委員長がまた、とんでもない奴やつを召喚するにちがいない。俺は警けい戒かいして、身をこわばらせた。

「マジック・キングス・ザ・ギャザリング！　出いでよ、冬将軍！」

　なんかちょっぴり名作トレーディングカードゲームを彷ほう彿ふつとさせる委員長の詠えい唱しようとともに、ドン、と空間に現れたのは、青白い雪の結けつ晶しようのような魔ま方ほう陣じん。

　その中から、凍りつくような美貌に氷の西洋式甲かつ冑ちゆうをまとった姫ひめ将しよう軍ぐんが現れた。きれいなお姉様だが、その目は鋭するどい。ものすごく強そうなオーラがにじみ出ている。

「ちょっ、委員長！　学校の中で争いは禁止だろ！」

　俺が叫ぶと、委員長はニヤニヤしながら応こたえた。

「争いじゃありませんよ。涼しくしてくれという要望があったので、委員長としてはそれに応えなければいけませんからねえ……。というわけで冬将軍っ、涼しくしておあげなさい！」

『了りよう解かいつかまつった。ダイヤモンド・ダスト！』

　冬将軍が、その手の長い矛ランスを振るった。とたんに、教室じゅうにキラキラ輝かがやく小さな氷の結晶が浮かんだ。

「わあっ、キレー……！」

「ロマンチック……！」

　クラスの女子たちが、のん気に目を輝かせた。全員魔王候補生だとはいえ、さすが女の子だけあって、ヒカリモノには弱いらしい。だが、そんなロマンチックな感傷は、冬将軍の次のひとことによって一いつ瞬しゆんにして打ちくだかれた。

『ブリザード！』

　冬将軍の凛りんとした声とともに、極ごつ寒かんの風が教室の中を吹ふき荒あれた。ブリザードだけなら、単にちょっと寒いだけだ。そしてダイヤモンド・ダストも、単にキラキラしてきれいなだけだ。ところがこの二つを融ゆう合ごうさせると、どうなるか。鋭い氷の塊かたまりの群が、すさまじい速度で叩たたきつけられるのだ。

　ゴオオオオオッ、とすさまじい冷気の風が教室の中に荒あれ狂くるった。机や椅い子すが舞まいあがるほどの風圧だから、細っこい女子なんかいっしょに飛ばされてしまう。もちろん、ひらひらしたスカートなんて、台風でひっくり返った傘かさ状態になる。クラス中の女子のスカートがめくれて、色とりどりのパンツが……。

「だめだヒロっ、こなた以外の女子のパンツなど見てはだめだーっ！」

　竜崎が、いきなり俺を後ろからガッと目め隠かくしした。目隠しするだけならいいんだが、背後から俺にぎゅっとしがみついてるものだから、竜崎の胸も俺の背中にぎゅうっと当たっている。

　そんなにボリュームは無いんだけど、貧乳とはいえまったいらというわけではないので、何かがふにゃっと俺の背中に当たっている。むしろ、その微び々びたる感かん触しよくが妙みようにリアルで、俺の頭は爆ばく発はつしそうになった。

「バっ、バカっ、手をはなせ！」

「だめだっ！　氷の刃やいばが吹きつけて、女子の制服がボロボロに破けはじめた！　こなた以外の女子のブラジャーなど、ぜったい見てはダメなんだからなっ！」

「えっ」

　ぼんっ、と俺の顔が熱くなった。

　おとなしい竜崎が、はじめて俺に声をかけてきたとき、世界の半分のかわりに自分をさしだそうとして制服の胸をあけて、そのときに見えたフリルたっぷりのかわいくて高価そうなブラジャー……そして、今朝チラッと見えた白い清せい楚そなブラジャー。そんなブラジャーに関するもろもろを、ダブルで思いだしたからだ。

「な、なな、何を、何を言ってるんだ、竜崎、このバカ」

　俺は汗あせをダラダラ流しながら、竜崎の両手を持って目からはがした。その俺の目がはじめて見たものは、思いっきり怪あやしそうに俺をにらんでいる黄泉原の冷たい目だった。

「今の……ひい様のブラジャーを、遊佐くんがまるで見たかのような発言でしたね」

「いやいやいや！　そ、そんなこと何にもないよ？」

　というか、今は竜崎のブラジャーどころじゃない。ついでに、制服がボロボロに破れた周囲の女子のブラジャーどころじゃない。黄泉原の背後から俺をねらって、冬将軍が、矛ランスを振りかざして迫せまってきているのが見えていたからだ。

『ついでに、経験値ちょうだいつかまつる！』

　速いっ……まだ俺の両手は、目からはがした竜崎の手をつかんでいる状態だ。

　避さけるか？　一瞬、俺の足が動いた。

　いや、俺が避けたら後ろにいる竜崎がやられる。冬将軍の矛ランスが、俺の心臓から十センチのところまで迫っている。避けられないならせめて竜崎を巻きぞえにしないように、少しでも竜崎から離はなれようとして、俺はむしろ一歩、前に出た。

　冬将軍がゆっくりと味わうような笑みを浮かべ、矛ランスの先が俺の制服のシャツを突つきさした……そのとき。

　突とつ然ぜん、冬将軍の背後に巨きよ大だいな魔方陣が見えた。

『なっ……？』

　冬将軍は焦あせってふりかえる。魔方陣……それは、委員長のものとは違ちがっていた。委員長の魔方陣が整然として数学的なまでに美しいのに比べて、毒々しくて不気味にゆがんでいる。ペイズリー柄がらっぽい。それがぐにゃぐにゃとうごめきながら、冬将軍を頭から呑のみこんでいった。

『きゃああああーっ！』

　冬将軍が消える。同時に、教室内に吹き荒れていたブリザードもおさまった。

　いったい何が起こったのか、俺にはわからなかった。だれかが助けてくれたのか？　それにしては、さっきの魔方陣はあまりにもまがまがしい……。

　委員長が、あせったようすで教室の入り口のほうに目を向けた。いつもふてぶてしいまでに冷静沈ちん着ちやくな、「魔王キング・オブ・マの王ジツク・キングス」を名乗る委員長がそんなにあせっているのを見るのは、はじめてだった。

「生徒会室からわざわざ出てきて妹の邪じや魔まですか、ルシフェお姉様……？」

　委員長の……姉？　生徒会室って……もしかして、岩見先せん輩ぱいが羽根頭とか言ってた生徒会長が、委員長の姉なのか？　姉に対することばにしては、そしてホニャララした羽根頭と呼ばれる人が相手にしては、委員長がえらく警戒しているのが気になった。

「くすっ……怒おこった顔もかわいいですわ、リリ子ちゃん♪」

　粉砂糖のように甘い声とともに、一人の絶世の美少女が教室に入ってきた。

　すきとおるように白い肌、ほろほろと淡あわい光のように輝く色の薄い金きん髪ぱつ。金髪は腰よりも長く、まるでアラベスク模様のようにゆるやかなカーブを描えがいている。前分けにした上品な前まえ髪がみのあいだからのぞく大理石のような白くなめらかな額には、目のような模様が描かれている。

　そして、黄金の髪の上には白いふわふわした羽根の頭飾りサークレツトが載のっていた。岩見先輩が「羽根頭」って言ってたのは、これだったのか！

　それがこの麻桜中学の生徒会長にして、委員長の姉、黒姫ルシフェだった。







三章　第六天魔王の霍かく乱らん！　心が折れた織お田だ！







　教室に入ってきた生徒会長を、委員長は本気の殺意をこめた目でにらみつけた。

「リリ子こちゃんとか呼ぶの、やめていただけませんか。魔王の王である、このわたしにふさわしくありませんから」

　委員長が全身から放つドス黒いブッ殺すオーラを、生徒会長は春風でも吹いているかのように、優しく華か麗れいに受け流す。白い羽根のサークレットのイメージそのままの、ふんわりとした優しい雰ふん囲い気きで、ぜんぜん魔王らしく見えない。岩いわ見み先輩が、ホニャララとか腰こし抜ぬけとか言ってた理由が、よくわかる。

「魔王の王？　リリ子ちゃんったら、まだそんな寝ね言ごとを言ってるんですの？　もー、かーわいいんですからぁ☆　将来の夢はそーりだいじん、とか言っちゃう小学生みたいにかーわいい♪」

「だれが小学生ですか！」

「きゃー！　その怒った顔もツンデレでかわいいですわ♪」
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「デレてません、ぜんぜんデレてませんから」

「ツンデレはみんなそう言うんですのよ。ほんとかわいいですわ、つんつん☆」

　くすくすと笑いながら委員長のおでこを指でつんつんしている生徒会長は、制服の袖そでに「生徒会長」と書かれた腕章をつけている。校章の色は、三年生の金色だ。ちなみに一年は銅色、二年は銀色である。

　委員長のおでこには、＃こんな感じの血管が浮きあがっている。ものすごく本気で怒ってるみたいだ。委員長は、低い声でつぶやいた。

「……気安くつつかないでいただけますか、お姉様」

「その照れかくしの表情も、かわいすぎますわっ☆」

「照れかくしじゃねェっつってんだろォーッ、ボケがァァーッ！」

　委員長が、ついに牙きばをむいた。ブラック企き業ぎようの令れい嬢じようの本領発揮……のはずだが、生徒会長はまったく動じずに、くすくすと笑っている。

「まあ、すてき！　今の、ヤンデレってやつですの？　初めて見ましたわ♪」

「……だから、どこにもデレ成分ありませんし。ヤンデレは病やんでるデレであって、ヤンキーデレではありませんし」

「まあ細かいことは置いといて、こんなかわいいリリ子ちゃんとずっといっしょにいられるように、生徒会副会長としてわたくしの補ほ佐さをしていただきたいのですけれど。まだ、その気持ちは変わりませんか？」

「なんでわたしが、お姉様の補佐なんて！」

「じゃあ、書記でも会計でも好きな役職を選んでいいですわよ？　わたくし、生徒会に副会長も書記も会計も置かずに、ずっとリリ子ちゃんを待っていますのよ？」

「どれもお断りです。わたしは魔王をすべる地じ獄ごくの女王リリスの末まつ裔えいです。そのプライドにかけて、だれかの下に甘んじるなんてできません！」

「どうして、そんなに意地を張るんですの？　わたくしの補佐をつとめられるのは、リリ子ちゃんだけですのよ？　リリ子ちゃんだって、わたくしのことが大好きでしょう？」

　生徒会長は、泣きそうなほど優しい目で委員長を見つめながら、そのほおを白魚のような手でなでる。だが、委員長は乱暴にその手を払はらった。

「軽々しくさわらないでください！」

「まぁ怖こわい。わたくしは、かわいい妹と仲良くこの世界を支配したいだけですのに」

「世界ならわたしが自分で支配します。わたしは、ナンバーツーに甘んじるタイプじゃありません！」

「まあ、気が合いますわね。やっぱりわたくしたちって、相性ぴったりの仲良し姉妹♪　わたくしも、いつも一番でなければ気がすみませんもの。だから、生徒会長にもなったのですわ……。かわいいリリ子ちゃんのために、一番のお姉様でいたいのですもの」

　生徒会長は委員長の口に耳を近づけ、優しくほほえみながら甘い声でささやいた。

　俺は、まるで大天使のような神こう々ごうしく美しい生徒会長のオーラを前にして、思わずひざまずきたくなってしまった。姉妹のはずなのに、委員長と全然タイプが違う。この輝くような美貌の、天使のように優しげな美少女が、ほんとに魔王なのか？

　俺以外の生徒たちも生徒会長を見るのははじめてのようで、委員長が召喚した冬将軍のせいで制服がボロボロになっていることも忘れて、

「あ、あれがうちの学校の生徒会長？　うそっ、キレー……」

「なんか……あたし魔王だけど、生徒会長になら世界を支配されてもいい……」

「というかわたしが支配されたいです、お姉様っ！」

　と、ぽやーんとした目を向けていた。

　俺はびっくりした。魔王なんてのは、みんな自分が世界支配をねらっておたがいに足を引っぱりあっているものなのに、その魔王をほんの一瞬でここまで完全に従属させてしまうなんて……。

　賞賛の声とあこがれのまなざしに、生徒会長はそっと美しいほほえみを浮かべた。

　そして委員長は、突つき刺さすように鋭く生徒会長をにらんだ。

「あら……やはり、むやみに生徒会室から出てくるものではありませんね。そうそう、リリ子ちゃんがあんまりかわいいので忘れてましたけど、わたくし、うわさの勇者をちょっと見にきたのでしたわ。じゃ、先生がたに怒られるまえにさっさと見て帰りましょうかしら。どの方なのかしら？」

　コロコロ、と生徒会長は笑った。委員長は、驚おどろいて生徒会長を詰きつ問もんする。

「まさかお姉様、遊ゆ佐ささんに手を出しにきたんですか？　だれがお姉様に、勇者がこの学校にいるって伝えたんですか！　お姉様が遊佐さんに興味を持ったら生徒会室から出てくることはまちがいないから、先生がたも決して遊佐さんの情報を流さないよう注意していたのに……！」

「さあ？　わたくしも伝えにきたあの目玉が、だれの使い魔だったのか別に興味ありませんもの」

「目玉って何なんです」

「どこにでもいる、羽根の生えた目玉ですわ」

「この学校の中では見たことがありませんけど。寮りよう母ぼさんの邪眼イビル・アイに似てるけど、まさか寮母さんが寮りよう生せいを争わせるようなことはしないでしょうし……」

「そんな目玉のことより、勇者はどこかしら？　あまり長く生徒会室を出るつもりはないから、早く勇者を見て帰りたいのですけれど。だってこのわたくしの溢あふれるカリスマを生徒たちの目にさらしてしまったら、みんなわたくしのしもべになりたがってしまうんですもの。魔王になろうという意欲を無くしてしまって教育に悪いので、それで生徒会室の中で姿を見せないように……と、先生がたに注意されていたのですけれどね」

　うふふ、と生徒会長はほほえんだ。どこまでも優しく。

　カリスマ！　俺は、そのことばでようやく、さっき彼女のまえにひざまずきたくなった衝しよう動どうの正体に気づいた。ふと生徒会長は、金星のようにきらめく黄金の瞳を優しく細めて、俺のほうに視線を向けた。その圧あつ倒とう的てきなカリスマを前にして、俺の全身にすさまじい緊張が走った。心臓がわしづかみにされたような気分だった。

「ああ、一目でわかりましたわ。あなたがうわさの、魔王学校にたったひとりの勇者……ですわね？」

　わ……笑いかけられた？

　竜りゆう崎ざきはもちろんかわいい、この学校で一番かわいいんだけど、客観的に見て、生徒会長はこの学校で一番美人だと思う。竜崎とはまた別の魅み力りよくで、その完璧すぎる美貌を前にして、俺は自分が萎い縮しゆくしてしまっているのを感じた。

「遊佐さんを見ないでくださいな！」

　ぼうぜんとしてる俺の前に、いきなり委員長が飛んできて通せんぼをするように両手を広げた。しかし生徒会長はまったく動じることなく、ゆっくりと歩いてくる。

「あら……珍めずらしい。それは『嫉しつ妬と』ですの？　リリ子ちゃんが、わたくしに嫉妬？」

「しっ、嫉妬？　なななっ、何言ってるんですか、なんでわたしがっ……！」

　後ろから見ていると、委員長の耳たぶが真っ赤になっているのがわかった。焦っている委員長に、生徒会長はいきなり携けい帯たい電話を向けると、パシャッと写メを撮とる。委員長はびっくりして、ひっくり返った声で叫んだ。

「ちょっ……！　わ、わたしの顔、勝手に撮らないでいただけますか！」

　いつも冷静でオラオラな委員長が、珍しく焦っている。完全に、生徒会長のペースにはめられている。

「まあ、いい感じで撮れましたわ。これでまた、わたくしの『妹フォルダ』も充じゆう実じつするというもの……リリ子ちゃんがわたくしに嫉妬するとは、うれしいですわ。嫉妬とは、自分より優すぐれた者に対するひがみやねたみ。自分より劣おとった者に嫉妬する者はいませんわ。すなわち、わたくしに嫉妬しているということは……リリ子ちゃん、あなたはわたくしに敗北を認めているわけですわね」

「だ、だからわたしは嫉妬なんかしてません！」

「そっかー、やっぱりリリ子ちゃんは、わたくしの補佐になりたかったけれど恥はずかしくて言えなくて、ツンツンしていたのですわね。ツンデレなリリ子ちゃんの本当の気持ちが聞けるなんて、たまには生徒会長室から出てくるのも良いものですわね」

「だから、わたしはお姉様に負けていませんから！」

「そういう負まけず嫌ぎらいなところも、かわいいですわね。だけど、姉よりすぐれた妹などいないのですもの。ほんとは、わたくしといっしょに仲良く副会長をしたいのでしょう？　わたくし、いつでもウェルカムですわよ？」

　生徒会長は、委員長のほおをなでながら、腰こしに手をまわした。委員長は、その手を乱暴に振ふりはらった。

「わ、わたしはお姉様よりもすぐれてますから！」

「どこがですの？　魔ま力りよくもカリスマも、わたくしに大きく及およばないじゃありませんの。わたくしはね、リリ子ちゃんのことがかわいいからこそ、身みの丈たけに合わない無む茶ちやをしてほしくありませんのよ」

「わ、わたしはお姉様に勝てますしっ！　もうあとちょっと経験値を手に入れれば！　お姉様よりも高い内ない申しん点てんで魔王検定試験を受けて、お姉様より高いランクの魔王になるんですから！」

「ずいぶん自信があるのですわね？　やはり、そちらのサラブレッド勇者さんがその自信の根こん拠きよになっていますのかしら……？」

　生徒会長が、ふさふさしたまつげを伏ふせがちに、俺のほうにちらりと視線をうつした。俺はまたドキッとする。生徒会長なら、武器も魔法も使うことなく、視線だけで相手を殺すことができるかもしれない。俺たちとは全く次元が違うのを感じて、体が勝手に震えだすのを、俺は必死にこらえた。生徒会長は、甘あまい声でささやいた。

「あなた、さっき冬将軍に突き殺されかけたとき、後ろにいる緑色の髪の娘を守るため、あえてあの状況から一歩前に出ましたね。聖セントレジェンド中学から侵しん入にゆうしてきた勇者候補生を撃げき退たいしたり、わが校を全ぜん滅めつの危機に陥おとしいれかけた留年生を捕とらえたりした、とも聞きましたわ。どうやら、想像以上の勇者のよう……。それに、地味っぽい顔も、勇者にしてはでしゃばらない感じで好みですわ。早く生徒会室へ帰らなくてはと思っていましたけれど、やっぱり気が変わりましたわ……」

　生徒会長はくすくす笑いながら、俺のほうへ白い手の甲こうをさしだした。

「遊佐ヒロ……地獄に輝く六枚の翼つばさ、偉い大だいなる魔王の王サタンの末裔、この黒くろ姫ひめルシフェの名において命じます。勇者であることを捨て、更こう生せい証明書を書いてわたくしのしもべとなり、わたくしに全すべての経験値を捧ささげるのです。さあ、この手に契けい約やくの口づけをすることを許しましょう」

　はい、喜んで！

　思わず、俺はそう言って生徒会長の手を取ろうとするところだった。実際、「は」まで口に出た。

　だが俺は、はっと理性を取りもどし、手を引っこめた。生徒会長の強いカリスマと優しい口調につい操あやつられかけたが、勇者が魔王に寝ね返がえるなんて絶対にだめだ！

「おいテメー、ムダなことをイチャコラしながら交こう渉しようしてんじゃねーよ！」

　織お田だがイライラしながら、俺と生徒会長を引きはがした。なんかものすごく怒っている。乱暴に引きはがされたが、生徒会長はまったく怒るようすもなく、優しい目で織田を見つめた。

「あら？　あなたには、わたくしのカリスマオーラが効きませんのね……？」

「天下統一を目指すアタイが、自分以外の人間をカリスマと思うわけねーだろっ！　そーゆーのは雑ぞう兵ひようっつーんだよ！　遊佐はアタイのもんなんだから、手ェ出すなよババア！」

「ババア……？」

　生徒会長は笑顔のまま、眉まゆ毛げのあたりをぴくりと一度痙けい攣れんさせた。すごく怖くて、俺はドキドキする。すごく怖いけどその前に、織田、今「遊佐はアタイのもん」って言わなかったか？　なんか、そっちもドキドキしてきたんだが……。

「そもそも、遊佐がそんな交渉に『うん』って言うはずねーだろっ？　ナヨく見えるけど、けっこう男気のあるやつなんだからなっ！　遊佐の経験値を手に入れるには口先三寸じゃダメだ、戦せん闘とう力りよくでねじ伏せるしかねーんだよ！」

　すると委員長も、いつもはケンカばかりしてる織田の尻しり馬うまに乗って、

「織田さんの言うとおりですっ！　遊佐さんは、わたしのものですから！」

　と、ムキになって俺を横から抱だきしめた。横から抱きしめられると、委員長の大きくも小さくもない（でもさわられた感じ、竜崎よりは明らかにちょっと大きい）胸が俺のわき腹を、布ふ団とんを干すときのでかいクリップのようにはさみこむんだが！

　生徒会長は、黄金の瞳ひとみを細めて余よ裕ゆうの笑みを浮かべた。

「わたしのもの、ねえ……」

　生徒会長は委員長に抱きつかれている俺に近づくと、ものすごい至近距きよ離りまで顔を近づけてきた。そんなに近づかれると、ふわっといい香かおりを感じた。さすが上級生、香こう水すいみたいなのをつけてるんだろうか。

「校内で争うのは学内の風紀を乱すので禁止ですから、わたくしは彼かれに興味を持つ予定ではありませんでした、けど……」

　そう言うと、生徒会長はいきなり俺おれのほっぺたに手を伸のばし、唇くちびるを近づけた。グロスをつけたツヤツヤの唇のきれいさにびっくりしている俺に、もっとびっくりする事態が降りかかった。生徒会長が赤い舌をのばして、俺のほっぺたをぺろんと舐なめたのだ。

「ひゃあっ？」

「うん……。これは、かなり経験値たっぷりの味ですわね」

　生徒会長は、ぺろりと舌なめずりをした。俺は、あまりにも突然のことで何が起こったか理解できなくて、完全にパニクってしまった。

　委員長もびっくりして、生徒会長をものすごい目でにらみつけた。

「なっ……何してるんですっ、お姉様！」

「これほどの内申点を上乗せすれば、たしかにリリ子ちゃんが魔王検定試験でわたくしより高いランクをたたき出すかもしれませんわね。愛するリリ子ちゃんにはわたくしの補佐としてそばにいてほしいから、それは困りますわ。リリ子ちゃんは永遠のナンバーツー、わたくしに従うナンバーツー。それを阻はばむ可能性のあるものは、わたくしたちの姉し妹まい愛あいにとって邪じや魔ま者もの……」

　委員長は緊張した表情で息をのむ。生徒会長はニタリと目を細め、スッと手を上げた。

　その瞬しゆん間かん、俺は信じられないものを見た。生徒会長の頭の羽根のサークレットが、大きく開いて光り輝く六枚の翼になったのだ。ただの飾りじゃなかったのか……岩見先輩のネコミミみたいに、体の一部だったのか。輝く翼を後光のようにいただいた姿はいっそう荘そう厳ごんで、たとえ攻こう撃げきにさらされなくてもその威い厳げんだけで相手を地面にひれ伏させる圧倒的な力を持っていた。

「……と、いうわけで、わたくしたちの姉妹愛を引ひき裂さく危険な経験値は、わたくしがかたづけておきますわ。黒き万軍ブラツク・サバオス！」

　教室の天てん井じよう付近に、あのペイズリーのようなゆがんだ魔方陣がぐるぐる回っていたかと思うと、黒い西洋式甲冑に身を包んだ騎き士したちがあらわれた。彼らは、黒いドラゴンに乗っていた。俺は度ど肝ぎもを抜ぬかれて、叫さけんだ。

「えっ……なんで何人もいるんだ！　召喚って一体しかできないだろ、ふつう！」

「わたしのマジック・キングス・ザ・ギャザリングが魔王一体を召喚するのに対し、お姉様の黒き万軍ブラツク・サバオスは魔王軍団一個師団を召喚できるんです！」

　ドラゴン一体だけでも、ふつうの召しよう喚かん魔ま術じゆつ師しが呼ぶ中ではかなりハイレベルな召しよう喚かん獣じゆうだ。それが竜騎士ドラゴンナイトつきで、さらに次々と現れるさまは、もう全然レベルが違うとしか言いようがない。そいつらがぞくぞくと魔方陣から出てきて、教室の中はぎゅうぎゅうづめになる。生徒たちは悲鳴を上げながら教室から逃にげだしたが、俺はここで逃げるわけにはいかない。

「こいつらをどうにかしないと教室が壊こわれる！　サイドワインダ……」

　俺はミサイルの名を叫ぼうとした。剣の呪言ソード・ワードでそれを出して、竜騎士ドラゴンナイトたちを力ワザで魔方陣の中へ押おし返かえそうと考えたからだ。

　ところが、俺がその名を呼び終える寸前、生徒会長のきれいな声が教室じゅうにひびいた。

「十分間テン・ミニツツの沈黙・サイレンス！」

『嘘うそだろ！　召喚魔法を使ってる最中に別の呪じゆ言ごんを使えるなんて、どこまでチートなんだよ！』

　俺はそう言おうとして、はっと自分の口を押さえた。

　声が出てない……！　たしかに声を発したはずなのに、何の音にもなっていない。これはまさか、生徒会長に声を封ふう印いんされたのかっ？　武器を持ってこられない学校内で戦うときのために開発した剣の呪言ソード・ワードに、こんな弱点があったなんて！

　戦うすべを失った俺に、竜騎士ドラゴンナイトが黒い斧おのを振りあげて襲おそいかかってきた。だが、俺の前に竜崎が手を広げて立ちはだかった。

「やめろ！　ヒロの経験値はこなたのものだぞ！」

　ばか、竜崎、やめろ！　最弱魔王なんだから一瞬で殺されるぞ、さっさと教室の外に逃げろ！……と、叫びたかったが、声が出ない。俺は、あせって口をパクパクすることしかできなかった。

　しかし、竜騎士ドラゴンナイトは竜崎を攻撃せずに動きを止め、生徒会長のほうにちらっとうかがうような視線を向けた。生徒会長は、ニヤリと笑う。

「うふふ……さすがわたくしの黒き万軍ブラツク・サバオス。ただ命令どおりに暴あばれ狂くるう無能な召喚獣なんかとちがって、細かな気づかいをしますわね」

　生徒会長はスッと手を上げて竜騎士ドラゴンナイトを待機させると、竜崎の前にゆっくりと歩いてきた。竜崎は、べつに気が強くて俺の前に立ってるわけじゃない。もちろん戦闘力だって強いわけじゃない。意地だけで立ちはだかっているけど、最弱魔王は全身ぶるぶる震ふるえていて、今にも倒たおれてしまいそうだ。

「竜崎リュウナさん……ですわね。震えているじゃありませんか、怖いならお引きになったらいかが？　竜りゆう王おう家けといえば名門中の名門、こちらとしてもあまりモメごとを起こしたくありませんからね」

「どくものか！　ヒロはっ、じゃない、ヒロの経験値はこなたのものなのだからな！」

「それは困りましたわね……。わたくし、かわいい妹のため、世界最強のお姉様でいなければならないのですもの」

「こなただって、竜王の姫ひめだ！　魔王の中の魔王として、世界で一番になれたらいいなあと思っているのだ。そなたなどにゆずりはしないぞっ、それに……！」

　竜崎はそう言ってから、ちょっと恥ずかしそうに俺のほうをちらっと見て、

「……それに、ヒロにとっての世界一になれたら、もっといいなあ、とこなたは思っているのだからなっ！」

　と、つけくわえた。俺の顔が、爆発するように、ぼんっと赤くなったのが自分でもわかった。

「はあああ～っ？」

　生徒会長が、思いっきり承服しかねるといった顔で、俺をじろじろとねめつけた。

「何言ってるんですの？　あなた、バカじゃありませんのっ？　こんなチンケなガキ勇者にとっての世界一とか、せっかく竜王の娘むすめという、わが黒姫家と肩かたをならべるセレブな最上級魔王の家系だというのに！　志が低すぎるっていうか、シャバすぎますわ！　どんだけシャバ僧ぞうですの！」

　うう、なんか胸が痛い。チンケなガキ勇者でもうしわけない。だがそのとき、

「そんなことはないぞっ」

　竜崎が、力いっぱいそう言い切った。

「だって、ヒロは勇者の中の勇者だ。そんなすっごい勇者に世界で一番だと思われる魔王って、すっごい強そうで悪そうではないか？」

　えっへん、と竜崎は鼻息荒あらくドヤ顔をしていた。

『竜崎……』

　俺は、竜崎のことばで我にかえった。剣の呪言ソード・ワードを封ふうじられたショックで、俺は一瞬フヌケになっていた。

　でも、今のことばで思い出した。俺は勇者だ。そして俺は、竜崎に世界の半分か自分かをあげたいと思ってもらえるような勇者でありつづけなくちゃいけないんだ！

　俺は、俺をかばっている竜崎の前に出て、両手を広げた。ことばは出なくても、絶対に竜崎を……そして勇者の誇ほこりを守り抜く、という気持ちを生徒会長に知らしめるために。

　生徒会長は冷ややかな目で俺を見つめ、凍こおりつくような声で言った。

「戦えなくなった勇者が、一人前に他人をかばっているつもりですの？　愚おろかなことですわ……わたくし、そうやって寄りそいあい、最後までお互たがいをかばって戦いつづける勇者グループを、最終究極魔法で一気にプチッと吹き散らしてしまうのが趣味ですのよ。下らない『思い』など、絶対的な『力』に勝てるものではありませんわ」

「そんなことないぞ！　おまえがどんなに強くても、こなたのヒロへの『思い』を吹き散らしたりはできないぞ！」

　竜崎が、俺の背中の後ろで果か敢かんに反論する。俺もことばを出せないけれど、竜崎と同じ気持ちだった。まるで俺の気持ちを、竜崎が代弁してくれてるようだった。

　しかし生徒会長は、竜崎のそんなことばをあざけるように、冷たくあしらった。

「きれいごとを吐はかれるほど、ウザいものはありませんわね。そんな殊しゆ勝しようなことをおっしゃったところで、どうせあなただって、彼の経験値がほしいだけなんでしょう？」

「いや、それは……そうなのだが。いや……ちがう……」

「何がちがうんですの？　そうなんでしょう？　ちがうとおっしゃるなら、何がほしいのか言ってごらんなさいな？」

「こ、こなたは……」

　竜崎が、真っ赤になる。ためらって、迷って、いったいそんなに悩なやみながら竜崎が何を言おうとしているのか、俺だって気になる。

　じっと待っていると、竜崎は赤い顔で、必死にしぼり出すようにしながら叫んだ。

「こなたは、ヒロの全てがほしいのだ！」

　ぼんっ。爆発したのは、俺の頭あたまだった。

　いやいやいやいや！　いやちょっと、公衆の面前でそれはちょっと！　俺も真っ赤になって、あたふたしてしまう。でも竜崎は「言い切った！」と言わんばかりのドヤ顔で、完全に満足しているようすだ。

　生徒会長はあっけに取られて、ちょっとぼうぜんとしていた。が、ふと不ふ愉ゆ快かいそうに顔をゆがめると、冷たく言い捨てた。

「それで……今のギャグ、どこがオチでしたの？」

「ギャグではないもんっ！」

　力いっぱい反論した竜崎のほおに、生徒会長がぴたりと白い手をふれる。その手が冷たかったのか、竜崎がビクッと身をすくめた。

「そうですの？　けっこう笑えましたけれどね……？」

「笑っていないぞ、生徒会長、目が笑っていないぞ」

　竜崎が青ざめて、声を震わせた。すると生徒会長は、凍りつくような笑みをニヤリと浮かべて言った。

「ほら、きちんと笑ってますでしょう？　あなたは竜王の娘ですから、のちのちの禍か根こんを生まないよう、命だけは助けてあげますわ。そちらで見学していていただけますか？」

　ぱちん、と生徒会長が指を鳴らすと、竜騎士ドラゴンナイトが竜崎をいきなり小こ脇わきに抱かかえた。竜崎はびっくりして、手足をバタバタさせながら暴れた。

「わーっ！　何をするのだ、無礼者っ！　下ろせーっ！」

「何をするんですか、生徒会長！　ひい様に無礼をはたらくと……」

　毒手ポイズン・ハンドで攻撃しようとした黄よ泉み原はらも、手て袋ぶくろを外す寸前に、別の竜騎士ドラゴンナイトにつかまってしまう。

「きゃーっ、放せーっ！」

「見学の人は、おとなしくすみっこで三角すわりしておくものですわよ。さあ、勇者さん……今の寸劇で少しばかり時間を取ってしまいましたが、十分間テン・ミニツツの沈黙・サイレンスが終わるまえに、というか〇・一秒ぐらいで殺してさしあげますわよ。かかりなさいっ、黒い万軍ブラツク・サバオス！」

　生徒会長の命令が下ると同時に、三体の竜騎士ドラゴンナイトが三方向から俺に襲いかかる。逃げ場が無い。

　だが、竜騎士ドラゴンナイトたちの斧が俺に振りおろされようとした瞬間、ペルチェが俺のまえに飛びだしてきて、長いムチのように……いや、ムチよりも細くピアノ線のように腕うでを伸ばし、シュルンと鋭く振るった。

『ペルチェっ？　まだ逃げてなかったのかっ？』

　俺は叫ぼうとしたが、やはり声は出なかった。

　ピアノ線のようになった腕に巻きつかれて、竜騎士ドラゴンナイトがスパアッと何等分かに切られた。調理実習でサラダを作ったときに使った、ゆでたまごを一瞬で輪切りにする道具を俺は思いだした。

　輪切りになった竜騎士ドラゴンナイトがグシャッとくずれ、青い火を上げて紙のように燃えて消えた。しかし生徒会長はまったく動どう揺ようするようすもなく、くすくす笑いながらおもしろそうにペルチェを見つめる。

「あら、液体金属人間の魔ま王おうとは、珍しいことですわね。とっとと逃げればよろしいのに、どうしてわざわざ残って、敵である勇者をかばわれますの？」

「別にかばったわけではありません……。わたしは今日、週番なので、教室を汚よごされるのがとことん迷めい惑わくだというだけです……」

「では、あとで黒い万軍ブラツク・サバオスにかたづけさせますわ。それなら、よろしいのでしょう？」

「かたづければ良い、というレベルの話ではありません……。少年は、わたしの体を構成するネジの一本となるべき存在……わたしをよりグレードアップするための材料なのです……。わたし以外の魔王に、殺させるわけにはいきません……」

　ペルチェが、生徒会長をにらんだ。生徒会長は涼すずしい顔をして、軽くほほえみすら浮かべている。未来世界から来た完全究極機械であるペルチェを前にして、ものすごい余裕だ。

「交こう渉しよう決けつ裂れつのようですわね。ということは……あなたをかたづけさせていただくしかない、ということですわね？」

「わたしの名はペルチェ……。この完全究極機械のわたしをかたづけられると思っているのですか、愚かな生徒会長よ……」

「愚かなのはどちらなのか、わからせてあげてもよろしいですわよ。わたくしはつねに、リリ子ちゃんにとって一番の存在……だれもわたくしを超こえることなどできないことを、きっちり教えてさしあげますわ」

　静かにほほえむ生徒会長の背後で、ペイズリーのような魔ま方ほう陣じんがぐにゃりとゆがみながら、激しく回転しはじめた。その奥おくから、とほうもない魔力と戦闘力が迫せまってくるのを感じる。さすがのペルチェも、無表情な中にも緊きん張ちようをにじませていた。

　そのとき、委員長がとっさに黒い革かわ表びよう紙しの本を開きながら叫んだ。

「出させませんっ、マジック・キングス・ザ……！」

「十分間テン・ミニツツの沈黙・サイレンス！」

　委員長の呪文に重ねて、生徒会長が沈黙の呪文をとなえた。委員長の口がぱくぱくと「ギャザリング」の形に動く。もちろん、魔方陣は出てこない。

「うふふ……リリ子ちゃんったら。まーたお姉様のまねっこをしようとしましたわね？」

　委員長は青ざめて冷や汗をじっとりかきながら、必死に口をぱくぱくさせて呪文をとなえようとしている。委員長のおでこを、生徒会長はかーるくデコピンした。

「わたくしがさっき、冬将軍を呑のみこんだときのまねっこをして、魔方陣の前に魔方陣を出し、黒い万軍ブラツク・サバオスを呑みこんでしまおうとしたんでしょう？　リリ子ちゃんは昔からわたくしにあこがれて、わたくしの真ま似ねばっかりしていましたものねえ。でも、わたくしに届かないところがまた、かわいいのですわよねえ」

　生徒会長は、委員長の顔を両手でつつみこむようにしながら、目を細めてナデナデした。委員長は、ぶんぶんと首を横に振る。

「だけど、妹が姉にさからうなんていけませんわ。いいかげん、そのいたずらなお口を沈ちん黙もく魔ま法ほうで封印させないでくださいね？　そして、妹はだまって姉のすることを見ていればいいのですわ……わたくしのすることに間ま違ちがいなど無いのですから！」

　生徒会長が目を細めた瞬間、せきを切ったように、魔方陣から黒き万軍ブラツク・サバオスが飛びだした。この物量、とてもペルチェには止められそうにない。俺もろとも、呑みこまれてしまうだろう。

『くそっ！　俺は勇者検定試験を受けて勇者になるんだ、こんなところでやられてたまるか！』

　俺は大急ぎで教室の後ろまで走り、掃そう除じロッカーからモップを取りだすと、最初に斬きりつけてきた竜騎士ドラゴンナイトの手首を、横から思いっきりぶん殴なぐった。

『ギィッ！』

　俺のモップはクリーンヒットし、竜騎士ドラゴンナイトはきしんだうめき声を上げた。その手から落ちた黒い剣を俺は拾い、まずは目の前のそいつを、乗せてるブラックドラゴンごと真一文字に斬り捨てた。

『ギャアアアアアーッ！』

　竜騎士ドラゴンナイトとブラックドラゴンは、黒い炎ほのおとなって消えた。次に、二人同時に襲いかかってきた。俺は、あえて前へ突っこんでいく。すると二人が鉢はち合あわせてぶつかり、ドラゴンどうしがからまって動けなくなっているところを後ろからまとめて斬り捨てた。

「ヒロ！」

　竜騎士ドラゴンナイトに抱えられた竜崎が叫ぶ。何とか竜崎のところまで行って助けたい。だが俺と竜崎のあいだには、次々と新しい竜騎士ドラゴンナイトが現れて俺の行く手をはばんでいる。

　生徒会長は、ニヤニヤしながら戦っている俺を見ていた。

「うふふ……さすが、勇者予備校で剣の腕では一、二を争っただけのことはありますわ。おとなしく殺されはしませんわね。楽しませていただけてうれしいのですけれど、さて、体力はどこまで持ちますかしら……？」

　どんどん竜騎士ドラゴンナイトが出てくる。斬っても斬ってもきりが無い。俺はさすがに疲つかれてきた。竜騎士ドラゴンナイトの剣も、俺が使うにはかなり重い。かまえる剣の先がどんどん下がっていき、足がもつれはじめ、息がはあはあと整わなくなってきた。

　俺が弱ってきたところを、竜騎士ドラゴンナイトは容よう赦しやなくねらってくる。三体が同時に攻撃をかけてきた。これはだめかもしれない……でも、勇者のプライドにかけて、最後まであきらめるわけにはいかない。俺は、力が入らなくなってきている腕に、必死に力をこめようとした。

　そのとき、俺の前に織田が飛びだした。織田も逃げてなかったのか……まあ、織田の性格上、どんな敵が相手でも俺の経験値を他人に渡わたしっこないとは思っていたけれど。織田は長ドスをすらりと抜くと、目の前に迫った竜騎士ドラゴンナイトを、

「おりゃああああっ！」

　と、気合一いつ閃せん、一刀両断に斬り捨てた。さらに襲いかかる竜騎士ドラゴンナイトたちを、織田は片かたっ端ぱしから斬り捨てる。生徒会長は、柳やなぎのような眉まゆをピクリと動かした。

「あなた……魔王のくせに、その勇者を助けるおつもりですの？」

「へ？　ばばばばばバカ野や郎ろうっ、助けるとかそんなんじゃねーよ！　遊佐が剣けん術じゆつでてこずるような相手なら、剣術の修しゆ行ぎように使ってやろうと思っただけだぜ！　沈黙の呪文なんぞ、アタイの長は谷せ部べ国くに重しげには関係ねーからっ！　修行だからっ！」

　織田は真っ赤になって、長谷部国重を持ってる手をわたわたさせた。すると、突っこんできた竜騎士ドラゴンナイトたちが次々にコマ切れになっていく。あたふたしてても強いぞ、織田！

　だが、うろたえているぶん隙すきができていた。横から回りこんできた竜騎士ドラゴンナイトが、織田に襲いかかる。しかし織田は、目の前にも敵がいて避よけられない。

「うっ……うわあああああああーっ！」

　あせった織田は、ヤケになって目の前の竜騎士ドラゴンナイトに斬りかかる。だが、横から来たドラゴンに踏ふみつけられ、それでも抵てい抗こうしようと長ドスを振りあげた手を竜騎士ドラゴンナイトに押さえつけられた。竜騎士ドラゴンナイトは、首切り役人のような斧を振りあげる。

　そのとき、織田は真っ青になって、死にそうな声で叫んだ。

「うわああああああーっ！　嫌いやだっ、はなせぇぇーっ、嫌あああああーっ！」

「うるさいですわねえ。殺しなさい、竜騎士ドラゴンナイト」

　生徒会長は、まったく同情も憐れん憫びんも感じさせない声で命令した。

『織田！』

　俺は止めようとしたが、別の竜騎士ドラゴンナイトにはばまれた。斬り捨てて進もうとしたが、腕が疲れて満足に戦えない。竜騎士ドラゴンナイトの攻撃を受け止めるだけで、せいいっぱいだ。
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　もうだめか、と俺が思ったとき、担任の魂ソウルシエル先生が出しゆつ席せき簿ぼを小脇にかかえて教室に入ってきた。

「はいみなさーん、朝読の本をかたづけてくださーい。出席を……」

　水着の時もジャージのときも、いつも魔ま女じよのとんがり帽ぼう子しをかぶっている魂ソウル先生は、教室の中のすさまじい戦いを見て思わずひっくりかえった声で叫んだ。

「なっ……ななっ、何をしてるんですか！　校内でケンカなどは禁止ですよっ、これは校則違い反はんでっ……！」

　いつもなら、戦闘力がハンパない魔王どうしの戦いは先生にも止められないものだ。だけど、生徒会長は驚くほどあっさりと、魔方陣を消した。同時に竜騎士ドラゴンナイトたちも黒い霧きりが晴れるように消え、ずっと小脇に抱えられていた竜崎と黄泉原は地面に落ちた。

　そして竜騎士ドラゴンナイトに踏みつけられ、首を落とされる寸前だった織田は、放心状態で起きあがることもできず、全身の力が抜けたように倒れていた。

「もうしわけありません、先生。生徒会長たるもの、校則違反をするつもりはありません。後こう輩はいと少々じゃれあっていただけですわ、ご心配おかけしましたなら、もうしわけありません。では、おじゃまいたしましたわ……」

　驚くほどあっさりと、生徒会長は魂ソウル先生に優ゆう雅がに一礼すると、教室を出ていった。魂ソウル先生は気が抜けたような表情で、自分の胸をさする。

「さ……さすが生徒会長。素す直なおでよろしい。あっ、みなさん、何やってるんですか！　週番、教室をかたづけなさい！」

「えっ……わたしですか、先生よ」

　ペルチェが、びっくりしたように自分を指さした。さっきまでの争いで、教室の中は、机はひっくりかえっているし、教きよう卓たくはまっぷたつに割れている。けれど、これは別にペルチェが朝の掃除をサボったわけではけっしてないのに。

「わたしの名はペルチェ……わたしは、十五分も早起きをして朝から教室の掃除をしたというのに……」

　悲しそうにうなだれながら、ペルチェは倒れた机をかたづけはじめた。心を持たないロボットのはずだけど、やっぱりどう見ても落ちこんでるように見えて、俺は気の毒になって手伝った。ペルチェは驚おどろいたように俺のほうを見て、一いつ瞬しゆん何か言おうと口を開いたが……もしかして、「ありがとう」って言おうとした？……はっと口を押さえて、あわててそっぽを向き、ふたたび机をかたづけはじめた。

　織田は、まだ倒れている。俺は心配になって、織田のところへ行った。

「織田、大だい丈じよう夫ぶか？」

　声が出た。十分間テン・ミニツツの沈黙・サイレンスの効力が切れたようだ。俺よりあとで術をかけられた委員長はまだ声が出ないみたいで、のどを押さえて必死に口をパクパクしている。

　俺が声をかけた瞬間、織田がビクッと身をすくめた。いつも凶きよう暴ぼうな織田らしくない。小動物みたいに怯おびえた目で俺を見ていたが、いきなり震えながら俺にしがみついてきた。

「遊佐っ……！　アタイ、どうしちまったんだっ？　怖こわいはずない、アタイが怖がるはずない、第六天魔王のアタイが怖がったりなんかしないはずなのに！　こんなアタイ、アタイじゃない！」

　織田はガチガチ震えて、体もすっかり冷たくなっていた。

　俺も驚いた。たしかに生徒会長の戦闘力は圧倒的だったけれど、この織田をこんなにも恐おそれさせるなんて。

　いや、思いだしてみると、織田は岩いわ見み先せん輩ぱいにもビビっていた。凶暴に見えるし第六天魔王だったりもするけど、成なり増ますの駅前の天てん津しん甘あま栗ぐりが好きだったりするふつうの女の子っぽいところもあるんだ。

「大だい丈じよう夫ぶだ、もう終わったから」

　俺は、震えている織田を安心させようとして、そう言った。でも、織田の震えは止まらない。いつもの闘とう争そう心しんが、完全にへこんでしまっている。もし今度また何かあったら、守ってやらなくちゃいけないかもな……と、俺は思った。

　竜崎は、ちょっと寂さびしそうな目で俺を見ていたけれど、織田の落ち込みがあまりにもひどいので気をつかったのか、そのまま黙だまって自分の席のほうへ戻もどっていった。

　だが、冷静に考えれば、このままで終わるはずがなかったのだということを、俺はその夜、さんざん思い知らされることになるのだった。




　寮りように帰って夕食もすませ、俺は風ふ呂ろに入っていた。

　寮の風呂は、銭湯とか温泉旅館の大浴場みたいなつくりだ。入り口は男湯と女湯に分かれていて、中に入るとロッカー式の脱だつ衣い所じよがある。ここで服を脱ぬいで、タオルで前を隠かくしつつガラスのすべり戸を開いて浴室に入ると、そこには銭湯そっくりのタイル式の洗い場と湯船がある。

　ところで銭湯なら、湯船の奥のタイルには富ふ士じ山さんみたいなすがすがしいタイル絵がペンキ絵で描かかれているものだ。ここは魔王養成学校なので、描かれているタイル絵はゴヤの「我わが子こを食くらうサトゥルヌス」の絵だったりする。この絵の前で裸はだかになってお湯に浸つかるというのは、ものすごーく落ちつかない。ゆでられてる気分。

　男湯と女湯は、ふつうの銭湯のように高い壁かべで仕切られている。俺はいつも、食堂で夕食をとったらすぐに風呂に入る。ほかの寮生たちは、七時からテレビを見て九時から十時ぐらいから入りはじめるので、すいてる時間に行けば襲われる危険が少ないからだ。いちおう寮母さんの邪眼イビル・アイ……目玉にコウモリの羽がついたやつが、パタパタ飛びまわりながら寮の中で争いが起こらないよう監かん視ししてくれているとはいえ、自分の身はまずは自分で守らないといけないし。

　そういうわけで、俺は髪かみと体を洗ったあと、頭の上にたたんだタオルを載のっけて、ゆっくりと湯船に浸かっていたのだ……がっ。

「わたしの名はペルチェ……。少年よ、ちょっと伝言があるのですが……」

　いきなり、水面からペルチェが顔を出した！　ええええっ？

「ちょっ……ペ、ペルチェ！　なんでここに！」

　俺はあわてて、頭の上に載せていたタオルで前を隠した。ペルチェは、顔から首、胸まで水面の上に出てくる。足の先は人魚のように細長くなって、女風呂と隣りん接せつする湯船の壁にある穴の中に消えていた。

「浴よく槽そうの配管を通って、女風呂からやってきたのです、少年よ……。あなたに伝える任務を、わたしは帯びて来たのです……。それから、湯船の中にタオルを浸けるのはマナー違反です……」

　そう言いながら身を乗りだすと、ペルチェはいきなり俺が前を隠しているタオルを奪うばい取とろうとした。俺はあわてて、タオルをつかむ手に力を加える。

「えっ？　ちょっ、これは取るなよ！」

「マナー違反は……週番として、見み逃のがしてはおけません……」

「らめええええっ、やめてええええ！」

　ペルチェに襲われる！　ペルチェはというと、液体金属の細いヒモになって狭せまい配管を通ってきたので、タオルなどいっさい持ちこんでいない、まさしく一糸まとわぬ状態だ。その状態で、液体金属ならではの弾だん力りよくのある胸を俺の顔に押しつけながら、タオルを奪おうとしてすったもんだしてくる。

「わかった！　わかった、風呂から上がるからタオルは許して！」

　俺は必死に湯船から出て、大急ぎでタオルを腰に巻いた。

　ペルチェは湯船の中で完全な体になって、湯船にひじをつきながら俺を見つめた。

「わたしの名はペルチェ……なぜそれほどに、股こ間かんの付属物を見られることを嫌がるのですか、少年よ……？　そんなもの、わたしも液体金属を変形させていくらでも作ることができるというのに……見せてさしあげましょうか？」

「頼たのむから、作るな。それよりペルチェ、服を着てるような感じで液体金属を変形させられないのか？　今のままじゃ、その……」

　と、俺はペルチェのほうを一瞬だけチラッと見て、またあわてて目をそむけた。液体金属でできた肌はだは白くて無機質な感じなのに、どういうわけだか胸の先せん端たん部ぶにだけはうっすらとピンクの色がついている。しかも、ツンと立ち上がっている。ペルチェは未来の世界で作られたアンドロイドだけど、何でこんなところを丁てい寧ねいに作りこんだんだろうか。見えないところにこそ力を入れるという、職しよく人にん技わざなのか？

「その……目のやり場が、無いし。それに、寮母さんの邪眼イビル・アイに見つかったら！」

「大丈夫です、邪眼イビル・アイの巡じゆん回かいパターンはわたしの電子頭脳で計算済みです……。あと五分三十二秒は来ないはずです……。それに、やはりお色気担当としては、このようにサービスヌードを出していかなくては……」

「いつおまえがお色気担当になったんだよ！」

「生徒会長が少年をねらっていますが、わたしの電子頭脳で計算したところ、こうもり組のだれも戦闘力において生徒会長には勝てません……。しかも、あの凶暴な第六天魔王が明らかにビビって、戦闘力になりません。委員長は、封印の呪文のまえでは全く無力ですし。しかし、ビビっていてはみすみす少年を生徒会長に奪われるのも事実……」
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　ペルチェが、わざわざ風呂のへりに長い足を組んで座すわってからそう言った。機械だけあって中ちゆう途と半はん端ぱなことはできないのか、ものすごく生き真ま面じ目めに、お色気担当をがんばってるようだ。でも、俺はそのがんばりに対して、目をそらすことしかできないけれど。

「そこで、恐きよう怖ふで冷静な判断ができなくなっている彼かの女じよらに対して、わたしが提案したのです……。すなわち、われわれはいったん少年の経験値をめぐる争いを休止して共きよう闘とうし、生徒会長を倒してから、あらためて争いを再開しようということに……」

「共闘？」

「第六天魔王と委員長はビビって心細い気持ちになっていたため、あっさり賛同しました。戦力として役に立たないからさそわなかった竜崎リュウナと黄泉原冥めい土とは、呼ばれてもいないのに乗っかってきましたが……」

「それは要するに、俺を生徒会長から守るためにみんなで力を合わせよう、ってペルチェがみんなに呼びかけてくれたっていうことか？」

「少年を助けるつもりでやったのではありません……。わたしの名はペルチェ、少年の経験値はわたしのもの。勝てる敵と勝てない敵が同時にいるのならば、まずは勝てない敵を協力して倒してから、勝てる敵をゆっくりと倒すほうが、少年の経験値を手に入れられる確率は高くなる……単純な計算です。それに少年も、われわれ相手では生きのびられる確率もあるでしょうが、生徒会長相手では確実に死にます……。選せん択たくの余地は、ないのです……」

　ペルチェは、感情の見えない冷ややかな表情でそう語った。

　そのとき、邪眼イビル・アイがゆっくり浴室のほうへ入ってきた。ペルチェの計算より、少し早かったみたいだ。ペルチェは溶とけながら、湯の中にもぐりこんだ。

「強力な敵に対して勝利するためには、作戦が必要です……。生徒会長の目が届く危険の無い場所……。こんどの土曜日の朝、連れん絡らく船せんで本土に……われわれが共闘していることがバレないよう、現地までは各自、単独行動で……おやつは三百円以内、バナナはおやつに入りま……」

　お湯に溶けながら、ペルチェはとぎれとぎれに、そう言い残した。

　たしかにペルチェが言うとおり、生徒会長はケタ外れに強い。剣の呪言ソード・ワードが完全に封印されてしまう以上、俺も何か対たい抗こう策さくを考えなくちゃいけない。武器持ち込み禁止のこの麻ま桜おう中学で苦肉の策として考えたのが剣の呪言ソード・ワードなんだから、今回の苦境もきっとどこかに突とつ破ぱ口こうがあるはずだ。今日のように、偶ぐう然ぜん敵の武器を奪えるとはかぎらない。敵が魔法しか使ってこなければ、反はん撃げきしようがないからだ。

　いったいどうすれば、あの十分間テン・ミニツツの沈黙・サイレンスを攻こう略りやくできるというのだろう？　っていうか、いきなり外出にさそわれても、俺には外出するための服を買いに行くための服が無い状態なんだが？　そして、結局バナナはおやつに入るのかどうか……？

　俺は風呂の中で必死で考えて、すっかりゆだってしまうまで考え抜いたが、結局いい考えは浮うかんでこなかった。







四章　美少女魔王軍団と密談のモクドナルド







　土曜日、俺は自分の部屋で出かける準備をしていた。

　連絡船は、学校の近くにある船着き場を朝出て、夕方戻ってくる。船が出るのは、土曜と日曜。本土の実家に帰省する学生や、買い出しに行く寮りよう母ぼさんや学校関係者で毎回ごったがえしている。

　以前、俺は連絡船に乗って竜りゆう崎ざきとデートする約束をしたことがあった。結局、船に乗のり遅おくれてそれは未み遂すいに終わったんだが、そのとき俺は「デートに着ていく服を買いにいく服がない」という状態に陥おちいった。その後、「通つう販はんで服を買えばいいじゃん！」ということに気づき、でもオシャレな服を買うには自分のセンスに自信が無かったため、結局そのままになっていた。まさかこんなに早く、再び外出することになるなんて！

　仕方がないので、制服を着ていくことにした。背に腹はかえられない。で、服はこれでよしということに（無理矢理）なったんだが、なぜか目を覚ますと、頭に猛もう烈れつな寝ねグセがついていたのだ。どんな寝ねか方たをしたのか、頭の上で渦うずを巻いている。

「やばい、やばい。どうやったら直るんだ、これ」

　俺は髪の毛を必死にブラシで押さえていたが、寝グセはビクともしない。このままでは、また船の時間に遅れてしまう……と、俺が焦あせっていると。

「ヒロー！」

　俺の部屋のドアを、ノックも無しに竜崎が開けた。朝っぱらから子犬みたいに元気な笑みを満面に浮かべて、ひらひらした女の子っぽいワンピースが、とてもかわいい。ほんと、竜崎ってどうしてこんなにかわいいんだろう。

　俺の部屋は、脱いだままのパジャマや畳たたんでいない布ふ団とんでとっ散らかりまくっていた。俺はあわてて、ブルドーザーみたいに布団とかを一気に部屋のすみに押していった。

「ちょっ、竜崎！　勝手に部屋に入ってくるなよ！」

「前のデートのとき、ヒロは船着き場に遅ち刻こくしたからな！　また遅刻しないように、今日はこなたがじきじきに迎むかえにきたのだ。ありがたく思うがよいぞっ☆」

　竜崎が、俺の腕にぎゅうっと抱きつく。いや、ありがたいっていうか、ありがた迷惑っていうか。

「あれっ？　ヒロ、なんで制服なのだ？」

「服が無いんだ」

「それと、頭が渦を巻いているぞ」

「寝グセなんだよ」

　俺が恥はずかしがりながらそう言うと、竜崎はぷっと笑った。

「ヒロったら、ちっちゃい子みたいだな。かわいすぎるぞ」

　そう言って、竜崎は手に持っていたポーチから小さなスプレー缶かんを出すと、俺の頭の上に泡あわをこんもり盛った。

「寝グセはスタイリングムースをつけて、わしゃわしゃすれば直るのだ。そーれ、わしゃわしゃ」

　竜崎が、ちょっと背せ伸のびして、両手で俺の頭をわしゃわしゃした。竜崎の奴やつ、たまにお母さんかっていうぐらい面めん倒どう見みがいい。子供扱あつかいされて恥ずかしいけど、竜崎の小さな手で頭をわしゃわしゃされるのは、くすぐったいけど気持ちがいい。

「ほら、できあがったぞ。これで安心して、デートのつづきができるな！」

　竜崎が、にっこり笑った。竜崎、かわいすぎる。生徒会長も美人だと思ったけど、やっぱり竜崎のピュアなかわいさに勝まさるものなんて、この世には無いと俺は確信した。経験値を取られるわけにはいかないけど……でも、もし誰だれかに絶対に経験値をあげないといけないとしたら、生徒会長じゃなくて竜崎にあげたい。

　そのためにも、どうにかして生徒会長への対抗策を考えだし、俺の経験値を守り抜かなくちゃいけないな……と、俺は決意を新たにした。だが、

「デートのつづき？　……何のことかな、遊ゆ佐さくん」

　背後に、黒いオーラをまとった黄よ泉み原はらがゆらりと立って、指をパキパキ鳴らした。俺はあわてて、ぶんぶん首を横に振ふる。

「あっいや、別に！　竜崎が、何かかんちがいしてるんだ！　っていうか、黄泉原の私服ってメイド服なんだな！　かわいい！」

「えっ……そ、そんなこと言ったって、ごまかされないんだからねっ！」

　黄泉原は口ではそんなことを言ってるけど、色白の顔は真っ赤になって、ものすごくあたふたしている。やばい、中身は男だってわかっているのにかわいい。

「そ、それにぼくのメイド服なんて、珍めずらしくないだろ。このあいだ、サキさんが毒使いに襲われたとき、二人で麻ま桜おう島とうを探検したときもぼく、メイド服を着てたし……」

　そこまで言って、黄泉原はハッと俺に目を向けた。

「そういえばぼく、あのとき……テンタクルスに襲われて、遊佐くんに助けてもらったお礼を言ってなかったような気がする」

「お礼っていうか、どっちかというとほっぺたを平手でひっぱたかれたけどな」

「ええっ！　ごっ、ごめん、あのときは頭の中が混乱しまくっててっ、何が何だか覚えてなくてっ……！　ほんとにごめんっ、痛かった？　どっちのほっぺた？」

　黄泉原が心配そうに間近から俺の顔を見つめ、手袋を外して紫むらさき色いろの毒手ポイズン・ハンドで俺のほっぺたをさすさすとなでた。もちろんこれは俺を毒殺しようとしているわけではなく、毒手ポイズン・ハンドが持つポイミンの魔ま法ほうは、魔王や魔ま物ものにとっては毒になるが、勇者にとっては治ち癒ゆ魔法の効果があるからだ。

「あ、いや、もう痛くないし。だいぶ前のことだし、ポイミンかけてもらわなくても」

「ぼく、勇者に借りを作りたくないんだ。おわびにこんど、クッキー作るよ」

「いらないいらない、サソリ入ってるからいらない！」

「じゃあ、どんなおわびがいいの……？」

　黄泉原が切ない顔をして、俺をじっと見上げた。あまりにもかわいすぎて、俺の心がぐらぐら揺ゆれてしまう。男だってわかってるのに、なんで黄泉原はこんなにかわいいんだ。心配して俺の表情をうかがおうとするあまり、黄泉原の顔が近すぎて、俺はどぎまぎしてしまう。

「ちょっと、男どうしでイチャイチャしてんじゃないわよっ！　こんな薔薇ばら族どもはほっときましょーねっ、ひい様！」

　もじもじしていた黄泉原を押おしのけて、サキさんが竜崎を自分のほうに引っぱった。

　竜崎の四天王のひとり、三年生の夢ゆめ野のサキさんは淫魔サキユバスの魔王で、赤毛のポニーテールとナイスバディが色っぽいお姉様だ。私服は薄うすいキャミソールと短パンで、ますます色っぽい。

　サキさんは俺たちの学年の受験のときに、竜崎に悪い虫（恋こい敵がたき？）を近づけないよう、男子に淫いん夢むを見せたのだ。それで、その淫夢の意味がよくわからなかった俺とか、竜崎以外の女子なんかまったく眼中に無い黄泉原ぐらいしか合格できなかった。俺の学年に極きよく端たんに男子が少なくて女子だらけなのは、それが原因なのだ。

　黄泉原が真っ赤になって、サキさんに言いかえす。

「べっ、別にぼくは遊佐くんとイチャイチャなんかっ……！　百合ゆり族サキさんとは違ちがいますから！」

「へ、変なこと言わないでよね！　あたしは四天王としてひい様にお仕えしてるだけで、よこしまな気持ちなんてちょっとしか抱いてないんですからね！」

「ちょっとは抱いてるんじゃないですか！」

　竜崎をめぐって、この二人もなかなか足並みがそろわない。足元で、四天王の最後の一人であるライオンカットのガルムが困った顔をしている。竜崎も困っている。俺は、もめている二人のあいだに割って入った。

「ケンカするなって！　もめてるあいだに船が出るぞ、いっしょに行くわけにはいかないんだから先に出ろよ」

　すると、竜崎はびっくりして俺を見上げた。

「えっ、どうしてだ？　せっかくいっしょに行こうと思って誘さそいにきたのに……」

「ペルチェが言ってただろ、生徒会長に俺たちの行動を気づかれないよう、船には別々に乗ろうって」

「え～……。ヒロといっしょに行けると思ってたのにな～……」

　竜崎は、ものすごく残念そうに落ちこんだ。そんなに残念がってくれて、心苦しいような、うれしいような。

　だが、そんな俺と竜崎のあいだにいきなりサキさんが割りこんでくると、左がグリーン、右が黄おう金ごん色いろのオッドアイをぎらりと光らせて、俺をにらみながら竜崎の腕をつかんだ。

「ほら、だからあたしが言ったでしょ、ひい様。現地までは別行動だから、誘いにいったってダメですって！　ほら、さっさと行きましょう！」

　サキさんにがっちりホールドされて、竜崎がちょっと涙なみだ目めになりながら、

「ヒロ～」

　と、情けない声で俺を呼んでいた。黄泉原も、あわてて二人を追いかけた。

　せっかくオシャレしてきてくれたのに悪い、竜崎。せめて今回は遅刻しないように、俺も急いで身支度をととのえ、部屋を出た。




　船に乗ると、竜崎は黄泉原とサキさんに挟はさまれて、デッキのベンチに座っていた。俺は近寄らないように後ずさったんだけど、竜崎が俺の気配に気づいたのかこっちを見て、寂しそうな顔をしたので、胸が痛くなった。

　空は明るく晴れて、海は青く広がっていて、生徒会長のことさえなければ二人でベンチに座って海風に吹ふかれながら景色を眺ながめたりできたのに……。自分の力のなさが、ふがいなかった。竜崎にあんな寂しそうな顔をさせないためにも、剣の呪言ソード・ワードに替かわる戦法を編みださなくては、と俺は思いを新たにした。

　船を見回すと、まじめそうなブラウス姿の委員長が船室の座席に座っていた。委員長は難しく顔をしかめて窓の外を見ていたけれど、俺と視線が合うと、あわてて本を読んでいるふりをした。委員長のまわりには、三年生らしき生徒が何人か座っている……もしかして委員長を監視している生徒会長のスパイかもしれない、と思って、俺も何食わぬ顔を作りながらその場から離はなれた。

　織お田だは、船の舳へ先さきに立っていた。ハレの日はいつもそれなのか、白い特とつ攻こう服ふくを着て、海風にすそをなびかせている。けれど、何度もキョロキョロと後ろを向いて、織田にしては珍しく、えらく警けい戒かいしているようだった。俺が近くを通ったときもビクッとして振りかえったけれど、俺の顔を見ると少し緊張が解けたような顔をして、すぐに視線をそらした。

「あまりウロウロしないで、じっと座っておきなさい、少年よ……」

　ペルチェの声がどこからか聞こえた。どこだ？　姿が見えないので、俺はペルチェの姿を捜す。よく見ると、デッキに置かれた消火バケツの中に銀色の液体がなみなみと入っていた。

「……ペルチェ？」

　俺はバケツの横にしゃがんで、小声でささやきかけた。銀色の液体は応こたえた。

「船には、生徒会長のスパイがたくさん乗りこんでいます。ウロウロしていたら、だれかと約束をしていることがバレてしまいます。遠足に浮かれる小学生じゃないんですから、じっと座っていてください」

「遠足じゃないのに、なんでゆうべおやつの指定したんだ。っていうか、そうじゃなくて、どこに行ってもだれかがいるから、居場所がなくてウロチョロしてるんだってば」

「それなら、わたしのそばにいれば良いと思います」

「バケツの横に座ってるのも、怪あやしくないか？」

「休日に制服を着ていることに比べれば、そんなに怪しくないと思います。少年よ……」

「服が無かったんだから仕方ないだろっ？」

「とにかく、少年はわたしのそばにいればいいのです。そして、そのへんで青い顔をしてこっちをチラチラ見ている生徒がダッシュしてきたら、わたしの上にゲロをぶちまけないようバケツを死守してください」

　そう言われてまわりを見ると、たしかに船ふな酔よいしたっぽい生徒が何人か、「もしものときにはあのバケツにゲロろう」との決意をこめた目でこっちをチラチラ見ている。

「わ、わかった。がんばってみる」

　俺はドキドキしながら、バケツをかかえた。




　連絡船は一時間ほどで、お台だい場ばの埠ふ頭とうに到とう着ちやくした。俺はバケツをかかえてドキドキしていたけれど、何とか乗り切った。

　連絡船はここだけでなく、東とう京きよう湾わんの埠頭を何ヶ所か回るので、俺たちを下ろすとすぐに次の埠頭へと出発していった。船が完全に見えなくなったのを確かめてから、竜崎が俺のほうに走ってきた。

「ヒロ！　見ろ、すごいぞ！　すごく大きな橋があるぞ！」

　緑いっぱいのだだっ広い埋うめ立たて地ちを走ってくる竜崎は、まるで子犬みたいだ。俺の腕に飛びついて、きゃっきゃと喜びながら遠くを指さす。海に浮かぶ巨きよ大だいな吊つり橋ばしは、東京湾を横切る、有名なレインボーブリッジだ。

　黄泉原とサキさんは、二人で必死にカメラを向けている。

「ひい様、こっち向いてください！　レインボーブリッジを背景に記念写真をお撮とりして、竜りゆう王おう様さまにお送りします！」

「ヒロは邪じや魔まだからどいて！　私服のひい様もかわいいです、ガルムを抱だっこしてみてください、そうそう！」

　なんか、思いっきりおのぼりさんだ。「小さな犬を抱っこしてる美少女」っていう絵ヅラはたしかにかわいいと思うけど、抱っこしてるのがライオンカットの怖い顔のチワワという点で、なんかもういろいろ台無しなんじゃないかと思うんだが。

　それにしても、竜崎と黄泉原は生徒会長の力を目の前で見たはずなのに、えらくのん気である。竜王の娘むすめだけあって、なんだかんだでけっこう修しゆ羅ら場ば慣れしているのか、肝きもがすわっているのかもしれない。

　そこに、携けい帯たい電話のメール音が「ピロリン♪」と鳴った。携帯を開くと、織田からのメールだ。そういえば、織田たちは俺より先に連絡船を下りたみたいで、俺が下りたときにはもう姿が見えなかった。ペルチェはさっき、バケツの底に服を敷しきこんでいると言っていた。服の中に入りこんでから人間の形に戻るので、みんなの前でヌードになるのは避けられる、とも言っていた。でも船を下りるとき、まだペルチェがバケツの中にいた状態で別れたきり、やはりそのまま見失っていた。

　メールには、「モックで待ってる」と書いてある。一足先に、人目につかないところまで移動したらしい。矢印つきの地図まで添そえてくれて、鳴かないホトトギスは殺してしまう勢いの雑な行動パターンに見えて、けっこう気配りが細かいんだな。

「おーい、みんな。行くぞー！」

　まだ撮さつ影えい大会をしている竜崎たちを、俺は大きな声で呼んだ。




　地図をたよりに到着したのは、ハンバーガーで有名なモクドナルドだった。土曜日なので、ものすごく混こんでいる。

「犬は飲食店に入れないから、ガルムはここでお留守番だぞ。お持ち帰りでナゲット買ってきてやるから、いい子で待っているのだぞ」

　竜崎が、店の前にガルムをつないで頭をナデナデした。ガルムはうれしそうに舌を垂らして、ハッハッと息をはずませる。その顔もまたいっそう怖くて、こんな怖いライオンカットのチワワを店の外につなぐなんて営業妨ぼう害がいなんじゃないか……と思った。

　だけどガルムの顔の怖さ以上に、ガルムを思いやっている竜崎の優しそうな顔がかわいいな……と、俺はつい目を細めて見とれてしまった。

「ひい様……何とお優しい、しかもかわいい……」

「あー抱きしめたい。身分の差がなければ、ぎゅっと抱きしめたい」

　俺だけじゃなく、黄泉原とサキさんも竜崎にうっとりしていた。

　そうして、ものすごく混んでいる店内に俺たちは入って行った。すると、人々の視線がいっせいに俺たちのほうに向いた。

「うわっ……あの緑のフワ髪の子、すごいかわいい！　ひょっとしてブジテレビの撮影じゃない？」

「オッドアイの子もすごくエロかっこいい！　足長～い！」

「メイドの子もかわいすぎる！　ぜったい撮影だってこれ！」

　思いっきり注目されてるけど、三人といっしょにいる俺の存在が完全にスルーされている。

「遊佐、遊佐！　ここだ！」

　席についていた織田が、緊きん張ちようした表情で小声で叫さけび、ごく小さく手を振った。びくびくしていて、織田らしくない。緊張のおももちの委員長と、いつもどおり無表情なペルチェも、もう席についていた。

「わざわざご足労かけましたね、遊佐さん。麻桜島には、お姉様のスパイが多いのでね」

　委員長が、憎にく々にくしげに言った。

「魔王たるもの、鶏けい口こうとなるも牛ぎゆう後ごとなるなかれ……。小さくても一いつ国こく一いち城じよう一ダンジョンの主を目指すのが、魔王というものです。副会長になんか甘あまんじるわけにはいかないし、勇者みたいに仲良しパーティ組んで友情ごっこしてる場合じゃないんです。なのに、お姉様のカリスマに目をくらまされた魔王候補生どもは、魔王としての本分を忘れて日ひ和よって、ほんとに情けないかぎりです」

「なんか、仲良し四天王とか作ってごめんなさいだ……」

　竜崎が、いじいじと人差し指をつつき合わせた。四天王といいながら、三人しかいないことはいいのか？

「わたしの名はペルチェ、その点においては委員長に同感です……。カリスマに目をくらまされていたとしても、恐怖にひれ伏ふしていたとしても、魔王のくせにそのような心がまえでは、とうてい世界を支配することはできないでしょう……」

　ペルチェが、凍こおりつくような冷静な口調で言った。ペルチェの私服は、体にぴったりした銀色のミニスカワンピだ。めちゃくちゃ目立つ。

「ペルチェ、その服何なんだ！」

　思わず聞いた俺おれに、ペルチェは、あいかわらず無表情な目をして答えた。

「バケツの底に入れてきた私服ですが、何か問題がありますか、少年よ……？」

「いや、これ……浮いてない？」

「浮いて……ますか？　ちょっと自信あったのですが……」

　ペルチェが、ちょっとがっかりした顔をした。すると竜崎が、

「そんなことないぞ、テクノっぽくてすごくかわいいぞ。ぱひゅーむみたいだぞっ！」

　と、力いっぱい肯こう定ていする。竜崎ってほんとにいい奴だ……生き馬の目を抜ぬく勢いでしのぎを削けずりあう魔王学校では、劣れつ等とう生せいになってしまうんだろうけど。ペルチェは、無表情だけれどもちょっとだけうれしそうに、

「ぱひゅーむ……ですか？　それが何なのかわたしのデータベースにはありませんが、何となく誉ほめられているのだと認識しておきましょう……」

　と、言った。

「服のことなんかどうでもいいぜ、遊佐だって制服なんだから人のこと言えねーだろ。それに、今はもっと大事な話があるだろ！」

　織田が、そわそわしながら早口に言った。ほんとに織田らしくない、ビクついてイライラしている。サラシが巻かれた豊かな胸に、周囲の男子の目が釘くぎづけになっているけれど、それどころではないようすだ。ちょっと気にしたほうがいいと思うんだが。

「ああ、大事な話。生徒会長のことだな」

「いや、それはもう、アタイはあきらめたほうがいいんじゃないかと思ってんだ」

　織田は、びくびくして決して目を上げずに言った。えっ……あきらめるって、何を？

「生徒会長と戦うのを、あきらめるってことか？」

「そうだ……遊佐の経験値もあきらめる。だって、ぜったい勝てない相手なのは見ればわかるだろ」

　震ふるえている織田に、ペルチェが冷たい目を向けて淡たん々たんとたずねた。

「それは要するに、生徒会長が強いのでビビって、戦せん闘とう放ほう棄きすると宣言されているのでしょうか……？　魔王なのに、天下統一を投げだして、そのへんの低レベルおつかいダンジョンの城主あたりで満足しておこう……と、おっしゃるのですか？」
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「だって、夢に見るんだ……思いだすだけで、全身汗あせだくになるんだよ！　何て言われたって、アタイは生徒会長には勝てないし戦えない。なのにペルチェが共闘を持ちかけてきたから、アタイを巻きこむなって言いにきたんだよ……！」

　織田は、ガチガチ震えている。竜崎たちは心配そうな顔をしていて、委員長は厳しい表情で考えこんでいた。そしてペルチェは、くだらないものでも見るかのように、冷ややかな視線を織田に向けてため息をついた。

「わたしの名はペルチェ、わたしはいっこうにかまいません……。第六天魔王が抜ければ、生徒会長を倒たおしたあとで、少年を手に入れる確率が、それだけ高くなるわけですからね……」

「織田さんはもう少し骨があると思ってたんですけど、お姉様ごときにびびるなんて、魔王失格じゃないですか？」

　委員長が冷ややかに言った。魔王失格とまで言われても、織田は震えるばかりで何も言い返さなかった。生徒会長の圧あつ倒とう的てきな戦せん闘とう力りよくが、完全にトラウマになっているらしい。

「あの、その話はあとでゆっくりすることにしないか？」

　ふと、竜崎が俺たちを不安そうに見回しながら口を開いた。

「モックに来たからには、まずは注文すべきではないか？　テーブルの上に何も置いてないのに座ってると、まわりで席を探してウロウロしている人の目が気になるし、カウンターからの店員さんの視線も気になるではないか」

　竜崎は竜王の娘なのに、けっこうまわりに気をつかって生きてるようだ。サキさんが、黄泉原に見て言った。

「冥めい土と、あんた代表で行ってきなさいよ」

「えっ……ぼ、ぼくがですか？　サキさんが行かれたらどうですか？」

「あたし、注文覚えても三歩歩いたら忘れちゃうんだもん」

「三歩歩いたら忘れるって、猫ねこですか！」

「百合ゆり的には女役ネコじゃなくて男役タチなんだけどねえ」

「うまくないです、全然うまくないです」

「おつかいなんだから、メイド服を着てる冥土が行くのが適任ってやつじゃない？」

「メイド服は関係ありません、これはひい様にお茶をお出しするときのために着てきただけです。ぼくはひい様に忠誠を誓ちかってるんです、他ほかの人に仕えるつもりはないので、おつかいに行くつもりもありません！　そんなことをしたら、ひい様を裏切ることになりますから！」

「それならあたしだってそうよ！　ひい様以外の人のために何かするつもりなんて、まるっきり無いもん！」

　言い争っている二人にあきれて、俺は口をはさんだ。

「何モメてるんだよ、忠誠とか裏切るとか、そんな大げさな問題じゃないだろ。カウンターで店の人に注文するだけじゃないか」

　すると、ペルチェが冷たい声で言った。

「『カウンターで店の人に注文するだけ』とは、ずいぶん余よ裕ゆうですね、少年よ。それなら少年が行ってはどうですか……？」

「いや、行くけど。ペルチェもいっしょに来いよ、一人じゃ持てないから」

「わたしの名はペルチェ、わたしには無理です。そのカウンターの前に行くまで、どんなメニューがあるかよくわからないので、ゆっくり選べなくて焦ってしまうのです」

「いや、遠えん慮りよせずにゆっくり選んでいいんだけど。行列を作ってもらって売れてるように見せるように、わざわざカウンターに行かないとメニューがわからないようにしてあるんだからさ」

「しかし、ノロノロ選んでいるときに後ろに並んでる人々の『百円モックごときで悩なやんでんじゃねーよ、使えねー奴』的な視線がムカつくのです。この完かん璧ぺき究極機械人間であるわたしを、猿さるの末まつ裔えいの人間ごときが見下すなど、万ばん死しに値します。だからといって魔王の存在を知らないパンピーを虐ぎやく殺さつしたら、魔王の存在を秘密にしている魔王ギルドに怒おこられるので、ムカつくだけだからお断りなのです……」

「いや、魔王ギルドに怒られなくても虐殺はやめとけ」

「わたしの名はペルチェ。とにかくお断りです、わたしの名はペルチェ……」

「仕方ないなー。でも一人じゃ持てないし……委員長は？」

　俺が委員長に振ると、委員長は一瞬の迷いもなく、きっぱりと言い切った。

「めんどくさいので行きません」

「素す晴ばらしい理由だな」

「ちなみにうちの会社も、めんどくさいので労働運動とか起こす人間にはサックリ消えていただいています」

「ブラックすぎるだろ！　竜崎は？」

　俺が振ると、竜崎は思わず立ちあがろうとしたのだが、その前に黄泉原が怒って止めた。

「何を言ってるんだ、遊佐くん！　ひい様におつかいに行かせるなど、失礼千万じゃないか！」

「うう、ごめんなのだ、ヒロ……すっごく手伝ってあげたいのだが……」

　竜崎は眉をハの字にし、両手をこすり合わせて謝っている。

「いいよ、仕方ない。あと残ってるのは……」

　俺は、唯ゆい一いつまだ無理だって言ってない織田に目を向けると、織田はあわてて顔の前で手をペケの字にクロスさせた。

「あっ……アタイも無理だ。ドリンクはスモールですかラージですか、って質問の意味もわかんねーし」

「スターボックスでトールかショートがわからないって奴はいても、ラージとスモールはふつうわかるだろ。スモールが小さいんだよ」

　俺が説明すると、竜崎が横から、目を輝かがやかせてぱちぱちと拍はく手しゆしてきた。

「そうだったのか、ヒロすごい！」

「いや、これぐらいで誉められても……っていうか、竜崎も知らなかったのかよ！」

「では物知り博士のヒロにもうひとつ、長年の疑問を質問だ。チキンナゲットの『ナゲット』とは何なのだ？」

「えっ」

　俺は固まってしまった。織田が、ぽんと両手をたたく。

「よし、答えられなかった遊佐の負け！　注文してこい！」

「そんなルールだったかっ？」

　無む理り矢や理り押おしつけたな。まあ、がんばって一人で運ぶか……まったくもー、助け合いの心とか無いのかよ？　いや、無いのか。魔王だもんな。

「わかった、俺一人で買ってくる。で、みんな、何にするんだ？」

「今、からあげチキンとフィレオモックが百円なのよね。じゃああたしは、フィレオモックと水」

　サキさんがそう言って、俺の前に百円玉を置いた。俺は思わず、耳をうたがった。

「フィレオモックと水、って！　百円しか使わない気かよ、ジュース頼めよ！」

「だって、船に乗ってるあいだにのどがかわくといけないと思って、寮の自じ販はん機きでペットボトル買ってきちゃってるし」

　と、サキさんがペットボトルを俺に見せた。いやいや、持ちこむなよ！　いっぽう織田は、サキさんの情報に目をキラキラさせながら食いついて、俺に言った。

「フィレオモックってふだん二六〇円もするのに百円？　お得じゃねーか！　それなら二個買わなくちゃだな、遊佐！」

「なんだよ、『それなら』って。二個とかやめろよ、買いに行かされる俺が恥ずかしいだろ！」

「それと水」

「いや、だからジュース頼めよ！　モクドナルドが気の毒だろ！」

「だって、アタイもペットボトル買ってきてるしさ」

　織田がペットボトルを俺に見せた。さすが魔王だけあって、用よう意い周しゆう到とうだ。常に城に万ばん全ぜんの態勢をしいて、勇者を待ち受けてるだけのことはある。そして魔王だけあって、持ちこみ禁止のマナーを全っ然守る気無しだ。

　委員長とペルチェが、軽く手を上げて言った。

「わたしもフィレオモックと水でお願いします、ほかのメニュー知りませんし」

「少年よ、わたしもフィレオモックと水で……」

　すると、竜崎と黄泉原も言った。

「みんながそれなら、こなたもー！」

「ぼくは、四天王としてひい様と同じものを毒見いたします」

「だれかジュース頼めよー！」

　俺は頭をかかえて叫んだ。こいつら、自分で注文するときだとぜったい、店員さんの「注文は以上でよろしかったでしょうか？」っていうセリフを聞いて、注文した数少なくて怒ってるんじゃないかなって気を回して、ジュースからポテトからソフトクリームやアップルパイまで、サイドメニュー思いっきり注文するくせに！

　仕方なく、俺は列に並んだ。まわりの奴らが、俺に注目してささやく。

「あっ、あいつ一人で買いに行くんだ」

「やっぱそれぐらいサービス精神あるから、あんな十人並の顔でも美少女六人はべらせられるんだな～」

「モテを決めるのは顔じゃないんだな。メモメモ」

　別に、あいつらといっしょにいるのはモテてるわけじゃないんだが……。っていうか美少女六人って、一人は中身、男ですから。

　列に並んでいると、店員さんが紙かみ袋ぶくろを手に呼びだしをしている。

「モックポークとからあげチキンのお客様～。モックポークとからあげチキンのお客様～」

「百円モックのモックポークと、今だけ百円のからあげチキンか～。二百円でガッツリ肉を食ってやる、っていう気き概がいを感じるねえ」

　俺の後ろで並んでた奴らがささやいた。辛つらい、この状じよう況きよう、俺なら名乗り出られない。注文するのが、気が重くなってきた。せめて自分の分だけでも、ポテトとジュースとアップルパイぐらい食べられるかぎり注文しよう……。

　落ちこんでるあいだに、順番が回ってきた。店員さんが、にっこりとほほえむ。

「お待たせしました、ご注文は？」

「あ、あの……あれ？」

　俺は、カウンターの上のメニューを見て目をこすった。そこには、「フィレオモック　二六〇円」の文字があった。

「あの……フィレオモックって、百円じゃ……？」

「あ、申し訳ありません。フィレオモックの百円キャンペーンは、きのうで終わりましたが」

　何ーっ！

「では、フィレオモックでよろしかったですね？」

「あ、ちょ、ちょっと待って！　ちょっと待ってください、また来ます！」

　俺はあわてて席にもどると、顔を真っ赤にしてサキさんにかみついた。

「ちょっと、サキさん！　フィレオモックもう百円じゃないって！　めちゃくちゃ恥ずかしかったぞ！」

「そう。じゃあ、モックポークでお願いね」

　サキさんは謝りもせず、しれっと言いはなった。結局百円モックなのかよ！

「それとお水ですよ、遊佐さん」

「だから、誰かジュース頼たのめよ！　どんな羞しゆう恥ちプレイだ！」

　俺は頭をかかえた。ほんとこいつらって、極ごく悪あく魔ま王おうなんだな……と思った。




　こうして俺は、トレイに山盛りのモックポークをかかえてもどってきた。

「わーい、待っていたぞヒロ！　お疲れっ、いっしょに食べよ♪」

　竜崎の屈くつ託たくのない笑顔で、ちょっと救われた気がする。モックポーク八個注文したとき、店員さんの目が「それだけ？」みたいに鋭するどく光ったような気がしたのは、気のせいということにしておこう。いちおう俺は、ポテトとジュースとナゲットとアップルパイも買ったし……。

「遊佐、なんでナゲットソース、マスタードじゃないんだ？　わかってねーなー」

　落ちこんでいた織田も、食い物を前にするとちょっと元気になったようだ。っていうか、なんで俺のナゲット勝手に食ってるんだ？

「やめろよ織田、それ俺のナゲットだぞ！」

「遊佐のものはアタイのもの、アタイのものはアタイのものだろ」

「前も注意したと思うけど、そのジャイアニズムな考え方で明あけ智ち光みつ秀ひでの領地を取り上げたから、織お田だ信のぶ長ながは明智光秀に成敗されて本ほん能のう寺じで死んだんだろ」

「あの謀む反ほん人にん、ムカつくよなー。小学校の教科書にも書いてあったけど、主君が安心しきってまわりに小こ姓しようや侍じ女じよとか百人ぐらいしかいないところを、一万三千人も率いて攻こう撃げきとか、どんだけ卑ひ怯きようなんだって話だよな。あいつさえいなきゃ、ご先祖様が天下統一を果たしてたのに、ったく腹立つよなー」

　いや……明智光秀は人徳のある武将だったから、極悪非道な信長をこれ以上放っておいたらますます多くの死者が出ると思って正義の鉄てつ槌ついを下したって、俺は勇者予備校で習ったのだが。お互たがいの教科書がぜんぜん違ってるのは今にはじまったことじゃないので、俺はだまっていた。

「ナゲットを取られるぐらい、かわいいものですよ。お姉様こそ、ジャイアニズムの権ごん化げですから」

　委員長が、イラついたようすでモックポークにかじりついた。

「わたしのものはお姉様のもの、お姉様のものはお姉様のもの、それどころかわたしだってお姉様の所有物！」

「妹大好きな、いいお姉さんではないのか？」

　竜崎の能天気な意見に、委員長はぶんぶんっと首を横に振る。

「わたしは、お姉様の所有物ではありませんから。なのにお姉様は、いつもわたしの『一番』になりたがって、子供のころ、大好きだったぬいぐるみもお姉様がこっそりカッターナイフでズタズタにしたんです。わたしがお姉様以外のものを愛するのは許さない、わたしを含ふくめ自分以外のだれ一人として自分以上の存在にはさせない、って……」

「あら、ひどい。生徒会長って一年生のときはときどき見かけたけど、そんなタイプに見えなかったのにね。優しそうで美人で、正直ちょっと好みだったんだけど……あ、もちろん、ひい様にはぜんぜんかないませんけどねっ？」

　サキさんが、さりげなく問題発言を口走ってしまって、必死にフォローしていた。

「とどめは、前の生徒会長です……。つねにわたしにとっての『ナンバーワン』になりたがったお姉様は、何が何でも生徒会長の座を手に入れるため、入学と同時に生徒会室に一人で襲しゆう撃げきをかけて、前の会長・副会長・書記・会計、四人まとめて全ぜん滅めつさせてしまったんです」

「全滅って、まさか殺したとか……」

「そこまでやったら、魔ま王おうギルドから視察入ってくれますから、むしろそこまでやってくれれば良かったんですけどねえ……」

「あー、その話、聞いたことがあるわ」

　と、サキさんが軽く手を上げた。さすが同じ学年だけあって、サキさんは生徒会長のことに詳くわしいようだ。

「殺してはいないけど、魔王ってみんなそれなりに王者のプライドってあるじゃない。それがズタズタになるぐらい圧倒的な魔力と戦闘力で蹴け散ちらされて、肉体的にも精神的にも再起不能になって、みんな退学して魔王をやめちゃったのよ。それで、二度とこんな暴挙が起きないように生徒会室に封ふう印いんされたって話。生徒会長クラスの優等生魔王から退学者をボロボロ出したんじゃ、それこそ魔王ギルドから視察が入って校長はクビになっちゃうからね」

「魔王学校の生徒会長レベルの魔王を、それも一人で四人も相手にしてズタズタにするぐらいの魔力と戦闘力って……」

　黄泉原がごくりと息をのみ、竜崎にささやいた。

「ひい様、ぼくたちもこの件からは手を引いたほうがいいのではないでしょうか？」

「手を引くって、どういうことなのだ？」

「共きよう闘とうは無しにしましょうってことです。織田さんと同じように、遊佐くんのことはきっぱりすっきりあきらめて、生徒会長にあげちゃってもいいってことで」

　青ざめて怖おじ気けづいている黄泉原に、竜崎は食ってかかった。

「そんなのやだ！　ヒロはだれにもやらん、こなたのものだぞ！」

「いや、俺も今の話を聞いたら、竜崎は手を引いたほうがいいと思うぞ。なんか全然レベルが異次元だし、劣れつ等とう生せい魔王の竜崎じゃケガするだけだって」

　俺が竜崎に言うと、竜崎はぶんぶんと首を横に振った。

「やだ！　こなたはヒロを守りたいのだ！」

　竜崎が手足をじたばたさせて、だだをこねた。

「俺だって竜崎を守りたいんだよ、だから安全なところに逃にげてほしいんだ」

「そうですよ、ひい様。あの生徒会長のケタ違いの召しよう喚かん魔法からひい様を守り抜ける自信、はっきり言ってありませんから。だってまともな戦力になるのって、ヒロ、委員長さん、芽め樽たるさん、織田さん。たった四人なんですよ？　一万対四じゃ、数的に圧倒的に負けじゃないですか！」

「数的に負け？」

　竜崎が、呆あきれたように目をまるくした。

「サキ、もう中三なのに算数もできないのか？」

「何がです？　あたし、どこか数えまちがいしてましたか？」

　怪け訝げんそうなサキさんに、竜崎が自信満々で説明した。

「だって、こなたたちが戦う相手は、生徒会長たった一人であろう！　なら四対一で、数的にはこっちが圧倒的に有利ではないか」

「何だよ、その変な計算！　ついでに、中学生は算数じゃなくて数学だし！」

　思わず叫んだ俺の耳に、織田がボソッとつぶやく声が聞こえてきた。

「変な計算じゃねーぞ、遊佐。ご先祖様の算数だ」

「ご先祖様の算数？　信長の、ってことか？」

「ご先祖様は桶おけ狭はざ間まの戦いで、三万人の兵力を持った今いま川がわ義よし元もとと、三千人で戦って勝ったんだ。十倍の敵と戦って勝てっこないってみんな思ってたけど、ご先祖様は、敵は今川義元一人だけだから、つまり三千対一みたいなもので全然ＯＫ、むしろこっちが超有利、的なノリだったんだよ。実際十倍の敵をやっつけるのは無理だけど、敵てき陣じんをまっすぐ今川義元めがけて突つっ切きれば、そんなたくさんの敵と戦う必要ねーしな」

「あれ。なんかそう聞くと、すごくちゃんとした作戦っぽく聞こえるな」

「ご先祖様は戦いくさの天才だからな。でも、子孫のアタイは……」

　織田がうなだれた。やっぱり、まだトラウマが強く残っているらしい。

「いいよ、織田。俺一人でも大だい丈じよう夫ぶだ、何とか打開策を考えるから。今の生徒会長の話を聞いたら、俺のためにだれも巻きこみたくない」

「俺のため？」

　ペルチェが、冷ややかな声で言った。

「かんちがいしないでください、少年よ……。わたしたちが共闘するのは、少年のためではありません……少年の経験値をわたしたちが手に入れるため、すなわち自分のためなのです……わたしの名はペルチェ……」

「そうです、お姉様なんかに遊佐さんの経験値を渡わたさないために戦うんです。お姉様に、いつまでも調子ぶっこかせとくわけにはいきません。この世に魔王は一人でいいんですから！」

　委員長も、堂々と言い切った。不ふ屈くつだなー……っていうか、そんなこと店の中で大声で叫んだら、魔王の存在を知らないまわりの人たちが変に思うんじゃないか、と思って、俺はあわててきょろきょろまわりを見まわした。

　大丈夫だ、だれもいない。

「……えっ？　だれもいないっ？」

　俺はあせった。さっきまであんなにたくさんいた客が、一人もいなくなっている。店員までいない。織田の後ろに立っている、一人の女の子以外には……。




　その女の子は、織田と張るぐらいスラッと背が高くて、ボロボロのミリタリールックがすごくよく似合っていた。長い髪かみを顔の左がわで一本の長い三つ編みにまとめ、迷めい彩さいズボンの片方はボロボロに穴が空いていて、もう片方はパンツみたいに足の付け根のラインでぶっつり切られている。

　ごついミリタリーブーツもベレー帽ぼうも、エロかっこいい。ボリューム満点の胸のラインが目立つカーキ色のタンクトップからむき出しになっている肩かたには、花のような柄がらのタトゥーがあった。

　肩からたすきに弾だん丸がんのベルトをかけ、片手には……ショットガン、と思ったけどこれはもしかして、火ひ縄なわ銃じゆう？　火縄銃の台にも、タトゥーと同じ花のような柄が描かかれている。

「やっとあたしの結界に入ったわねェ、第六天魔王……この日が来るのを、ずっと待ってたわ。何があろうがあきらめずに、ずっと待ってたのよねェ」

　女の子は、蛇へびのようにちろりと舌なめずりした。第六天魔王？　ということは、織田の知り合いなのか？　類は友を呼ぶということわざが、あまりにもぴったりなシチュエーションだな。

　だが、織田はモックポークに集中しすぎていて、彼女のことも、モクドナルドの店内にほかに人がいなくなったことにも気づいていない。

「同じ味が二個だと、さすがにあきるかなー。片方、ふつうのバーガーにしておけばよかったかなー……」

「ちょっと、第六天魔王。聞こえてるわよねェ？」

「織田、後ろの人、呼んでるぞ。友達じゃないのか？」

　俺は女の子に気をつかって織田にそう言ったが、織田はやはり聞こえないふりをしている。

「アタイ忙いそがしいんだよ。ああ、かたっぽ、ふつうのハンバーガーにしといたほうが良かったかなあ……」

「無視してるんじゃないわよっ、第六天魔王！」

　ついに女の子がキレて、織田の肩をぐいっとつかんだ。そのひょうしに、織田の手のモックポークがぽろりと床ゆかに落ちる。織田は、がくぜんとしていた。

「あっ……モックポークが……まだ半分以上残ってたのに……っ！」

　織田はぼうぜんとし、それから怒いかりにこぶしを握にぎりしめながら震え、ついに瞬しゆん間かん沸ふつ騰とうする勢いでブチ切れた。

「何してくれてんだァァァァーっ！　殺すぞ、このホトトギスがァァーッッ！」

　いきなり、織田は長ドスを振りあげた。ちょっ、これぐらいで殺すとか、激しすぎるだろ！

「出いでよ茶ちや坊ぼう主ず！　茶ぶぶ漬づけでもふるまったれやァーッ！」

　ちなみに「ぶぶ漬けでもどうどす」というのは、何でも超ちよう婉えん曲きよくに表現する京きよう都と人じんが、招かれざる客に対して超ちよう遠とお回まわりに「帰れ」と言うときのセリフだ。

　ふだんなら織田の長ドスからカラクリ人形のような小さな茶坊主が現れ、相手を柄ひ杓しやくでボコったり、熱いお茶をぶっかけたり、千せんの利り休きゆうもびっくりの茶の湯のマナーで暴挙を繰くり広ひろげるのだが、どうしたことか……茶坊主が、出てこない。

「あれっ？　あれっっ？」

　織田は、必死に長ドスを振った。出ないボールペンは振るとたまに出てくるけど、長ドスをどんなに振っても茶坊主は出てこない。

「おかしいな。詰つまってんのかな」

　織田は、長ドスを裏っ返したりすかしたりして、しげしげと眺めている。織田の背後に立っている迷めい彩さい服ふくの女の子が、イライラしながら険のある声で言った。

「人の話まるで聞いてないわねェ、第六天魔王。あんたたちは、あたしの結界の中の『裏世界』に引きずりこまれたのよ。ここはあたしだけの世界、ここではあたし以外の人間の魔法は全すべて封印されるわ」

「結界？」

　いつ、どこに結界なんて引いてたっけ？　俺はためしに、剣の呪言ソード・ワードをとなえた。

「ナイフ！」

　だが、ことばは風を巻きこまない。何も出てこない。それを見て、委員長はあわてて黒い革かわ表びよう紙しに黄色いひよこの絵が入った本を開いた。

「マジック・キングス・ザ・ギャザリング！」

　けれど、やはり何も起こらない。魔王が召しよう喚かんされるどころか、ひよこがピヨとも鳴かない。迷彩服の女の子が、ニヤリと笑った。

「そこのメガネ、あたしは何でもお見通しなのよねェ。あんたたち七人の中で、あんたのその召喚術が一番戦闘力が高いんでしょ？　そういうのは、しっかり封印しとかなくっちゃねェ～！」

　迷彩服の女の子は、火縄銃を委員長に突きつけた。委員長は、ギクッと青ざめる。

　そのとき、織田が横から迷彩服の女の子に長ドスを突きつけた。織田の目は怒りですわっているが、迷彩服の女の子は余裕を見せてニヤニヤしている。

「アタイは茶坊主を封印されたところで、ちっとも困りゃしねーぜ。テメーが何者か知らねーが、アタイの長は谷せ部べ国くに重しげの錆さびにしてやんよ」

「フッ……遊佐ヒロ一匹倒たおせてない実力で、あたしを錆にできるのかしらねェ？」

「できるかどうか、やったらァァーッ！　うおらァァァァーッ！」

　織田が長ドスを振りかざして、迷彩服の女の子を大上段から斬きりつけた。女の子は、その長ドスを片手の火縄銃で止めた。ガチン、と火花が散る。織田は、悔くやしげに顔を歪ゆがませた。

「圧へし切きり長谷部で……圧へし切れないだとっ？」

「堺さか筒いづつは、刀と同じ鋼はがねで作られてるからねェ」

　堺筒とは、堺さかいで作られた火縄銃のことだ。迷彩服の女の子はあいた片手でもう一丁、ピストルのような携けい帯たい型がたの火縄銃を腰こしのベルトから抜き、織田に向けて放った。

　バン！と、乾かわいた破は裂れつ音おんが人のいない店内にひびいた。

「うわあ！」

　織田が、仰あお向むけにドサッと倒れる。

「織田！」

　俺は叫んだ。確実に織田は殺された……と思った。

　だが、このわずか一いつ瞬しゆんのあいだに、織田の前にペルチェが立ちはだかっていた。飛んできた弾丸を、ペルチェはその胸で受ける。弾丸が当たると、周囲の液体金属は波は紋もんとなってその衝しよう撃げきをゆるめ、やがて完全に呑のみこんでしまった。

「あー、びっくりした……短たん筒づつを隠かくし持もってやがったのか」

　織田が、青ざめた顔で胸を押おさえて起きあがる。女の子は、短筒を腰のベルトにもどした。

「火縄銃は発射に時間がかかるから、スペアを持っておくのは当然よねェ。まさか、それが止められるとは思わなかったけどねェ……」

　女の子はペルチェをにらむ。ペルチェは、軽くげっぷをした。

「ずいぶんビビったようですが大丈夫ですか、第六天魔王よ……。しかし、鉛なまり玉だまというのはマズいものですね……わたしのネジの材料には、不向きです……」

「びっ……ビビってねーしっ！　助けてくれとも言ってねーぞっ、ペルチェ！」

　図星をつかれたのか、織田が焦あせってペルチェにかみついた。すると、ペルチェも冷たい声で返した。

「わたしも、別にあなたを助けたわけではありませんよ……。ただ、実力の知れない敵を相手にしているときは、相対的に味方である人材を確保すべきでしょう。生徒会長と戦うための共闘と、理り屈くつは同じですよ……」

「あんたは、未来から来た機械人間の魔王だったっけねェ？　ロボットだけあって、ずいぶん冷静じゃないの」

　迷彩服の女の子は、弾丸を呑みこまれても不敵な笑みをくずさない。っていうか、ペルチェのことまで知ってるのか？

「わたしの名はペルチェ……。どうしてわたしのことを知っているのですか、迷彩服の少女よ……」

「あたしは何でもお見通しだ、って言ったわよねェ？」

「それでは、わたしの戦せん闘とう能力は魔法の封印によって何ら影えい響きようを受けない、ということもご存知ですね……？」

　ペルチェが、腕うでを刀の形に変形させて迷彩服の女の子に突きつけた。女の子は、まったく怖気づくようすもなく、

「もちろん、知ってるからきちんと準備はしてきてるのよねェ」

　と、不敵に笑うともう一発、ペルチェに向けて火縄銃を撃うった。ペルチェは無表情のまま、二発目の弾丸も胸の中に呑みこむ。

「何度撃ってもむだですよ……愚おろかな少女よ。愚かな人間は、学習能力というものが無いのですか……？」

　そのことばが終わるか終わらないかというときに、ペルチェの胸がピシッと凍りついた。ペルチェは無表情の中にもわずかな驚おどろきを見せたが、何が起こったのか確認するために自分の胸に視線を向けるまえに、全身が凍りついてしまった。

「人間様をナメてんじゃないわよ、たかが機械のぶんざいでねェ」

　迷彩服の女の子はそう言うと、凍ったペルチェに向かってもう一発、短筒を撃った。凍りついたペルチェは、木こっ端ぱみじんに砕くだけ散ちってしまった。

「あんたの弱点も調査済みよ……液体金属は、凍らせて砕くのが基本だってねェ。言っとくけど、待ってたって溶とけないわよ？　冷れい凍とう庫こで凍らせたんじゃなくて、友達に頼んで永久凍とう結けつの魔法をこめてもらった魔ま弾だんで撃ったんだからねェ」

「魔法？」

　俺はそのことばを聞いて、頭の中をフル回転させた。

「魔法を使えるってことは、おまえも魔王なのか？　……いや、もし魔王なら、友達のために弾丸に魔法をこめてやったりしない……。ということは、おまえはまさか、勇者なのかっ？」

「同じ勇者どうしなのに、初見で気づかなかったわけ？　魔王どもの中に長年ひたってるうちに、勇者のカンが鈍にぶってきたんじゃないのかしらねェ？」

　迷彩服の女の子は、あざけるように俺に言った。いや、勇者のカンが鈍ったというよりは、彼かの女じよの戦い方があまりにも容よう赦しやも迷いも無くて、どう見ても魔王じゃないかと思うレベルだったからなんだが。

「あたしは聖セントレジェンド中学二年クリスタル組、明智光みつ乃の。第六天魔王……あんたをブチ殺しにきたのよ。あたしたち明智家の完全にして完璧な天下統一を完成させるために、どうしても禍か根こんは断っておかなくっちゃねェ」

「明智……？」

　織田の顔から、サッと血の気が引いた。

「もしかして！　その肩の桔き梗きよう紋もんのタトゥーとか、気になってたんだ。テメーご先祖様の四天王の一人、明智光みつ秀ひでの子孫か！」

「そうよ、この火縄銃に刻まれてるのも先祖代々の桔梗紋。織田志し信のぶ、あんたも本能寺の信長と同じようにここで死ぬのよ！」

　明智は、織田に向けて火縄銃のねらいをピタリと定めた。

「ちょっ、ちょっと待ちなさいよ！　こっち見て、ちょっと！」

　サキさんが、あわてて叫んだ。必死で目をパチパチしている。サキさんのオッドアイの金色のほうの目は、他人の心に入りこんで淫いん夢むを見せる能力がある。しかし明智は、織田から視線を動かさない。

「言っとくけど、淫魔サキユバスの誘ゆう惑わくとか効かないわよ。あたし、天下統一以外には、男にも女にも興味ないからねェ」

「ちょっ……あたしのことまで知ってるわけっ？」

　サキさんは青ざめ、黄よ泉み原はらの肩を両手でつかんで押しだした。

「じゃっ、じゃあ冥めい土とはどーだ！　男でも女でもなくて、男の娘こよ、男の娘っ！　好きにしていいわよ、どうっ？」

「やめてください、サキさん！　ぼく、ひい様以外の女の子にさわられたくありません！」

　黄泉原が泣きそうになって叫んだ。でも、やっぱり明智は目を向けようともしない。

「興味ないって言ってるでしょ。女装男子とか、ねらいすぎててあざといしねェ」

「べっ、別にぼくはねらってるわけじゃっ……！」

　黄泉原が、思わず言いかえした。竜崎以外の女の子にさわられたくないとはいっても、全否定されるとムキになるらしい。

「サキは人選が悪いのだ。色いろ仕じ掛かけで行くつもりならば、ヒロを選ぶのが筋というものではないか」

　竜崎が、ものすごく自信たっぷりで俺を見つめた。その瞬しゆん間かん、サキさんと黄泉原が同時に「ハァ？」みたいな、ものっすごく冷たい目を向けた。二人とも竜崎のことが大好きだから、今俺たぶん、めちゃくちゃ恨うらまれてると思う。あわてて俺は、竜崎に言った。

「バカ、竜崎！　俺が黄泉原より美少年なわけないだろっ、黄泉原って顔面偏へん差さ値ち七十軽く超こえてる顔だぞっ？」

「あ……でも、だからといってヒロを差しだすのはいやだ。ヒロはこなたのものだ！」

　竜崎は、半泣きになりながら明智をビシッと指さして叫んだ。

「ヒロはそなたになんかやらぬぞっ、あきらめろっ！」

「いや、勝手に盛りあがってるけど、最初から興味ないわよって言ってるのよねェ」

　明智はうざったそうに流して、火縄銃の引き金にかけた指に力をこめる。

「あたしが欲しいのは、ただひとつ。第六天魔王が完全にこの世から消しよう滅めつすることだけなんでねェ」

　真っ青になって動くこともできない織田に向けて、カチリ、と一瞬の迷いもなく引き金が引かれた。







五章　美しすぎる魔弾の射手







　バン！と、火薬の破裂音が響ひびいた。その瞬間、俺は織お田だを押し倒していた。

　弾丸が俺の肩をかすめる。織田は床に倒れ、俺はその上に倒れた。

「遊ゆ佐さ……血が！」

　織田が大きく目を見開いた。俺の服の右みぎ肩かたが破れ、血がじわじわとにじんでいく。

「かすり傷だ、大したことない」

　俺たちに向けて、明あけ智ちがふたたび火縄銃の引き金を引く。一瞬早く、俺はテーブルを立てて織田と身を隠した。

「ここは俺が食い止めるから逃げろ、織田！」

「えっ……で、でも遊佐は？」

「怯おびえてる女の子一人守れなくて、勇者を名乗れるかよ。いいからさっさと逃げろ！」

　俺はテーブルを盾たてのように持って、明智のほうへ突っこんでいった。織田は一瞬ためらいを見せながらも、店の窓から逃げだした……ほかのメンツも先に逃げだしていたようで、出口の自動ドアのガラスも窓のガラスもすで割られていた。

「邪じや魔まよ！」

　明智はテーブルに向かって火縄銃を撃った。弾丸がテーブルに当たると、テーブルが燃えあがって一瞬で黒い粉となり消えてしまう。発火魔ま法ほうを仕込んだ魔弾だったようだ。本気で殺す気か？

「ちょっと待て！　俺は勇者だぞっ？」

「知ってるけど？　でも、あたしの天下統一の邪魔になる奴やつはみんな殺すことにしてるのよ。完璧主義だったご先祖様のように、いっさい手て抜ぬきも油断も無しでねェ」

　明智が、冷たい目で俺に火縄銃のねらいをさだめる。

　そのとき、明智が腰につけている小さなポーチから、何かがパタパタと飛びだした。寮りよう母ぼさんが操あやつる邪眼イビル・アイに似た、目玉に翼つばさがついた使い魔だ。邪眼イビル・アイはコウモリの翼がついているが、こいつは鳥の羽がついている。

「あれ？　これは……」

　そいつは、俺が倒れていた岩いわ見み先せん輩ぱいを助けたあと、聖セントレジェンド島とうのほうへ飛んで行った鳥のようなものにそっくりだった。

「あんたたちの弱点は、この慈じ眼がんで全てお見通しなのよねェ」

「そうか、このあいだ学校に行く途と中ちゆうだった俺たちを襲おそったのはおまえだったのか……あれは、織田をねらってたのか！　その声とか、『ねェ～』ってねばっこい語ご尾び、聞き覚えがあるぞ！」

「あたしは何でもお見通し……あんたはサラブレッド勇者のくせに、受験ミスって魔王養成中学に通うハメになったんでしょ。ダサいわよねェ」

「ほっとけよ！　それに勇者が勇者を殺したって、経験値にはならないぞ？」

「経験値にならなくても、ライバルは減るでしょ。あたしが欲しいのは天下、すなわちナンバーワンになることなのよねェ。そのために、四百年以上も目の上のタンコブだった第六天魔王を滅ほろぼすこと、ついでにそのお仲間の経験値をいただいて、さらについでにライバルであるあんたを消そうっていうのが、この結界ホイホイ計画の目的なわけなんでねェ。わかったら、おとなしく殺されときなさいよ」

　今にも引き金を引こうとする明智を、俺は必死に説得しようとした。

「待て待て待て待て！　その考えかた、勇者っぽくないだろ！　おまえは勇者なんだろっ？」

「そりゃご先祖様は第六天魔王を倒したんだから、魔王を倒した人間は相対的に勇者ってことになるわねェ。信のぶ長ながの四天王でありながら、いきなり謀む反ほんを起こして奇き襲しゆうをかけて、だまし討うちで主君を殺して天下を手に入れたとしてもねェ。そしてあたしは、卑怯も作戦のうちだって考えてる。完全なる勝利のためには、同じ勇者を殺すことだって何も迷わないってことよ！」

　明智が、火ひ縄なわ銃じゆうの引き金にかけた指にぐっと力を加えた。今度はもう、身をかくすところが無い。

　だが、手元に転がった紙コップがあった。俺は、とっさにそれを明智に投げつけた。

「きゃっ！」

　氷水が、明智の顔を直ちよく撃げきした。同時に、明智の顔のそばで赤く燃えていた火縄銃の火縄と、腰の短筒の火縄を、一気にジュッと消す。

「ああっ、火縄が！」

　明智が、あわてて濡ぬれた火縄を外す。これで、しばらく発射できないだろう。

　店の中にはだれも残っていない。凍ったペルチェを残していくのは心配だったが、今はまずこの状況を打破するのが先決だ。俺は、大急ぎで店を飛びだした。

　明智は濡れた火縄を投げ捨て、ポケットから新しい火縄を取りだして、付けかえながらどなった。

「逃げてもムダよ！　あたしの結界からは逃げられないんだからねェ！　この裏世界にいるのはあんたたちだけ、魔王学校の先公も魔王ギルドも助けちゃくれないわよ！　一匹ぴきずつ狩かってやるわ！」

　まさにハンターだ。俺はぞっとしながら、必死に逃げた。




　明智が言うとおり、お台だい場ばの海沿いの道を走っても走っても、だれもいない。おしゃれなレストランにもだれもいないし、変な丸い玉がくっついたブジテレビのビルにもだれもいない。

　いや……人はだれもいないが、空に何か影かげのような鳥のようなものが飛び交っているのは見える。あれはいったい、何なんだろう……？

　俺が息を切らして走っていると、いきなり近くのしげみから手が伸のびて俺を引きこんだ。

「うわー！　はっ、放せ放せーっ！」

「暴れるな、バカ！　アタイだよ！」

　暴れる俺の動きを止めるため、地面に押しつけたのは織田だった。俺はびっくりして、織田を見あげた。

「織田っ……？」

「シッ、大声出すな。慈じ眼がんがそのへんをウロウロしてる」

　織田が、俺の上にまたがったままくちびるに人差し指を当て、警戒するようにしげみの外に視線を向けた。

「ここまで来ても茶坊主を出せねーんだ。あいつの結界って、どんだけ広いんだ？　ペルチェが凍ってるうえに、委員長やテメーの魔法が封印されてる状態じゃ、共闘する相手もいねー。そして、アタイ一人であいつに勝つ自信もねー」

「織田らしくない、弱気だな」

「だって……ご先祖様は、あいつの先祖に負けてるわけだし。相手は飛び道具のうえに、魔弾を使うんだぜ？　勝てるわけねーよ……。コソコソ隠れながら逃げたら結界から出られるかと思ったけど全然出られねーし、ついに第六天魔王のアタイの命運も、本ほん能のう寺じのご先祖様みたいに尽つきたのかなー……」

　織田は完全にへこんで、戦う意思を無くしていた。生徒会長の圧倒的な戦闘力で少しトラウマになっているところに、また太た刀ち打うちできないレベルの強敵が登場してしまったわけだから、いくら凶きよう暴ぼうな織田でも闘とう志しがくじけるのはしかたないことなのかもしれないが。

「竜りゆう崎ざきや委員長は？」

「アタイが走ってるかぎり、見当たらなかった。だいぶ先に逃げてんじゃねーかな」

　俺は携けい帯たい電話を開いた。無人のこの世界では、基地局に電気を送ることができないせいか、携帯電話のアンテナが立っていない。

「電話は無理だな。うろうろ捜さがしてるあいだに、明智に見つかる可能性もあるし……。まずはこの結界を出て、麻ま桜おう中学の先生たちに助けを呼びにいくのが一番かな」

「結界を出て、あいつに見つかったらどうすんだよ。テメーだって剣の呪言ソード・ワードが封印されてるから、戦えねーだろ？　戦えねーってことは、バトルになったら負けるってことだろ？」

「でも、隠れてるだけじゃ勝てる可能性も全然無いだろ。俺は結界の出口を探しに行ってみる」

　そう言って立ちあがろうとした俺の腕を、織田がものすごい勢いで引きとめた。

「ちょっ、ちょっと待て、遊佐！　アタイを一人で残していくつもりかよ！」

「じゃあ、織田もついてくるか？」

「とんでもねー！　明智に見つかったらどうすんだ。本能寺でもご先祖様は包ほう囲い網もうを突とつ破ぱできずに自害したんだぜっ？」

「でも一人で残って、明智に攻撃されても困るだろ。大丈夫だよ、俺が守るからついてこいって。ここでじっとしてたって何も変わらないだろ？　明智に直接やられるか、兵ひよう糧ろう攻ぜめでやられるかの違ちがいだけだぞ」

「守るって……アタイを守ってくれんのか？　遊佐が？」

　織田のほおが紅潮した。俺も、照れくさいことを言っちまったことに気づいて、顔が熱くなってしまう。

「勇者だからな、当たり前だろ。それで……ついてくるのか？」

　俺がたずねると、織田はちょっと迷いながらも、こくりとすなおにうなずいた。やっぱり織田って、凶暴な性格を封印したら、けっこう古風な大和やまと撫子なでしこなんじゃないかな。正直、俺は胸がキュンとした。

「よし、じゃあはぐれずについてこいよ。このへんは埋うめ立たてで作られた人工島が数珠じゆず玉だまみたいにつながってるから、道がわかりにくい。島と島をつなぐ道を知らないと、袋ふくろ小こう路じだらけなんだ」

「う、うん。わかった」

　織田は緊きん張ちようして、俺のことばを熱心に聞いている。

「俺の予想では、レインボーブリッジを渡って一気に芝しば浦うらまで移動すれば、さすがに結界を抜けるんじゃないかと思うんだ。大きな結界を張るには、それ相応の巨大な構造物が要いる。学生が張れる結界なんて地面に魔ま方ほう陣じんを描くていどだろ、そんな初歩的な結界ならせいぜい人工島一個カバーできるかどうかじゃないかな」

　俺は、しげみの中からレインボーブリッジを指さす。織田が、驚いて目をぱちくりさせた。

「よく知ってんなー、遊佐！　レインボーブリッジって、あの橋か？　車じゃなくても渡れるのかよ？」

「遊歩道があるんだ、小学校の遠足で行ったことがある」

「小学校って、遊佐このへんの小学校だったのかよ？　すげー、じつはシティボーイだったのか！」

「おまえの死語っぷりのほうがすごいけどな。とにかく、あれを一気に走り抜ければ何とかなると思ってるんだ」

「そっか……」

　織田はしばらく不安そうな顔をうつむけて迷っていたが、ぎゅっとこぶしをにぎって覚かく悟ごを決めると、俺を見あげた。

「わかった……。大だい丈じよう夫ぶ、遊佐を信じてるぜ」

「そっか。よし、行くぞ！」

　最初に俺がしげみから飛びだし、次に織田が、ちょっとためらいながらも飛びだした。




　ひと気のない海ぞいのだだっ広いまっすぐな道を、俺はレインボーブリッジに向かって走る。織田は、俺のすぐ後から必死についてきた。

　レインボーブリッジの上にも、車や人の姿が無い。まだここは結界の中みたいだ。けれど、橋の向こうには芝浦あたりの高層ビル群がニョキニョキしている。あそこにはきっと、たくさんの人間がいるはずだ。

　明智に見つかるまえに何としてもあそこまで行かなくては……と、俺は走りつづける。

「織田、二キロぐらい走るぞ！　大丈夫か？」

　振ふりかえって織田に声をかけると、織田は真っ赤な顔をしてしんどそうに息を荒あらくしていた。

「クソッ、冬でもないのにマラソン大会かよ……！」

　織田はけっこう運動神経はいいほうだと思うが、重い刀を持ってる上に、特とつ攻こう服ふくは暑そうだし、長い髪も暑そうだし、豊かな胸がちぎれそうなほど左右に揺ゆれている。それで男の俺と同じ速さで走るのはかなりしんどそうで、ハヒハヒ言っている。

「織田、ちょっとゆっくり走ろうか？」

　心配になって俺は振りかえったが、負まけず嫌ぎらいの織田は苦しそうな赤い顔をぶんぶんと横に振る。

「バカ野や郎ろうっ……！　ノロノロして明智に見つかったら、怖こわいだろーがっ……！」

「だって、女の子はそんな速く走れないだろ」

　俺はごくふつうの気持ちでそう言ったんだが、織田の顔はいっそう赤くなった。

「おおおおお女の子って、何だよ！　こっ、この第六天魔王のアタイを、女の子扱あつかいしてんじゃねーよボケ！」

　ものすごく織田が焦って、テンパっている。でも、明智に怯えて俺に守られてる今の織田は、か弱い女の子にしか見えないわけなんだが……。

　俺は、怖がり屋のくせに意地っぱりの織田に気づかれないていどにスピードをゆるめて、織田がついてこられる速さで、レインボーブリッジを走りつづけた。




　しばらく走って、レインボーブリッジを半分ほど進んだころ、頭の上にぎらぎら光る太陽の中を、黒い影が横切った気がした。

「え？」

　俺は太陽を見あげる。そこに、慈じ眼がんがぱたぱたと飛んでいた。

「しまった……見つかった！」

　俺はうめいた。と同時に、空から「ヒュルルルル……」と、風を切る音がした。青空に、黒い小さな点がたくさん見える。

「織田っ、逃げろ！」

　俺は足を止めてきびすを返すと、後ろにいた織田に思いっきりタックルをかけて、吹ふっとばした。もつれあって倒れた俺たちの足元に、「バチバチバチッ！」と激しい音を立てながら、鉛玉の雨が降ふった。鉛玉は地面に落ちるやいなや、ドカンドカンと爆ばく発はつしはじめた。

「まっ……魔弾っ？　ど、どうしよう、ヒロ！　明智が、明智が来た！」

　織田は怯え、俺にしがみつく。織田の茶ちや坊ぼう主ずは、お茶を淹いれるのと遠えん隔かくカメラがわりぐらいしか役に立たないから、結界の影響なんて織田にとってはほとんど無いようなものなのに、こんなに怯えていたらとても戦えそうにない。

　まさか俺が織田をかばう日がくるなんて……と思いながら、剣の呪言ソード・ワードをとなえてみた。

「天蛇斬アメノハハキリ！」

　だが、何も出てこない。ここまできたのに、まだ結界の中から出てなかったみたいだ。少しばかりナメてかかっていたけれど、いやに広い結界だな……？

「遊佐、これってこのあいだ、テメーと海岸ぞいの道にいたとき、空から大量の鉛玉が降ってきたときと同じだな。あれも明智のしわざだったんだな……あいつ、どうやって撃ってきたんだ？」

　相手の実力のほどがはかれず、織田の不安が膨ぼう張ちようしているようだ。そういえばあのとき、岩いわ見み先輩が魔弾を熱くてさわれなかったのは、勇者の魔法がこめられた魔弾だったからなんだな。てっきり魔王の攻撃だとばかり思っていた。もっと早くそのことに気づいてれば、ここまで追いこまれるまえに何とか対処できたのに、と俺は後こう悔かいした。

　慈じ眼がんは俺たちのほうへ高度を下げてきて、ニヤリと目を細めた。

『そうよ。天てん竺じくフリトたちが麻桜島に忍しのびこんだせいで、麻桜中学の教師や番長がパトロールしまくって、勇者が島に近寄れなくなっちゃってねェ』

　慈眼から、あざけるような明智の声が聞こえてくる。

『仕方ないから、慈眼を麻桜島上空に飛ばして島のようすをうかがいながら、聖セントレジェンド島とうから狭はざ間ま筒づつ……今でいう狙撃銃スナイパーライフルで撃ったのよねェ』

「えっ？　あれは、聖セントレジェンド島から撃ったっていうのか？」

　俺はびっくりして、慈眼に言った。

「ありえない、何キロ離はなれてると思ってるんだ！　届くわけないだろ！」

『チッチッチッ……腕のいいスナイパーは、上向きに撃って放物線を描いて、二キロ先のターゲットを撃てるのよ？　魔弾の魔法で、飛ひ距きよ離りと破は壊かい力りよくもドーピングしてるしねェ。ついでにご先祖様の明智光みつ秀ひでは、飛ぶ鳥も撃ち落とすほどの狙そ撃げきの名手だったんだし……あら、こんなこと言ったら実力の差を感じすぎて、涙なみだ目めになってしまうかしらァァ～ン？』

　頭の上でぱたぱたと飛んでいる慈眼が、くわっと大きく目を見開いた。

『あのまま撃たれていればそれで終わったのに、遊佐ヒロ、あのときあんたが邪魔をしたのよねェ？　だから、あたしは第六天魔王を倒すために、この結界の中におびき出さなくちゃ手が出ないってことになってしまったわけ。つまり、あんたが巻きこまれたのは自じ業ごう自じ得とくなんだから、おとなしく殺されとけば？』

「おびき出すって……俺たちは別に、おまえにおびき出されたわけじゃないぞ！　生徒会長が俺に手を出そうとしたから、ペルチェが作戦を練るために……」

　俺はそこまで言ったとき、ハッと気づいて頭上の慈眼を指さした。

「も、もしかして……！　ずっと封印されてた生徒会長に俺のことを教えた『使い魔』っていうのは、そいつだったのか！」

『そういうこと。あんたたちは、あたしの手のひらの上で踊おどらされてただけってわけなのよねェ」

　織田はがくぜんとして、叫さけんだ。

「ゆっ……勇者のくせに魔王の生徒会長を利用してアタイたちを罠わなにハメるなんて、卑ひ怯きようだぞ！　テメーの先祖がうちのご先祖様を殺したあとも、いくら下げ克こく上じようの時代でも主君をいきなり裏切るとかさすがに無いわーって他ほかの大名にドン引きされて、だれも味方についてくれずに討とう伐ばつされて三日天下で終わったんだろーが！」

『三日天下？　フッ……おめでたいわねェ。何も知らないの？』

　慈眼が、俺たちをさげすむように見下ろして言った。

『ご先祖様は、天下統一を決してあきらめやしなかったわ。討伐されたと見せかけて姿と名を変え、徳とく川がわ家いえ康やすの側近・天てん海かい大だい僧そう正じようになったのよ。密教に精通した天海は家康・秀ひで忠ただ・家いえ光みつの三人の将軍を裏で操り、江え戸どに完かん璧ぺきな風水の守りをほどこした。それが証しよう拠こに、家光の光の字は、光秀の光からつけたのよ。そして江戸の鬼き門もんと裏鬼門に寺を建てて封ふうじ、歴代将軍の墓所として江戸を霊れい的てきに守らせたわ。さらに、日につ光こう東とう照しよう宮ぐうには最強の霊力を持つ初代将軍・家康を祀まつり、江戸城へパワーを送りこんだ……こうしてご先祖様は、徳川将軍家のむくろを利用した結界を張り、ついに三日天下どころか、徳川幕府三百年の天下を握ったのよ！』

「それって、江戸全体が明智光秀の密教の結界で守られてるってことか？　ということは……どこまで逃げても結界から出られないのか……？」

　最悪の状況を予感してごくりと息をのんだ俺に、慈眼は無情に答えた。

『そう。そして、その完璧な天下統一を維い持じするためには、徹てつ底てい的てきにあらゆる禍根を断つ必要があるわけよねェ。気を抜ぬかず、あきらめず、徹底的に殲せん滅めつする……。この東とう京きようにいるかぎり、光秀の結界から逃げることはできないわよ。どんなに逃げたって、無む駄だだってことがわかった？』

「くそっ！　明智光秀ってヤローはただの謀む反ほん人にんかと思ってたら、どんだけ化け物なんだよ！　てっきり三日天下で討伐されたと思ったのに、どんだけあきらめねーんだよ……。どんだけ周しゆう到とうに、江戸の町を作りこんだんだよ。だめだ、こんなの格が違いすぎる……やっぱ、勝てるわけなかったんだ……」

　織田が、さんざん走って疲つかれ果はてたのか、くずれるように地面にひざをついた。

『フッ……折れたわねェ』

　慈じ眼がんが笑うと同時に、ふたたび空から魔弾が降ってきた。俺は、座すわりこんでる織田の腕をあわててつかんだ。

「織田っ、座りこむな！　止まってたらねらわれる！」

　織田は俺に引っぱられて、よろけるように進んだ。ついさっきまで織田が座っていた場所に魔弾がまとめて叩たたきこまれ、すさまじい火柱を上げて爆発した。

「ちょ……遊佐、走ってどこに行くってんだよっ？　東京全土が明智の結界なんだぜ、もう逃げようがねーんだぜ？」

「それでも、止まったら死ぬだけだぞ！　東京全土が結界なら、千ち葉ばあたりまで走り抜けりゃいいだろ！」

「千葉って、何キロあると思ってんだ、バカ！」

「ここで立ちどまって、おとなしく殺されるよりはバカじゃないと思うぞ！」

　俺はどなりながら、織田の手をぐいぐい引っぱっていった。織田は、驚いたように大きく目を見開く。

「……こんな状況なのに、あきらめねーのか？　テメーはバカか？」

「あきらめたらそこまでだろ！　勇者はあきらめないんだよ。世界を救うために、あきらめることは勇者には許されてないんだよ！」

　いまいち足の運びの重い織田を引きずりながら、俺はどなった。織田は、俺を見つめてつぶやいた。

「……本能寺……」

「え？」

　振りかえった俺は、織田がほおを赤らめ、目をうるませているのを見て、ドキッとした。

「どっ……どうしたんだよ、あきらめて涙目になってるのか？」

「ちげーよボケ！　ご先祖様が天下を取れなかったのは、明智光秀のせいじゃねーってことに今、気づいたんだよ！」

「えっ？　明智光秀が本能寺の変を起こして信長を討伐したから、天下を取れなかったんだろ？」

「そうだけど、明智光秀がご先祖様を殺したわけじゃないのよねェ。ご先祖様はわずか百人の供しかいない状態で一万人を超える光秀の大軍に包囲されて、勝ち目が無いから首を取られるまえに自じ刃じんして寺に火をはなったんだ。だけど、桶おけ狭はざ間まのときのご先祖様なら、たとえこっちが一人で敵が一万人でも、敵は光秀ただ一人、って正面突破したはずだぜ。歳としを取って体力に自信が無かったのか日ひ和よったのか知らねーが、天下取るつもりならあきらめてる場合じゃなかったんだ！　人間、首を取られるまでは生きてるんだ。生きてるかぎりは、戦えるんだからな！」

　織田はそう言って、いきなり俺をぎゅうっと抱だきしめた。サラシを巻いた豊かな胸が俺の顔にぎゅうぎゅう押しつけられて、俺は息がつまりそうになる。

「ちょっ……はっ、放せ！　魔弾が降ってきてるぞ、足止めるな！」

「遊佐、勇者とかは好かねーが、今回ばかりはテメーのことばを信じるぜ。明智光秀だってあきらめずに復帰してがんばって、ついに天海大だい僧そう正じようとして天下取ったわけだろ。魔王だって勇者になんか負けてられねー、天下取るまであきらめてられねーよ！」

　そう言うと、織田は俺を放して、レインボーブリッジを走りだした。降りそそぐ魔弾が次々に爆発するが、ためらわず怖おじ気けづかずに走っていく。

「織田……」

　俺は、自分の胸がドキドキしていることに気づいた。あの凶暴な織田が、勇者式の考えかたに賛同してくれるなんて……。

　もしかしたら、更こう生せいさせられるかも……生きて麻桜島にもどれたら、交こう渉しようしてみよう、と俺は期待を胸に抱きつつ、織田の後を追って走りだした。

　上空の慈眼は、びっくりして目を見開いた。

『ちょっ……何なのっ？　結界から逃げるなんて無駄だって言ったでしょうがっ、聞いてなかったわけっ？』

　魔弾は雨あられのように降りそそぎ、レインボーブリッジを炎ほのおの海に変えていく。俺たちは爆ばく風ふうを背中に受けながら、必死に走って逃げていく。

「くそったれ！　いくら人のいない裏世界だからって、ムチャクチャしやがるぜ！」

　織田は長い髪をなびかせながら、俺の少し前を走っていった。

　たしかに、ムチャクチャしやがる。……だけど、俺はふとしたことに気づいた。

　弾だん幕まくが、さっきより薄うすくなっている。

「そうか……弾丸の数は無限じゃない。魔弾が尽きかけてるんだ！」

　慈眼の長ったらしいおしゃべりの意図が、俺にはやっとわかった。俺たちが逃げまわってると、限りある貴重な魔弾がなかなか当たらない。それで、俺たちの心を折って足を止めてから、じっくりねらって当てるつもりだったんだ。

　だとすれば……このまま走って行けば、魔弾は尽きる。明智がどんなに銃の名手でも、弾丸の無い銃は撃てない。俺が気づいたのと同じことを、織田も気づいたらしい。

「遊佐、ひょっとしてアタイたち今、勝ちムードじゃねーか？」

　ちょっとワクワクした声で、織田が言った。




　レインボーブリッジを渡わたりきるころには、もうほとんど魔弾は降ってこなくなっていた。あきらめきれないように、ひとつ、またひとつ……と、俺たちの後を追うように、火柱がのぼるばっかりだ。

「このまま、東京を出るまで必死に歩けば結界を脱だつ出しゆつできそうだな。やっぱ、あきらめちゃそこで負けなんだよな」

　織田が、余よ裕ゆうの笑みを浮うかべた。でも、あきらめないということに関しては、明智のほうが上手だ。このままおとなしく逃げ切れるだろうか……と、俺は内心、不安だった。

　突とつ然ぜん、空に渦うず巻まいていた黒い影が長く伸びて、レインボーブリッジの上、俺たちの前に降りたった。その黒い影は鳥のような形をしていて、背には明智がまたがっていた。明智はさっきまでの余裕の笑みを消して、イライラした鬼おにの形相を浮かべている。

「チョロチョロしやがって、糞くそ虫むしどもが！　あんたたちは、おとなしくあきらめて魔弾の餌え食じきになってりゃいいのよッ！」

「やっと出てきたな、明智！　餌食にしたいなら、正々堂々真ッ正面から撃ってみやがれよ！」

　織田が長ドスを抜いた。ついさっきまでくじけかけていたとは思えない、いつもの織田らしい生き生きとした凶暴な光がその目に宿っている。

　だが、明智は火縄銃を下ろしていた。弾たま切ぎれか……と、俺は気づいた。俺が気づいたことに明智も気づいたのか、チッと舌打ちして火縄銃を投げ捨てた。

「余裕ぶっこいてるとこ悪いけど、あたしの武器は魔弾だけじゃないのよねェ……？　ここが結界の『裏の世界』だってこと、忘れてないかしらァァ～ン？」

　明智が、高く手を上げた。その手のまわりを、四方八方から集まった黒い影が、ぐるぐると台風のようにまわりはじめた。

「鬼門と裏鬼門を封ふう印いんするとは、どういうことか教えてやるわ！　悪あく霊りようは、鬼門から入って裏鬼門へ抜ける霊れい道どうを作る。この霊道を裏世界に持っていくことで、裏道を作って、表の世界を通らないようにできるのよねェ……逆に言えば、この裏世界の東京には、首都のエネルギーにひかれて集まった悪霊や、天下を取れず討ち死にしていった戦国武将どもの残ざん留りゆう思し念ねんが、鬼門から入ってうずまいてるってわけ！」

　そう言われてよく見ると、明智の手のまわりに集まった黒い影のいくつかは動物霊の姿をしているし、またいくつかは鎧よろい兜かぶとに身をつつんだ武将のようにも見える。うめくように低い怨えん嗟さの声をあげながら、天下人となった徳川家康を呪のろってゆらめいている。かなり危険なエネルギーを感じた。

　明智は、ビシッと俺たちを指さして鋭い声で言った。

「そいつは織田信長の子孫よ、恨みのある奴もいるわよねェ？　遠えん慮りよはいらないわよ、切り刻んでブッ殺してよし！」

　命令が下るやいなや、黒い影が織田に襲いかかる。

「危ない、織田！　逃げろ、敵は魔弾が尽きかけてるんだから、無駄に危険をおかさなくても逃げて結界から出ればいいんだから！」

「じょーだん！　こんなおもしろそうな敵が相手で、逃げてられっかよ！　何なん匹びきかは勇者の使い魔属性があって、経験値になるかもしれねーしなッ！　ケガしてるテメーは足手まといだから、そこで三角座りして見学してなッ！」

　織田は、思いっきりハラペコっぽく舌なめずりした。すっかり元の織田だ。立ち直ったのはいいけど、逆に振れて残ざん虐ぎやくスイッチが入ってしまったらしい。飛んできた黒い影を、まったく遠慮するようすもなく、長ドスで次々に斬り捨てはじめた。

「うりゃー！　死ねやコラァァーッ！」

「うっ……！　つ、強いっ……！」

　明智の顔色が変わった。俺おれの顔色も、（ドン引きして）変わってしまう。いくら相手が影だといっても、キャベツよりも遠慮なくザクザク斬り捨てていく姿を見ると、やっぱりこいつは魔王属性なんだなあ……と、あらためて思い知らされてしまう。

　明智はあせって、叫んだ。

「悪霊ども、集まれ！　全員かかるのよッ！」

　呼ばれて、黒い影が集まってくる。全部集まれば、東京ぐらい何度でも転てん覆ぷくさせられるレベルの悪霊たちだ。ふつうの人間なら、太刀打ちできずにおとなしく取りつかれてしまうところだが、魔王だとティッシュペーパーよりもかんたんに散り散りにしてしまう。

「こんなオモチャが、アタイに効くかよォォ～ッ！」

　武器が無くて見学中の俺の助力が無くても、織田は黒い影を斬りすてながら着々と明智との距きよ離りを狭せばめた。すごい、やっぱりこいつ第六天魔王を名乗ってるだけあって、強い。どうりで、俺がどんなにがんばっても更生させられないわけだ……と、思った。

　そして織田はついに、黒い影の上であせっている明智のもとまで一気に距離をつめると、胸ぐらをむんずとつかんで引きずり下ろした。

「きゃあ！」

　明智は悲鳴を上げて、地面に押さえつけられた。織田がその上からマウントポジションを取って、長ドスを逆手に持ちかえ、明智ののど元に当てる。

「勝負あったな！　首級くびはいただくぜっ！」

　織田が、思いっきりドヤ顔で明智を見下ろした。明智は悔しそうに、くちびるが真っ白になるほど強く噛かみしめている。

「ま……待って！　降参するわ、更生証明書を書くから放してェ！」

　明智のことばに、俺は驚いた。何があっても最後まであきらめないのが明智だと思ってたんだけど、織田の圧あつ倒とう的てきな戦せん闘とう力りよくを前に、さすがに観念したんだろうか？

　そして、勇者の俺としてはそれを止めざるをえない。

「待てっ、織田！　もう明智は武器も尽きたし戦えないだろ、見み逃のがしてやってくれないか？」

「ハァ？」

　織田は、すっとんきょうな声を上げて俺を振りかえった。

「またかよっ？　聖セントレジェンドのガキどもが麻桜島に乗りこんできたときも、テメー同じこと言っただろ！　捕つかまえた魔ま術じゆつ師しとかに更生証明書書かせるのは、勘かん弁べんしてやってくれとか！」

「だ、だって同じ勇者として、見捨てられないだろ。それに結局、彼女たちを先生に引き渡したとき、聖セントレジェンドとモメないように……って、更生証明書を破られて無効になったじゃないか」

「ちょっとあんた、うるさいわよッ！　横から口出ししないで、これはあたしと第六天魔王の問題なんだからねェ！」

　明智にどなられて、俺はびっくりした。かばったつもりだったのに……もしかして、プライドを傷つけてしまったんだろうか。

　たしかに俺も、同じ状況でほかの勇者に同情されて敵に命いの乞ちごいをされるなんて屈くつ辱じよくだと感じるかもしれない。それを考えると、俺は明智をかばえなくなってしまった。

　明智は、腹をすえた目で織田を見つめた。

「更生証明書、書くわ。あんたに書かせるつもりで、用紙は持ってきてるのよねェ」

「準備がいいじゃねーか。じゃあ書かせてやる、だけどよけいなことはすんなよ」

「よけいなこと？」

　明智は織田の下で、自じ嘲ちよう気味に笑う。

「どんなよけいなことができると？　悪霊はあんたに歯が立たない、魔弾は尽きてる……何かしたら、すぐにあんたにまたねじ伏ふせられて終わりよねェ？」

　明智の言うとおりだと納得したのか、織田は明智の体の上からどいた。

「じゃ、とっとと更生証明書書けよ。書いたらこの結界も解けよな」

「わかってるわよ……」

　明智はそう言いながら、胸ポケットをさぐる。

　そのとき、空から慈じ眼がんが急降下してきて織田の目に貼はりついた。

「わあっ？」

　突然視界をうばわれて、織田はあわてて慈眼を引きはがす。その一瞬のすきに、明智は胸ポケットから小型の短たん筒づつを引き抜くと、自分のこめかみに当てた。ちょっ……まだ銃を持ってたのか！

「武たけ田だ騎き馬ば隊たいを倒たおした三段撃ち……銃は三つ持っておくものだってのは、信長が考えたのよねェ？　最後の一発の魔弾は、あたしのために残してたのよ！」

「やめろ！」

　引き金を引こうとした明智に、俺は飛びかかった。発射寸前で間にあって、明智の腕がはじかれる。そのはずみで、魔弾は空に向けて発射され、はるか上空で大輪の花火のように爆発した。

「バカっ、あんなのを自分に撃ちこむつもりだったのかよ！　こっぱみじんになっちまうぞ、せっかく美人なのに！」

「放してっ、同じ勇者なら止めないで！　もう勝てる目は無いけど、あたしはぜったい織田なんかに負けたくないのよ！　自殺なら織田の経験値にはならないわ、ぜったいにあいつに負けたとは認めないわよ！」

　泣きながら暴れる明智を見て、俺は衝しよう撃げきを受けた。明智がさっき更生証明書を書くと言ったとき、やっぱりあきらめてなかったんだ……。最後まで負けないために、織田のすきをつこうとしたんだ。その勝利への強い執しゆう着ちやく心しんに、俺は空そら恐おそろしさを通りこして、感動を覚えてしまった。

　ふと、俺の横に織田が立った。目から引きはがした慈眼をぐちゃっと握りつぶして、冷ややかな目で明智を見下ろしている。右手には、長ドスを握っている。

　明智と織田の目が合った。明智が、ごくりと息をのんだ音が聞こえた。

「そういうことかい……ほんと、食えねぇアマだぜ。とっとと首級くびを取っといたほうがよさそうだな。経験値が欲しいなら殺してしまえホトトギス、ってな！」

　そう言って、織田は長ドスを振りあげた。明智は目を閉じるでも悲鳴を上げるでもなく、最後まで屈くつせずに織田をにらみつけている。

「やめろ、織田！」

　俺は織田を止めようとしたが、足で明智の上から蹴けり払はらわれてしまった。今の俺には武器が無いし、織田は俺より背が高くて腕っぷしも強い。剣の呪言ソード・ワードが無い俺では、織田を止めるすべが無い……。

「死ねやコラー！」

　ブツッ、と何かを断ち切るようなにぶい音がした。俺は思わず目をつぶった。

　……だけど。

　そのあと、血が飛び散るシュウシュウという水音だとか、痙けい攣れんする体が暴れる物音が聞こえてこなかった。あまりにも静かで、俺はうっすらと目を開ける。

　織田は、長い三つ編みの毛束をその手に握っていた。明智の三つ編みだ。

　明智は、ぼうぜんとして仰向けに倒れたまま動けなかった。織田が三つ編みを地面にドサッと投げ捨てたとき、ようやく我にかえって、上半身を起こした。明智は根元から髪かみを切られて、ざんばらのボブカットみたいになっていた。

「な……何をしたの？」

　ぼうぜんとしている明智に、織田は言った。

「テメーには苦戦させられたけど、教えられもした。第六天魔王として、アタイに足りねーもの……天下を取るまで、最後の最後まであきらめねー心、死んでも負けを認めない不ふ屈くつの闘志ってものに。アタイたちは魔王と勇者だけど……もしテメーが魔王だったら、親友になれてたよーな気がするんだぜ」

　ぶっきらぼうに言い捨てる織田のほおが、赤くなっている。

　魔王と勇者でも、心を通わせられる……。俺は織田に蹴りとばされて止まらない鼻血を押さえながら、こんなときだというのにふと、竜崎のことを思いだしてしまったりした。魔王なのに、まっすぐな目で俺にすがってくる竜崎。魔王と勇者という違いはあっても、俺たちがめざしているものは実はよく似てるから、だから心も通いやすいのかもしれない。

「……あたしは、あんたなんか友達だなんて思わないわ。汚けがらわしい魔王に情けをかけられるぐらいなら、自分で命を絶つわよッ！」

　明智は、どこまでも頑かたくなだ。プライドの高い明智のことだから、ほんとに命を絶つんじゃないかと思って俺は心配になった。

「別に情けなんかかけてねーよ。きちんと首級くびはもらったしな」

　吐はき捨すてるように織田は言った。明智は不可解そうに、まだくっついている自分の細い首をなでる。

「え？　だって……」

「髪は女の命だろ」

　背中を向けている織田の耳が、真っ赤になっていた。明智がちょっと驚いて、それから小さな声でつぶやいた。

「クサッ」

「るせーよッ！　とにかく、テメーは負けんなって言ってんだよ！　自分の命を絶つのも、自分に負けたってことなんだからな！　テメーを負かすのは、アタイだけなんだからなっ！」

　織田は爆発しそうなほど赤くなってどなると、恥はずかしすぎたのか、ばたばたと走り去っていった。

「おい、織田！　どこ行くんだ！」

　俺が呼びとめても、聞こえてない。明智と二人で取り残され、俺は何となくぎこちなくて、目をそらしながらだまっていた。
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「……ほんと、大うつけねェ」

　ボソッ、と明智がつぶやいて立ちあがった。俺は顔を上げたけど、切られた髪がうつむいた明智の横顔をおおいかくしていて、表情がわからなかった。

「勝つのは、このあたしだって言ってるでしょ。次は、きっと倒してみせる。明智家の、完全なる天下のためにねェ……」

　涙なみだ声ごえになってるように聞こえるのは、気のせいか？　明智は、とぼとぼと歩きだす。俺はあわてて、地面に落ちていた三つ編みの毛束を拾いあげて追いかけた。

「ちょ、ちょっと待て、明智！　落とし物！　毛！」

「それは、死んだつもりで心機一転やりなおす、ってことで置いてくわよ。ご先祖様が明智光みつ秀ひでとしての人生を終わらせて、天海大僧正として新たな天下支配の道を歩みはじめたようにねェ」

　そう言って、はじめて明智は俺のほうを振りかえった。

　そのときの明智が、ものすごく吹っ切れたような優しい笑みを浮かべていたので、俺はびっくりする……と同時に、あんまりきれいだったので、胸がドキッとした。

「遊佐ヒロ……だったっけ。さっき、止めてくれてありがとう。死んだらもう、織田と戦えないものねェ」

「あ、いや……礼を言われるようなことじゃ。魔王学校に通ってたっていちおう勇者なんだから、勇者として当然かと……」

「もうひとつ、ありがとうを言っておくわ。さっき、あたしのこと『せっかく美人なのに』って言ってくれたからねェ」

「あっ、いやいやいや！　あれはそのっ、ついうっかり……」

　俺は、あたふたパニクってしまう。明智はにっこりと、それはきれいに笑って、

「おまけにもうひとつ……生徒会長にあんたのことバラしたの、謝っておくわ。そのおわびに、今回、この結界の中に閉じこめたほかのお仲間たちの経験値には手を出さないでおいてあげる」

「それはありがたいけど、天下を取るためには経験値が必要だったんじゃ？」

「だから、おわびの気持ちってことよ。なんせあたしの慈じ眼がんで観察したところ、あんたらの生徒会長ってのは、下天の内を比べても、ケタ外れの能力を持ったとんでもない魔王みたいだからねェ。あんなバケモノを焚たきつけちゃったら、たぶんあんたでも瞬しゆん殺さつされるわ。そんなときに、あんたを守ってくれる側の魔王たちを減らすわけにいかないわよねェ。まあ試練が厳しければ厳しいほど勇ゆう者しや力りよくも上がるってもんだし、がんばって☆」

　と、ものすごく無責任に言い捨てた。おいおい、女じよ子し力りよくみたいに言うなよ。っていうか、生徒会長の話を聞いて、なんか俺ものすごく絶望的な気持ちなんだが……。

「ほら、早くもとの世界に帰って、お仲間たちを助けてやりなさいよ。この結界の中をいつまでもウロウロしてると、悪霊が経験値を吸い取ろうとして襲ってくるわよ。あんたたちがさいしょに裏の世界に入りこんだ門ゲートが、あのモクドナルドの店にあるわ。九字を切ればゲートが現れる……」

　九字というのは、臨りん、兵びよう、闘とう、者しや、皆かい、陣じん、列れつ、在ざい、前ぜんの字を唱えながら指で空間に格こう子しを描えがく密教の呪じゆ術じゆつだ。俺は明智に尋たずねた。

「あそこまでもどらないとだめなのか？」

「東京の外まで移動して結界から出るより、ずっと良心的だと思うけどねェ？」

　明智は腕うで組ぐみをして、不敵に笑う。

「……わかったよ」

　俺はため息混じりに、明智に背を向けてレインボーブリッジのもと来た道をもどっていった。







六章　このだれもいない二人だけの世界で







　モクドナルドにもどると、あいかわらずペルチェは床ゆかに砕けたままだった。そして、竜りゆう崎ざきが一人でしくしく泣いていた。

「竜崎！　どうしたんだ、なんで一人なんだっ？」

「あっ……ヒロ！」

　竜崎は目にいっぱい涙をうかべながら、俺に駆かけ寄よった。

「どうしたのだ、ヒロ！　肩かたから血が！」

「これはかすり傷だから大だい丈じよう夫ぶ、竜崎こそ大丈夫か？」

　すると竜崎は、ぎゅっと抱きついてきた。

「ぜんぜん大丈夫じゃないぞ、こなた怖かったぞ！　逃にげまわってるうちにみんなとはぐれるし、ガルムまでいなくなるし、携帯はつながらないし、ヒロを残していったから心配だったし。道がぜんぜんわかんなくて、どこに逃げればいいのかもわかんなくて、ヒロにすごく会いたかったけどどこにいるのかわからなかったから、取りあえずモクドナルドにもどったのだ。ヒロがあいつにやられてたらどうしよう、と思って……ほんとに、ほんとに怖かったのだからな！」

　竜崎は、俺の胸にすがりついて、小鳥のひなのように頼たよりなく震ふるえている。ほんとに竜崎はかわいい。たとえ俺が勇者で、竜崎が魔王であっても……。

「もう大丈夫だ、竜崎。話せば長くなるから思いっきりかいつまんで話すと、俺たちがいるのは結界につつまれた裏の世界だ。その結界を張ったやつとそれなりに話がついたから、もとの世界にぶじにもどれるぞ」

「もどれるのかっ？　ほかのみんなは？」

「ガルムは外につないでたから、もしかしたらもとの世界に残されてるかもしれない。他の奴らは、このモクドナルドからしかもどれないんだ。だからいったん俺たちだけもとの世界にもどって、寮母さんに電話しよう。そうすれば、結界の中に入って邪眼イビル・アイで捜さがしてもらえる」

「見つかるだろうか？」

「大丈夫さ。寮母さんはああ見えて、百個の邪眼イビル・アイを同時に操作するぐらい実力者だからな」

「ひええ！　こなた、ぜんぜん知らなかったぞ！」

　竜崎は大きな目がこぼれそうなほど驚おどろいて、すっとんきょうな声を上げた。

「よし、そういうことならさっそくもとの世界にもどって助けを……。あっ、いや。ちょっと待て」

　と、竜崎は俺の腕にぎゅっとしがみつく。俺はとまどって、竜崎に言った。

「おい、へばりつくなよ。手しゆ印いんが結べないだろ」

「ちょっと待てと言っているだろう。今回はずっとサキや冥めい土とがいっしょだったから、ちっともヒロにくっつけなかったし……もとの世界にもどったら、また委員長とかにもジャマされるし。せっかくだからちょっとだけ、このだれもいない世界で二人でいたいのだ」

　竜崎は、ほっぺを真っ赤にして、子こ猫ねこのように肩をすくめて笑う。ずいぶんひどい目に遭あわされたと思うのに、なんでそんなにニコニコしてるんだろう？

「あ、あのさ……竜崎？　早く帰りたくないのかよ、あんなことに巻きこまれてうんざりしてないのか？」

「ん？　ちょっとびっくりしたけど、それなりに楽しかったぞ。モクドナルドも行けたしな」

「っていうか、モクドナルドしか行ってないだろ？　それに竜崎みたいなお姫ひめ様さまだと、ファストフードなんて口に合わないだろ？」

　すると、竜崎は照れくさそうにもじもじしながら、上目づかいに俺を見上げて言った。

「その……たしかに、なんかケチャップの味しかしなくて、こなたの口に合わなかった。竜りゆう宮ぐう城じようでは、鯛たいの活いけ造づくりとか、和食中心だったからな……」

「だよなあ。それじゃ、何も楽しくなかった気がするんだが」

「いや。だって今日、ヒロといっしょにお出かけできたことが、こなたは一番楽しかったから……」

　竜崎は、もじもじと両手の人差し指をつつき合わせながら、そう言った。

　そのとき、俺ははっと気づいた。

　明あけ智ちは、この東京全体に結界を張ったと言っていた。ここでは全すべての魔法が無効になる。ということは、もしかして……。

「好き」

　俺は試しに、ごく小さくつぶやいてみた。くちびるから出た俺のことばは、風を……巻きこまない！　ただ、ことばとして口から流れて消えていくだけだ。

　やった！　これで、鋤すきを出す心配なく、竜崎にきちんと伝えられる！

「あ、あの、竜崎！」

　俺は、ドキドキする胸を押おさえながら、竜崎を呼んだ。

　竜崎は、驚いたような顔をして俺を振りかえった。

「どうしたのだ、ヒロ。そんな大声で呼ばなくても、聞こえるぞ」

「好きだ！」

「えっ？」

「農具の鋤じゃないぞ、一いつ揆きじゃないからな！　俺は竜崎リュウナのことが、女へんに子と書いて、好きだって言ってるんだ！」

　竜崎の目が、点になった。

　それから、白い顔が一気に、爆発するように真っ赤になった。

「ななななっ！　なっ、何を言い出すのだ、いきなり！」

「ずっと言いたかったけど、剣の呪言ソード・ワードが誤動作して鋤ばっか出てくるから、ちゃんと言えなかったんだよ！　ここなら結界の中だから、何度でも言える。結界を出たらまた鋤が出てくるから、麻ま桜おう島とうにもどったあとのぶんも、今まとめて言っておくからな。竜崎、好きだ好きだ好きだ好きだ好きだっ！」

　俺は、息いき継つぎせずに一気に言いきった。もう心臓が爆発しそうで、フルマラソンを全速力で走りきったような気分だったけど、言い切ると胸がスッと軽くなった。

　俺は一気に全身の力が抜けて、ひざを曲げ、肩を落とした。竜崎の反応が怖くて、顔を上げられなかった。

　俺は竜崎の足だけ見ていた。その竜崎の足は、しばらくためらうように微び動どうだにしなかったんだが、ずいぶん長い時間のあとに、一歩、俺のほうへ近づいた。

　そして、その足先の地面に、ポツリとしずくが落ちた。雨でも降ってきたのかな、と思って、俺は何気なく顔を上げた。

　が、それは雨じゃなかったことを、俺は知ることになる。俺の目の前にあったのは、大きな目から涙をボロボロ流して、今にも目が溶とけて無くなってしまうんじゃないかと思うぐらい涙目になっている竜崎だったからだ。

「ヒロっ……こ、こなた……こなた、すごくうれしいっ……！」

「う、うれしい？　ほんとに？　迷めい惑わくじゃないか？　気持ち悪いとかじゃないか？」

「ヒロが告白してくれたのに、何を迷惑なことなどあるものか！　ずっとずっと待っていたのだ、むしろウェルカムというものだ！　こなたもヒロが大好きだ！」

　竜崎が、俺にぎゅっと抱きついてきた。俺は一いつ瞬しゆんとまどって、手をどうするべきか考えあぐねていた。けれど、俺も勇者だ、勇気を出して心を決めて、竜崎をぎゅっと抱きしめかえした。

　いっそ、この結界から二度と外に出られなかったらいいのに……と、心の中にそんな不ふ埒らちな考えがよぎる。
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「はいはいはーい。そのへんにして、もとの世界とやらに帰らせてもらえるかな？　モックポーク二個しか食ってねーから、腹減ってんだけど」

　いきなり低い声でそう言われて、俺と竜崎はびっくりして振りかえった。織お田だが長ドスを杖つえついて、ものすごく怒おこった顔で路ろ肩かたに座りこんでいた。

「おっ……織田！　いつからそこにいたんだ！」

「最初から。レインボーブリッジ歩いてったらテメーがついてきてないことに気づいて、もしかして明智と勇者どうし仲良くやってんじゃねーかと思って捜しにもどってきたんだよ。明智じゃなくて、竜崎とイチャコラしてたとはなぁ」

　冷ややかににらみつける織田の目が、ものすごく怖い。竜崎は真っ赤になって、あわてて俺から離れた。

「ここここここなた、べつにイチャコラとかしてないぞっ！」

「まーたしかに竜崎は、デカくてガサツなアタイよりはかわいい、それは認める」

　織田はすっくと立ち上がると、いやに堂々とした態度で俺のもとに歩いてきて、ものすごい上から目線で俺を見下ろした。

「だけど、だからってテメーの経験値をあきらめたわけじゃねー。共きよう闘とうで生徒会長をブッつぶしたら、テメーの経験値はアタイがもらう。明智が教えてくれたからな、天下取るまであきらめちゃダメだって。あきらめたら、天てん下か布ふ武ぶもそこで終わりだからな！」

「よけいなこと教えてくれたなあ、明智」

　織田はものっすごく偉えらそうで、すっかりもとの織田にもどっている。生徒会長の圧倒的な実力を前にしてコテンパンにへこまされた状態から、完全に復帰している。

　織田らしいといえば織田らしいし、へこんでるときは正直心配だったけど……でも、へこんでしおらしくなっている織田は、ちょっとかわいかったような気もするので、ちょっとばかり残念だったり。織田に言ったら、人の気も知らずに殺すぞ、とか激げき怒どされそうだけど。

「そういうわけで、テメーの経験値はアタイのもんだからな！　忘れんなよ！」

「いや、でも……」

「『ＯＫ』と言わぬなら殺してしまえホトトギス、というありがたいことばをご先祖様が残しててなぁ」

「だめだ！　ヒロを殺すなんて、ダメなのだからなっ！」

　竜崎が涙目になって、俺の前に立ちはだかった。織田がイラッとして、竜崎にかみつく。

「うるせーどいてろ、このブリっ子！」

「こなたブリじゃないもん！　年でいえば、まだモジャコだもん！」

「モジャコ？」

「ブリは出世魚で、モジャコがワカナゴになってハマチになってブリになるのだ」

「竜りゆう宮ぐう豆知識いらねー！」

「うわあああん、志し信のぶがこなたの存在意義を否定するううううう！」

「おい、竜崎をいじめるなよ！」

　俺はあわてて、竜崎と織田のあいだに割りこんだ。まったく、経験値をねらわれるのも厄やつ介かいだけど、なんで俺がこんな、幼よう稚ち園えんの先生みたいなことをせにゃならんのだ？　俺は思わず、空をあおいだ。




　なんだかんだで二人のケンカも落ちついたので、俺たち三人はもとの世界にもどることにした。まずは、床に散らばっているペルチェの破は片へんもいっしょに持って帰るため、モクドナルドの紙かみ袋ぶくろに分けて入れた。

「なんかお持ち帰りみたいで、変な感じだぜ」

　織田が、両手に紙袋を持ちながら言った。特攻服でえらそうなのに、パシリをさせられてるっぽい感じで、ちょっとかわいい。

「ここで九字の呪じゆ文もんをとなえれば、結界を閉じていたゲートが開くってさ」

　俺が説明すると、非力で小さい紙袋一個しか持っていない竜崎が、かわいく小首をかしげながらたずねる。

「ヒロ、九字の呪文とは何だ？」

「密教の呪文だよ、仏教の」

　仏教と聞いて、織田があからさまにうっとうしそうな顔をした。

「アタイ、キリシタンはナウいと思うけど、仏教って古ふる臭くさくて嫌きらいなんだよなー。焼やき討うちにしたいレベル」

「いや、焼き討ちはやめようぜ」

「で、遊ゆ佐さはその呪文、知ってんのかよ？」

「勇者予備校でふつうに習うぞ」

「仏教系の私学の生徒が全員、般はん若にや心しん経ぎよう言えるようなもんか？　オタクっぺーな」

「失礼だぞ、志信！　ヒロはオタクじゃないぞ！　志信こそ、コスプレみたいなカッコでオタクっぽいぞ！」

　竜崎が、ほっぺたをぷうっとふくらませて織田にかみついた。織田は真っ赤になって、竜崎をどなる。

「こっ、これはコスプレじゃなくて特攻服だっつーの！　殺すぞ、このホトトギスが！」

「きゃーヒロ、志信がいじめるぞー！」

「もめんなって！　いつまでも帰れないだろ！」

　幼稚園の遠足の引率か、と思いながら、俺は破は壊かいされた店内で、俺たちがもともと座っていた席はどのあたりだったか探した。それから、持っていたペルチェ入りの紙袋を床に置き、九字の手しゆ印いんを結びながら呪文をとなえた。

「臨りん、兵びよう、闘とう、者しや、皆かい、陣じん、列れつ、在ざい、前ぜん！」

　たちまち縦横九本の格子が明智の足もとに生まれ、魔ま方ほう陣じんのように輝かがやいて回転しながら急速に拡大して地面を覆おおいはじめた。輝く格子が激しく光って、視界が白くくらんでいく。

「きゃー、まぶしいぞー！　ヒロっ、ヒロどこだっ、こわい！」

　竜崎が叫ぶ。俺は何も見えない光の中で手をのばし、竜崎を捜し当てて、ぎゅっと抱きしめた。




　十秒ほどして、光はゆっくりと消えた。

　まぶしさにくらんでいた目がなれてくると、そこはさっきまでいたモクドナルドの店内だった。人がいっぱいいて、ざわざわしている。

　ざわざわっていうか、「ざわ……ざわ……」みたいな、不ふ穏おんな空気。えっ、どうかしたのか？

「見ろよあの中ちゆう坊ぼう！　公衆の面前であんなかわいい子と抱きあうとか、ケンカ売ってんのか！」

「見せつけやがって！　呪われろボケ！」

「むかつくなー！　あの二人が別れて不幸になりますように！」

　えっ……と、俺は胸にひしっと抱きついている竜崎に目を向ける。あわてて、俺は竜崎から離れた。

「いやいやいや！　違う違う違うっ、抱きあってたわけじゃなくてこれはその！」

　竜崎も、恥ずかしくて真っ赤になっていた。織田がちょっと離れたところで、ばかばかしそうに「ケッ」と吐き捨てていた。




　こうして俺たちは、寮りように連れん絡らくした。ガルムは思ったとおり、もとの世界の店の外に取り残されていて、待ちくたびれて寝ねていた。

　織田と竜崎とガルムは一足先に、竜崎が召しよう喚かんしたマオウイカに乗って（連れん絡らく船せんを待たなくても、その手があったか！）麻桜島へ、モクドナルドの紙袋に入ったペルチェを持ち帰った。

　ペルチェは保健室に運ばれ、解かい魔ま術じゆつ治ち療りようを受けて、冷れい凍とう状態が解除され、もとの液体金属からいつものペルチェにもどったらしい。でも、着ていた銀色のミニスカワンピもろとも粉々になったので、けっこう気に入っていたペルチェは少し落ちこんでいたらしい。

　俺はそのあいだに、モクドナルドで結界の位置がわからなくならないよう待っていたが、しばらくしたころいきなり「こちら、カギになります」と、店員にカギを渡された。カギって何だろう……と思っているうちに、店内に「蛍ほたるの光」のメロディが流れて、店が閉められてしまい、店員も帰ってしまった。

　一人取り残された俺がぼうぜんとしていると、竜崎が寮母さんといっしょにもどってきた。

「ヒロ、ただいま！　マオウイカで寮母さん連れてきたぞ！」

「校長先生がモクドナルド本社に電話して、貸切にしてもらったんですよ～。戸と締じまりはしておくから、カギは遊佐くんに渡しておいてくださいって言って～」

　こんなところに来るときもトレードマークのエプロンと三さん角かく巾きんは外さない、家庭的美人の魅み力りよくで男子ファン多数の寮母さんが、あいかわらずおっとりした口調で俺に説明してくれた。モクドナルドにまで命令できるって、魔ま王おうギルドの影えい響きよう力りよくって俺が思ってる以上にすごいんだな……。一いつ般ぱん人じんには秘密の、利権とかそういう大人の世界があるんだろうな。

　俺は九字の呪文で結界のゲートを開いて、裏の世界にもどった。寮りよう母ぼさんは邪眼イビル・アイを飛ばし、ほんの一時間ほどでウロウロさまよっていた全員を捜し当てた。彼かれらはそれぞれ邪眼イビル・アイに導かれて、モクドナルドにもどってきた。まっ先にもどってきたのは、サキさんだった。

「ひい様！　ご無事でしたか、よかった！」

「サキ！　こなた心配したぞ！」

　竜崎は泣きながら、サキさんをぎゅっと抱きしめた。

「ひひひひひひい様っ、もったいないです、っていうかやわらかいです……」

　竜崎は邪じや心しんが無いのだが、サキさんは邪念だらけなので、真っ赤になってとまどっていた。しばらくして、黄よ泉み原はらも戻もどってきた。

「ひい様、ごぶじでしたか！　見失ってしまい、申し訳ありません！」

「二人とも、ぶじで良かったぞ！　やはり、四天王は三人そろわなくてはな！」

　半泣きになっている二人を、竜崎はやはりぎゅっと抱きしめたので、二人とも顔を赤くしてとまどっていた。竜崎のセリフがどことなく論理矛む盾じゆんを起こしているような気はするが、俺はお姫様だからといってお高くとまらず、友達を心配したり再会をすなおに喜んで態度に出す竜崎のことが、かわいいなと思った。

　最後まで見つからなかったのは、委員長だった。

「おかしいですね～。わたしの邪眼イビル・アイで捜せないなんて～」

　寮母さんが首をかしげる。俺も、さすがに心配になってきた。超ちよう絶ぜつな戦闘力を誇ほこり、最凶魔王としてブイブイ言わせている委員長のことだから大丈夫なような気がしていたが、考えてみれば委員長は今、召しよう喚かん魔ま法ほうが使えない。

　剣の呪言ソード・ワードを封ふうじられた俺と同じ……いや、それ以上に無力かもしれない。だって俺は、勇者予備校で習ったから、何か武器があればそれで戦うこともできる。でも委員長は、魔法が無ければ完全に丸まる腰ごしなのだ。

「俺、捜してきます！」

　俺は、厨ちゆう房ぼうにあった包丁をモップの柄えにガムテープでくくりつけて即そく席せきの槍やりを作ると、モクドナルドから飛びだした。

「あっ、ぼくも！　女じよ性せい陣じんはここで待っててください！」

　さすが黄泉原、メイド服を着ていて並の女の子以上にかわいくても、やっぱり中身は男だ。というか、ぜったいについてきそうな竜崎にすかさずクギをさして女子を危険な捜そう索さく活動に参加させないところは、並の男以上に男らしい。

　俺と黄泉原は手分けして、別々の方向に走っていった。東にあるレインボーブリッジからもどってくるときに委員長に会わなかったわけだから、西か南のほうをまず捜そうと思って、俺は西のほうに行った。

　海ぞいに広がるだだっ広い都民公園は、たそがれ色に染まりかけていた。人がいないこの世界では、発電所が止まっているので電気がつかない。暗くなるまえに捜さないといけない。

　ちなみに電気が通っていないので、携けい帯たい電話の基地局も落ちていて携帯が通じない。

「委員長ー！　委員長ーっ！」

　大きな声を出して、捜しまわるしかない。俺はしばらく捜していたが、そのとき、頭の上を黒い影かげがよぎった……結界の中の悪霊だ。一いつ掃そうしたと思っていたけれど、時間が経たってまた、鬼き門もんからこの世界にまぎれこんできたんだろう。黒い影のような姿をしているが、鎧兜を着ているように見えるので、たぶん戦国時代の武士なんだろう。

　突然、黒い影が急降下した。だだっ広い公園の一角にある、よくある謎なぞの彫ちよう刻こく……それに向かって。何かあったのかな、と思った瞬しゆん間かんに、どなり声が聞こえた。

「うらァァァァーッ！　かかって来んかいッ、このドサンピンがァァァ～ッ！」

　委員長の声だ！　なんかすごい元気そうだけど、何やってんだ？

「委員長！」

　俺は彫刻のもとへ駆けつけた。委員長は、影の鎧よろい武む者しやと対たい峙じしている。よほどの死し闘とうを繰くり広ひろげたのか、メガネは割れ、服はボロボロに破れていた。影の鎧武者は、影の太た刀ちを振りあげる。

『抵てい抗こうもここまでじゃ、魔王よ……。貴き殿でんの経験値……わが天下統一のいしずえとならん！』

「やめろーっ！」

　俺はモップの槍を振りあげて、鎧武者に突とつ進しんした。鎧武者は顔を上げ、俺の攻こう撃げきを太刀で止める。委員長がどなった。

「ちょっと、邪じや魔ましないでください、遊佐さん！　わたし、修しゆ行ぎよう中ちゆうなんですから！」

「何の修行か知らないけど、魔法も使えないで丸腰でこの状じよう況きようって、どう考えても殺されるだろ！」

「でも、マンガとかだと命の危機にさらされた瞬間に、必ひつ殺さつ技わざが生まれたりするじゃないですか」

「それはマンガだから！　いくら魔王でも、どこまで命知らずなんだよ！」

『貴き殿でんは勇者か……。勇者では、わが経験値にはならぬが……わが天下統一の野望を阻はばむもの、勇者たりとも容よう赦しやせぬ！』

　鎧武者は大上段に振りかぶって、俺を攻撃してきた。俺は少し軸じくをずらし、鎧武者が振り下ろした太刀を、横からモップの柄で打つようにして受け流した。

「今のうちにモクドナルドまで逃げろっ、委員長！」

　俺は鎧武者の攻撃を受け流しながらどなった。だけど委員長は、逆ギレしてどなる。

「わたしに命令するとか何様のつもりですか、遊佐さん！」

「話通じねー！」

　俺は思わず叫んだ。すると、影の鎧武者がゆらめきながら、ニヤリと笑った。

『貴殿……その槍では拙せつ者しやの太刀を受けられぬとわかっていて、真っ向から受けずに受け流しておるな。なかなかの剣けん技ぎ、愉ゆ快かいであるぞ。経験値にならずとも、貴殿との戦いに勝利したくなったのだ。逃がしはせぬぞ！』

　鎧武者が、ガンガン攻撃してくる。織田といい、戦国時代の武士ってこんなアグレッシブな性格なんだろうか。でも、ここで負けるわけにはいかない。

「とりゃー！」

　俺は鎧武者の突つきをかわし、モップのフサフサしたほうの金具に太刀を引っかけるようにしてひねり上げた。鎧武者の手から、太刀が飛ぶ。俺はすかさず、その太刀を拾いあげた。これで、俺のほうが有利になるはず……と、鎧武者に向きなおる。

　ところが、太刀を失った鎧武者は、意識をなくしたようにぼうぜんとつっ立っていた。

「……あれ？」

　俺が指先でつつくと、鎧はガシャガシャと音を立てながら、積み木のように崩くずれ落おちた。俺の手の中で、影のような太刀だけがゆらゆらと、黒い炎ほのおのようにゆらめいている。

「あいつは鎧武者の悪あく霊りようじゃなくて、太刀のほうに霊れいが宿ってたのか……」

　俺は、影の太刀を草の上に投げ捨てて、委員長に近づいた。

「委員長、もう大丈夫だ。モクドナルドにもどろう、そこからもとの世界に帰れるから」

　俺が声をかけると、委員長はぶんぶんと激しく首を横に振った。

「嫌いやです！　帰りません、ぜーったい帰りませんっ！」

「帰らなかったら、また悪霊に襲われるぞ。ここにいたら召喚魔法を使えないから、いくら委員長でも戦えないだろ？」

「だって、このまま帰ったらお姉様にボロ負けするじゃないですか。もう、子供のころみたいに一方的にやられるのはごめんなんです！」

「子供のころ？」

「お姉様に魔法を封じられて、わたしいつも、追いかけられてたんです。お姉様は笑いながら、『リリ子こちゃん、遊びましょう』って、黒い万軍ブラツク・サバオスをけしかけたんです」

「ひどいな。どういう遊びだよ、それ」

「黒い万軍ブラツク・サバオス　って、子供のころはまだ百人ぐらいしかいなかったですけど、百人でもわたしの召喚する召しよう喚かん獣じゆうなんかとぜんぜんレベルがちがって、召喚獣が瞬殺されて泣きながら逃げてるわたしにカメラを向けて『リリ子ちゃんの泣き顔、チョーかわいい♪　この写真も、妹フォルダに保存、っと♪』とかって。ムカつきますよね？」

　委員長は、ずいっと俺に顔を近づけた。

「わたしにとって、お姉様は常に高い壁かべでした。その壁をブチ砕くだこうと思って、必死で召喚魔法を修行して強くなったのに！　十分間テン・ミニツツの沈黙・サイレンスを食らったら、召喚魔法なんか何の役にも立たないわけですよね。だから！」

　と、委員長は俺の胸を突つき刺さすような勢いで、指を突きつけた。

「せっかくだからわたし、この魔法を使えない世界で修行することにしたんです！　十分間テン・ミニツツの沈黙・サイレンスを食らっても戦ってお姉様に勝てる方法を編み出すまで、わたし帰りませんから！」

「不屈すぎてびっくりしたぞ。魔法を使えない世界に放ほうりだされて戦えなくて、絶対スンスン泣いてると思ってたのに」

「そんなお姉様の妹フォルダを潤じゆん沢たくにするような表情なんか、魔王のプライドにかけて、死んでもしませんから。というか、死ぬのはお姉様です！　この世界に魔王は二人も要いらないんです！」

　委員長の背後に黒いオーラが見える。そして委員長は、俺の腕うでをぐいっとつかんで言った。

「ところで遊佐さんも、剣の呪言ソード・ワードが封印されても戦う方法を編み出さなければ、みすみすお姉様に経験値を取られてしまうわけですよね？」

「う、うん。だから今、考えてるところだけど……」

「じゃあ、わたしと二人でしばらくこの世界で修行しませんか？」

　いや、ちょっと待て！　竜崎がモクドナルドで心配して待ってるんだ、二人で修行とかできるわけがない。それに、

「委員長、今も全然鎧武者に歯が立ってなかっただろ。まるっきり勝機が無いのにいきなり魔法を使えない世界で修行って、無む茶ちや振ぶりすぎるって！」

「そうですか？　早く自転車に乗れるようになるには、コマをいきなり取っちゃって練習するのがコツなんですよ。つまり、魔法が封印されても戦う方法を早く編みだすには、魔法が使えない世界で練習するほうが効率的ってことです」

「いや、それ同列で語れないだろ。自転車のコマを取ってもこけてケガするだけだけど、魔法が使えない世界で鎧武者に襲おそわれたら軽く死ねるぞ」

「あっ、あそこに足あし軽がるの幽ゆう霊れい発見！　さっそく倒してみましょう、ヤバくなったら遊佐さんに任せて逃げますからよろしく」

「話聞けよ！」

　こうして俺は、黄昏たそがれ色いろの公園を、どこまでも不屈な委員長にズルズルと引きずられて行ったのだった。







あとがき







　魔王学校、みたび読んでいただいてほんとうにありがとうございます！

　今回は、いつも以上に楽しくはっちゃけてみました。明あけ智ち光みつ乃ののキャラクター、けっこうお気に入りです。迷めい彩さい服ふく、カーキ色、このへんは誰だれもが通った経験がある道、もしくはこれから通るであろう道ではないでしょうか。

　ほかにわたしが持っていたものは、まずドッグ・タグ。米軍が使う認にん識しき票ひようです。三センチ角かくぐらいの銀色の金属のプレートに名前などを印字したものを二枚、ネックレスにして首からかけます。

　わたしはこれを中学生のころ、雑誌の後ろの通信販はん売ばいで買いました。いったい何と戦うつもりだったのか。雑誌の後ろの通信販売は、ほんとに罪作りですね！　あと、迷めい彩さい色しよくの財さい布ふも持っていましたよ。マジックテープでバリバリ言うやつ。財布が迷彩色だと、無くなって困るんじゃないのか、という疑問は無しで。

　迷彩色やカーキ色は、基本的に地味な色合いなのでわりと誰にでも似合う色ですが、これに合わせるベレー帽ぼうは思いっきり人を選びます。日本ではベレー帽はマンガ家のイメージが強いので、アウトドアっぽい迷彩色とイメージが合わないですね。そんな迷彩色とベレー帽をエロかっこよく着こなせてしまう光乃は、すごくかわいいと思います。

　とくにわたしは、帽ぼう子しがすごく似合わなくて、どれをかぶってもダメダメです。頭の形のせいでしょうか。ハチが広がった頭の形だと、入る帽子がワンサイズ大きくなるので、頭が巨きよ大だいに膨ぼう張ちようして見えます。顔が長細い人は、帽子が似合うのでうらやましいです。

　話は変わって、キャラクターの名前について。志し信のぶは信長の信を取って志信、光乃は光みつ秀ひでの光と、秀の下だけ取って光乃です。ついでに、元ネタがわかりにくい名前の説明をいくつか。担任の魂ソウルシエル先生は、ものすごく変わった名前ですが、フランス語で魔ま女じよのことをソルシェールというところから名づけています。ペルチェの名字の芽め樽たるは、金属の英語「メタル」から。ペルチェは、ペルチェ素そ子しという、パソコンなどの部品に使われている冷れい却きやく機能を持った素子の名前です。

　では、今回も朱あかシオ先生、美少女魔王たち（特に今回は志信と光乃）をどうもありがとうございました。ちょっとクセはあるけどかわいい彼かの女じよたちといっしょに、皆みな様さまも楽しい時間を過ごしていただけますように！


二〇一一年七月　夏緑＠ちなみに「ナゲット」とは「（金）塊」の意味らしい









◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部


夏 緑先生／朱シオ先生
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